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!芋

東北縦貫自動車道建設に伴う発掘調査は、秋田県教育委員会

が日本道路公団の委託を受けて、記録保存を自的に実施してい

るものであります。昭和54年度から昭和56年度までは鹿角市が、

昭和57年度と昭和58年度は小坂町がそれぞれ発掘調査対象地域

になりました。

本報台書は、昭和57年度と昭和58年度の 2カ年継続調査の大

岱II遺跡と大岱IV遺跡のほか、昭和58年度調査の舘平館 I遺跡。

館平諒II遺跡 e 自長根館 I遺跡@白長根館II遺跡@丑森遺跡 e

i亘合 1遺跡・道合II:遺跡・大岱III遺跡 e 河川原遺跡、の調査結果

を収録したものです。この報告書が、鹿角地方の歴史解明と文

化財保護に広く活用されることを望むものであります。

最後に、この調査に御協力いただきました顧問、専門指導員、

日本道路公団、小坂町、同教育委員会はじめ関係各位に心から

感謝の意を表します。

昭和59年12月

秋田県教育委員会

教育長斎藤 長

ー一一 1 



皆目

1 .本書は、東北縦貫自動車道路線内に所在する小坂町分14カ所の遺跡のうち、昭和58年度に

実施した11遺跡(一部、昭和57年度からの継続調査)の発掲調査報告書である。

ム調査成果については機会をみて発表してきたが、本書を正式のものとする。

3.本書の執筆・編集担当者は下記のとおりである。

調査に至る経緯と調査経過………一……………………・・ー永瀬福男

調査の組織と構成....................................................永瀬福男

地形と地質・……………，…………・・………・………ー……'藤本幸雄

環境と周辺の遺跡…………………・………………………ー永瀬福男

館平館 I遺跡，館平館II遺跡……………………………ー永瀬福男

道合 I遺跡・道合II遺跡・円JII原遺跡一…………ー・…ー・・永瀬福男

白長根掠 l遺跡・自長根館II遺跡・・・…・….• ~ • ~ s = .. .…・……-熊谷太郎

丑森遺跡・大岱IV遺跡・…・…一…・…………………………熊谷太郎

大岱II遺跡・大岱III遺跡……ー………一一………・・……・・小林 克

4. 本文中のり也形と地質」は秋田県立能代北高等学校教諭藤本幸雄氏に執筆を、

は秋田県立博物館学芸主事嵯l域二郎氏に鑑定をお!頗いした。記して感謝申しあげる。

5.発掘作業員及び整理作業員の氏名は、本書末尾に記した。

6. 遺構には調査時の発見}II貢に一連番号を付したが、後に検討の結果、遺構ではないと判断さ

れたものもあり、そのため欠番がある。

7.遺構に付した略記号は下記のとおりである。

S 1 ..一・・竪穴住居跡 S K....・・土墳 S KT......Tピット S N..一・・焼土i室構

SKF置窓 口..フラスコ状ピット S R..一・る埋設土器 SD岨'一..i毒

SB……掘立柱建物跡 SX……その他の遺構

8.土層図中などのレベル数値は、標高である。
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調査に至るまでの経緯と調査経過

自動車道は、秋田県の北東部に所在する鹿角市と鹿角郡小坂町を通過する。秋田県
(~t 1 )誌2)註 3) 

教育委員会は、文化庁と日本道路公団とが交わした覚書に基づき、昭和44年・同48年・同52年

に遺跡分布調査を実地したのその後、路線内に所在する遺跡について、日本道路公団illi台建設

局と秋田県教育委員会との間で協議が持たれ、最終的に記録保存することが決定された。発掘

調査は昭和54年度から昭和56年度までは鹿角干Ij地区が対象となり、 34遺跡の発掘調査が実施さ

れた円

昭和57年度と昭和58年度は小坂町地区が対象となった。小坂地区では、路線上に13遺跡、工

道路臼こ 1遺跡が、それぞれ所在する。秋田県教育委員会は、日本道路公団仙台建設局の

発掘依頼('f~1建総管107号」昭和57年 3 月 26 日)を受け、 14遺跡を発掘調査することにした。

昭和57年度は、はりま館・横館・大岱 1.大岱II・大出IVの5遺跡、を調査したが、大岱IIと

大出IVの2遺跡、は、土地買収の関係で、昭和58年度にも継続調査されることになった c

昭和58年度は、上記継続調査の 2遺跡のほか、館平館 1.館平館II・自長根館 1.白長根館

TI・7丑森・道合 1・道合II・大岱III.円 JII原の計11遺跡の発掘調査を実施したハ

昭和58年度の調査経過は、大111各下記のとおりであるが、倍々の遺跡の調査栓過は、それぞれ

のよ買に記載しである 4月1日に小坂町小坂字小坂鉱山尾樽部に発掘調査事務所を開設し、発

掃調査体tl1ljをととのえる 4 月上旬~5 月上旬は、今年度調査予定地の予備調査を実施した c

予備調査の目的は、各遺跡の基本層序の把曜であり、大渇軽石層上の土砂が重機で排除される

ために、本調査に先がけて実砲したものであるυ5月9Rから本調査を実施し、 10月29日にす

べて終了した。 11月上・中旬は、発掘器材の接始末・遺物・図面・写真・スライド等の整理を

行い、 11月下旬には、すべての資料・発掘機材を秋田県埋蔵文化財センターへ搬出した。 12月

からは埋蔵文化財センターで、遺物のf夏元・実iHlJなど報告書作成までの諸作業を実施した。

(詰 1) 秋田県教育委員会 『東北縦貫自

2) 秋田県教育委員会 『東北縦貫

(註 3) 秋田県教育委員会 『東北縦貫

1978年

1 

1970年

1972年

(八'1昏平~十和田錦木).B



調査の組織と構成

調査主体 秋田県教育委員会

調査顧問 坪井清足 奈良国立文化財研究所所長

芹沢長介 前東北大学教授

専門指導員 村越潔弘前大学教授

小林達雄 国学院大学助教授

林謙fノド

羽藤隆東北大学助教授

進藤秋輝 多賀城跡調査研究所研究第一科長

調査担患者 秋田県埋蔵文化財センター

熊谷太郎 秋田県埋蔵文化財センター

小林克秋田県埋蔵文化財センター

調査補佐墨 &岩沢公則・ i故屋高橋-~Ij .花田

畠山圭

事務補助員 小田島

地形と地質

1 :t也形地質の十既j兄

本地域は鹿角:盆地北部に位置し、各遺跡は南流する小坂)11 火山灰台地ー上にあるもの

が多いっ本地域の地形は、(工)山地、 、台地、(互)沖積侃地の凶つに底分される。次にそ

の各々について概要をまとめてみる(第 l図)0

①山地:小坂)11右岸では高森(482.Om )を最高点とし、北部は 400m以上の標高を示すのに対

し、南部では主として230-250mの波状の起伏を示す丘陵の中に、 290-350mの残止状突起部

が点在する。一方、 では200-280mのなだらかな丘陵および、火山灰台地の中に270-350m

の残丘~.犬突起部が分布しており、 をはさん ちがい 認められない。これら

のLLlj:isは秋田県(1973)によれば、/j-d:J~川 として新第三紀中新世の大滝層に属する浮

石質J疑灰岩、硬質泥岩およびそれらに貫入する石英安山岩よりなり、特に残丘状の部分と北部

の300m以上の山地は石英安山岩からなることが多い。また、左岸では大滝層より下伎の瀬の

沢層を構成する凝灰岩、砂岩、 j尼岩の互層も一部に見られる。小坂鉱山より南では第三紀中新

2 -



世上部の遠部層を構成する

石英安山岩よりなる

②丘陵:標高230~250m の波状起伏を示

し、下位から第四紀更新世の石英安山岩

砂際層、軽石質火山

構成される。このうち

と軽石質火山灰層は層相、鉱物組成、

地形との関係から内藤 (1966、)の長 1二路

/j、坂軽石賀火山灰層にそれ

ぞれ対比されるの

③台地:十和田火山から供給された火砕

物による段丘地形であり、内藤(前出)に

よる鳥越面と関上面に 2分される υ この

うち鳥越曲ーは小坂)11右岸の大岱で、

250~260m 下流のはりま館で 215 mであ

り、関上面は大岱で230~235m 、はりま

皇宮で.200m:tとなる。

④i中韓{民地主として河床堆積物よりな

1)、部分的に比高 2mはどで段{じするこ

ともある。小坂Jil下流では十和田火山由

く分布しており、残丘:げよの部分は右岸と向

iコ白 図
7

第 i留地雷国

山灰層(内藤:前出)も分布しており、 2~5m の段丘地!日を形成し

ているつ

立 i宣跡の1也J1ラと地

No.3 館平舘l遺跡

216m (Iう鳥越函トにt;'r置し 北側は225~230mの丘陵に至る斜面になる。地質は

下部が佳 6~ 8 cmの灰白色軽石を含む火砕物層で、これは 2~3m で茶褐色粘土層に漸移する G

その際軽石は1.5~ 6 cmとなり、弱くラミナが見られるようになる。なお、時灰色~

礁が散在するが、これの大きさは0.3~1.8cm(平均 0.9cm)である。 軽石の鉱物組成は第

l表のようになり (3-A)、角閃石を含まないことから高市軽石質火山灰層(内藤:前出)に

対比できる。次に灰白色の軽石質火砕物層と接する基成部 1m ほどでは黒色 ~Il音灰色、暗赤色

の安山岩質角際(0 . 2 ~ 10 . 5cm、平均4.6cm)を多く含み、軽石はo.7~2. 6cm(平均 1.4cm)て、小

つo 
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さい。基底部をはなれるにしたがって軽石の粒径は大きくなり、岩片は小さくなる。本層の軽

石についての鉱物組成は第 1表の 3-Bに示すが、 3-Aと異なり角閃石を含み、鳥越軽石質

火山灰層に対比される c 最と部の50~70cmは黒色の腐植土層であるが、中に 15cmの層厚て、 2.5

~ 6.5 cm大の軽石を含む降下火山灰層(大湯軽石質火山礎層)がはさまれる。この火山灰層は

上面、下面とも明瞭であるが、上位の黒色腐植土中にも同質の軽石が不規則に散在することが

あるつ比較的大きい軽石の平均径は 3.4cmで、あるが、岩片の大きさはO.8~1.5cmで安山岩が多

いさ本暦の軽石の鉱物組成は第 l表のとおりで(3 C入角閃石を含まず、単斜揮石の少ない

山磁層の特徴をよく示している。

No.4 館平館II遺跡

標高225~230m のゆるやかな丘陵上にあり、南側は鳥越国につらなる。地質は、下位から、

河床性喋層、含石英軽石賀凝灰岩、黄褐色軽石質火砕物、黒色腐植土層となるが、黒色腐植土

層中には大湯軽石質火山際層がはさまれる。このうち、河床性際層は、流紋岩、安山岩、硬質

泥岩、チャートなどの革円~円礎(4 ~ 15cm)からなり、表甫iに酸化皮模が形成されている。

また、含石英軽石質凝灰岩は灰白色~白色でラミナがよく発達しており 一部に細粒の砂~シ

ルトの薄層をはさみ、肉眼でも石英の多いのがわかる。層厚は 6~7m である。軽石(数mm) の

密集している部分について鉱物組成を求めたところ(4-A)、重鉱物が極めて少なく、あって

もほとんどが角閃石である結果を得た。次に黄褐色軽石質火砕物であるが、軽石 (0.3~ 1. 6cm 

大)を含み安山岩の角磯(1.9~ 5. 5cm、平均3.7cm)が多い点で降下堆積物の層相とは異なって

おり、砕流堆積物の基底部にi以ている。鉱物分析の結果(4-B)は角閃石を含む点で

質火山灰層に似ているが、中ケ野軽芯質火山灰層(内藤:前出)も角関石を含んでおり、なお

検討が必要で、ある。

大湯軽石質火山喋層は、軽石が2.8~5.6cm (平均3.8cm)、安山岩角球がO.7~ 1.8cm(平均1.1

cm)であり、層厚は20cmであるが、上部に 5cmほどで細粒砂の多い風成二次堆積層をともなう

こともある。全体的にくずれやすく、空!準も多い。大きい軽石は、中央部10cm位の厚さの部分

に多くなる。

No.5・5 白長根館 1. II遺跡、

標高215~220m の鳥越段丘にありほぼ、平盟であるが、東西方向にゆるやかに高度が増して丘

陵部に移化する。 地費は、下位から鳥越軽石質火山灰層、黒色腐植土層のJII買に重なるが、黒色

腐;f直土層中には13cmの層厚で大湯軽石賀火山磯層がはさまれる。鳥越軽お質央111灰層は 8~.21 

cm大のやや丸みをおびた軽石を不規則に含ーみ、無層理塊状である。また、大湯軽石質火山際層

は 5cmの厚きで細粒のシルト質風成砂層をともなうことがあるの軽石は平均 3.2cm大(まれに

11.2cmもあり)、安山岩質角離はO.2~O .6cmで平均O.4cmであり、全体としてくずれやすいの黒

5 



色腐植土層は、遺跡南部や凹地で厚くなり、 1m以上に達する o

No. 7 丑森遺跡

標高215~220m の鳥越面上に位置しており、平坦で、ある。地質は 遺跡付近は下位から鳥越

軽石質火山灰層、大湯軽石質火山際層をはさんだ黒色腐植土層の)1原に堆積しているが、遺跡の

南の小坂鉄道のトンネル付近では鳥越軽石質火山灰層の下位に灰白色の軽石を含む火砕物層が

見られ、この層の上部 1mほどでは径 2~30cmの安山岩質車円喫を含み粘土層(層厚 2 ~ 5 cm) 

に移化する。この軽石の鉱物組成 (7 A) は角間石を含まず、単斜輝石がやや多い。層位関

係、鉱物組成からみて高市軽石賀火山灰層に対比できる。

鳥越軽石質火山灰層は、基底部で 1~ 3 cm大の安山岩質角礁と o.2 ~ 1 cm大の軽石を含んで

弱いラミナが見られ、全体として暗灰色であるが中~上部は 5~ 12cm、時に30cm大の白

を乱雑に含み、乳白色塊状である。部分的に斜交ラミナが発達し、泥岩や流紋岩の亜円喋(径

1 ~ 7 cm) を含むこともある。

大j易軽石質火山1深層は径o.2~5. 5cmの軽石とo.2~ 1. 7cm大の安山岩角礁を含んでおり、

はl1cmであるが、部分的に 3~ 5 cmの厚さで砂質の風成二次堆積層が上位に重なる。風成二次

;土地形的な問所に分布する傾向があり、大湯軽石質火山征士層そのものの層厚も出所ない
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し斜面のすそ くなる c 鉱物組成は角関石を含まず、 方輝王子よりかなり少ない

特徴を示す (7-C)。

No.8 

240mで、烏 し、平沼なj也形であるが、北側斜面は をなす 3

地質は石英安山岩{本の上に表面が赤掲色になった流紋岩、安山岩(径0.8~l1cm)の亜円環を

が 7III以トの層厚で堆積しており、その上に 8~ 10mの寝!草で鳥越軒石賀火山灰層が

重な 1)、さらに10cmの!享さの大湯軽石質'k.rlr喋層をはさむ黒色腐植土層に移化する。

は露頭が悪く全容は不明であるが、円磨!支カtやや高いこと、酸化皮膜のあること等から

見て河成堆積物とみられる{また、鳥越軽石賀火山1深層は、最卜部で最大28cmの円みがかった

軽石を不規則に含んでおり、堆積構造は不明であるが、火砕流堆積物であろう。一方、大湯軽

山際層は、径o.2~7 .6cmの軽石とO.2~2. 7cm大の安山岩角球を含み、全体にくずれやす

く空隙も多いなど、降下堆積物の特徴を良く示している。

No. 9 道合II

堀内沢の右岸に位置し、標高195~200m の小規模な台地状の地形をなす。

地質は、南側の急、斜面が石英安山岩体の一部であり、それに由来する崖錐堆積物が遺跡付近

も含めて厚く堆積している。 遺跡の柱状図によれば、最下部は石英安山岩の風化機(3 ~25cm) 

が暗褐灰色の有機質土中に散在しており、そのkに径 2~ 7 cmの円確(安山岩、流紋岩質)を

含む暗灰色め有機質土が重なり、さらに14cmの膚厚の大湯軽石質火山喋層、 25cmの層

ラミナをもっ。二次堆積物皆、そして85cmほどの厚きで石英安山岩の角離をまば‘らに含む黒~

暗灰色腐植土層が重なっている n このうち大湯軽石賀火LlJv紫層は径0.1~5. 6cm (まれに10.2cm) 

の軽石と径O.2~2. 3cmの安山岩質角磁を含み、くずれやすい c また、径 2cm以上の軽石は中央

多い。軽石の鉱物組成は角閃石を含まず単斜輝石が少ないなど他の大j易経石質火山際!替の

組成に一致している。

No.12 大岱III遺跡

火

263mの平坦な鳥越屈とに位置しているが、東西に新第三紀層よりなる強丘tJ¥:の突

られ、中央部にゆるく傾斜している。

地質は下位から鳥越軽石質火山灰層、黒色腐色土層、合軽石灰白色細粒火山灰層、黒色腐色

火山際層、黒色i高値土層の!II良に重なうているつこのうち、含軽石灰白色まrn粒

は申ケ野軽石質火 火山灰層と のあい

火山灰層と命名されることになったもだにはじめて発見された火山

のである。この火山灰層は 火山灰層(塊状で径 5~ 12cmの黄褐色軽石を多量に含む)

のおこH現して不な境界面をもって重なっており、本f氏部で 0.2から~'lUí 移する，w，

7 



~ 0.4 cmの黄褐色~黄白色の軽石

を含むこともあるが、全体として

はむしろ灰白色であり、不規則に

膨縮して水平方向でとぎれること

もある。最大層厚の計測はその点

で困難で、あるが、 20cmに達する部

分があり、多くは 8~ 15cmである。

鉱物分析の結果(12-Bl、弘、弘、

B4)は角閃石をほとんど含まない

点で十和田火山の完新世の火砕物

と共通で、あるが、単斜輝石が斜方

輝石と 近い{立含まれる点で
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第 i表大砕物の鉱物組成

大湯軽石質火山際患とも異なっている。十和田火山東方の完新世火山灰層との対比のため、よ

り詳細な検討が望まれる。一方大湯軽石賀火山珠土層は径o.2~ 12.0cmの軽石と 0.2~2.8cmの安

~ 無色鉱物フ， 鉄鉱物 普石通角間 単科輝Al. 主~I 方輝石 カウント数 対火山力、、 ス

3-}¥ 65 18 5 12 569 TK 

3-B 75 13 ι勺d 6 880 TO 

3-C i ゥJ'〉 つ 13 812 OY 

4 A 94 1 4 l 1074 KO 

4 B 55 21 3 8 14 424 S A ( ? ) 

7-A 庁10・3 13 5 9 724 TK 

7一一日 45 30 4 8 14 453 TO 

7-C 71 13 つ 13 451 OY 

9 65 20 3 12 479 OY 

12-A 51 22 o 13 11 467 TO 

12-B1 67 19 6 8 697 

12…-B2 87 6 3 4 お30
OD 

12-B3 59 22 ~ ゥ 12 635 

12-B4 93 3 2 2 757 

12-C 77 13 2 8 848 OY 
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山岩質角離を含んでおり、属厚は1l-17cmと変化し上位に 3- 5 cmの厚さで風成二次堆積物を

ともなうこともあるの軽石の鉱物組成は他の遺跡の間層とほぼ一致した値を示している (12-

C)。なお、大湯軽石質火山際層の下の黒色腐色土層は特徴的に亀裂が入ることが多く、上部の

黒色腐植土とは異なっている。

図表説明

第1国地質図(秋田県、 1973による)

凡例 1沖積層、 2関上面堆積物(火山灰質二次堆積物)、 34鳥越軽石質火111灰層、 4石英

安山岩、 5 i二子石質凝灰岩、 6硬質泥岩、 7 ~頼の沢層、図中の3 、 4 、 5 、 6 、 7 、 8 、 9 ， 12 、 13はそれ

ぞれ遺跡の所在地を示し、本文の番号、柱:11i:図の番号に対応する。

第2図 各遺跡の代表的な地質柱状図

凡例 1円~亜円礁(ii少を含む)、 2含石英軽石質凝灰岩(砂質部、シルト部にラミナあり)、

3高市軽石質火山灰層、 4鳥越軽p石質火山灰胃、 5大岱火山灰層、 6大湯軽石賀火山際層、

7安山岩質角球、 8砂質部(平行ラミナあり)、 9軽石、 10砂質部(斜交ラミナあ 1))、 11砂

磯部、 12シルト~粘土質、 13黒色土で乾燥部に縦に亀裂が入る、 14黒色腐植土、 15角球、

を示す (Aの上位にB)柱状回のわきの 3-A、3 Bは鉱物骨折用

第3図 各遺跡の代表的柱状図、凡例は第 2図に同じ。

第 4[Zl向上

参考文献

秋田原(1973) 秋田県総合地質図幅・十手1J111湖

秋田県 (1973) 秋田県総合地質図I!届・花輪、

秋田県 (1973) 秋田県総台地質問i隔・大館

秋田県(1973) 秋田県総合地質図I!扇.，ji定ケ関

内)]制導夫(1%0) 秋出i県米j-cJII流域的第四紀火山砕屑物と段丘地形、地理学評論、 Vol.3CJ宅 ドφ463

-484 

内藤博夫 (1970) 秋田県花輪盆地および大館盆地の地形発達史、地理学評論、 Vo1.43，P. 594-606 

l-~l J 11久夫、ほか (1972) 十手u出火山発達史概要、東北大地質古生物邦報、 No73，P. 7 -18 
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環境と周辺の遺跡、

昭和57年度、 58年度の発摘調査の対象遺跡は小坂町に所在する。小坂町は秋田県の北東部に

位置し、湖(国立公園十和田湖)と鉱山(小坂鉱山)のある町として知られている。

秋田県の北部を凶流する米代)11の流域には、上流から鹿角・大館・鷹巣の 3盆地が形成され

ている。そして、小坂町は鹿角盆地の最北端に位置する。鹿角盆J也は、北側を白神山地に、西

側を高森山地に、東側を輿羽山地にi到まれている。鹿角盆地の北部を流れる小坂川は、支流で

ある相内)11・古遠部)11・砂子沢)11・荒)11の水を集め、米代)11と合流する。小坂)11の右・左岸に

は段丘地形が認められる。標高は200-250mであり、鳥越面 a 関上面に相当する。この段丘は

きれ、数多くの谷(沢)がみられる。 遺跡は沢と沢に区切られた段丘や丘陵上に立地する。

小坂町内でもっとも古い時期の遺跡としては、下大谷地・元山・内の岱・鴇・ーツ森ー大地 a

荒)11j宣民J知られ、縄文時代前期に属する。昨年調査されたはりま館・大岱 I・大岱IV遺跡も
この時期のものである。これらの遺跡からは円筒下層式土器が出土しており、東北地方北部か

ら北海道南部に形成された円筒土器文化圏に属することが知られる。

縄文時代中期の遺跡は、寺のりて・下大谷地・二タ渡・鵠・手紙坂・松森遺跡等である。中期

に主体をなす土器は円筒上層式土器であるが、鴇遺跡では大木式土器も しており、東北地

方南部の彰響を受けるようになる。また、ニタ渡遺跡からは、北陸地方の土器が出土しており、

縄文人の広範な交流をうかがうことができる。

縄文時代後期の遺跡は、松木沢・内の岱・牛馬長根・館野・ -下大谷地杉沢・

下大谷地内の岱，大j也遺跡等である。いずれも、後期前葉の 1-~斐内 I 式土器が出土している。

議期の遺跡、のなかで、下大谷地杉沢遺跡の組.石群が投目される G 組石の周辺からはゴ二犠が輸出

され、土墳底面に敷かれた粘土ー火山灰や副葬品から、組石及び土墳は墓土止とする結論が出さ

れた c 大湯環状亨lj石を代表とする類似遺構は祭最E主rtか墓土i上かと、説の分かれるところであるが、

この発掘調査結果;は 墓社説が有力であることを示唆してくれた。小坂町には組石や自己石の一

部と考えられる際が露出している場所があり、今後の学術調査が期待される。

縄文時代i晩期jの遺跡は、館野・下大谷地畠寺の沢 e 大地遺跡等があり、大洞BC-A式期の

土器を出土する。

縄文時代は狩猟・採集を生業とする時代と考えられている。縄文人は小坂)11の両岸の段丘上

に集落を営み、季節ごとの山の幸を求めて、生活していたものと考えられる。

弥生時代の遺跡としては、尾樽部・砂山・下大谷地・曙台・寺の沢・火薬庫東方・からみ山・

内の岱等の遺跡、が知られている。これらの遺跡からは、弥生時代中期や後期に編年されている

田舎館式・天王山式・鳥海山式期の土器のほか、北海道に濃密に分布する後北式土器が出土し

ハ
υ
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ている。昭和56年に、青森県南津軽郡田舎館村垂柳遺跡から弥生時代の水田跡、が発見
され、ま

た、秋田県南秋田郡若美町横長根A遺跡、では、炭化米が検出され、東北地方北部の稲作農耕の

存在が確実となったハ垂糊J:遺跡は沖積平野に存在し、稲作を目的に設定された集落であり
、横

長根A遺跡は砂丘の後背湿地を水田利用した可能性のある遺跡である。小坂地区の弥生時代の

遺跡、は、縄文時代の遺跡と同様、段丘上に るため、稲作農耕の可能性は薄いものと考え

られる。

古代の遺跡としては、牛馬長根II・つつじ岱遺跡が知られているが、実態は不明である。 昨

されたはりま館遺跡では、平安時代の集落の一部が検出され、小坂地区の古代史解明
に

な資料を提供した。

中世の館跡としては、八IIJ番長官・小坂館・白長根館・大地館・荒川館・濁)11館・台作舘
・横館・

館平舘が知られている。近世初期の成立とみられている『鹿角由来記JJ には、大地村
，小坂村・

主)

~ill.\ )11村・八幡宮宮村等の村々が設場するの小坂地区の主な集落は、中世末期!には成立していたも

のと与ーえられる。

(註 1) 内巌j与夫 i秋田県うte代ハl流域の第四紀火山砕屑物と段丘地形J u" j也理学評論 第39巻第

7号JJ 1966年

(誌 2) 安保彰 「小坂のあけぼのJ 小坂町'史 1975年

小坂町教育委員会・小坂J:~i;11ばIJ石調査団

1982年

(註 3) 

0=1:4 ) 

(詰 5) 若美町教育委員会 『横長根A遺跡第 2・3

(註 6) 秋田県教育委員会 『中!日:域館)J 1981年

{註 7) I克角市 市史H 1982年

11 

1969年

1983年



第2表小域地区遺跡一覧

、県三

1主主

3 館ギ館 1I !笠穴住居跡・フラスコ状ピット I29 I元

4 I îií~ 平館 III 縄文土器・ Ij~~生土器

5 1 臼長i1~自立 I

6 I (J長組曲II

7 1 +1二

番号 Ij立跡名

はりま館

構・遺 物

・フラスコ:1犬ピット・
前~晩)
ト-縄文土器・
(ノJ ，~反 X 式)

2 I t主 主官

10 I大 12

111大岱

8 1道合 I

9 1道合 II

12 I大岱 III 晩い弥生土器

1:3 1円 )11 s( I縄文土器(後 j

14 1大 岱 NI竪穴住居湖、{地)・縄文土器(前)I 40 

15 I 111 の i引
l

1刊6 1大 i地也 館

17 I大 地 i縄丈土器(後) 'I.1高

18 1横路

I 19 I館平掠
20 I白長線鉛

21 I i出)11 館

22 八 !IJ最 長吉

2::3 I I小票状坂劃七雄山 I縄丈土器(後)

24 1環j、'状昔列 i石也 縄文品*(後j

25 1 の沢 I

26 1寺の j尺II1
1

竪

j

ツ穴
Z

リ住
J

屑
FJ跡Jい1-・J三縄;r.:;:文日H土器{後・晩)

遺
一
得

肱

斗

一

耳

石

、

/

右

一

土

後

一

文

(

主

一

一

縄

器

H
2
一

・

土

一

墳

丈

一

土

縄

名
一
状
壊
地
石

工
-
一
環
墓
を
列

E
一
坂
石
大
状

遺
一
小
列
下
環

ロ万一

7

8

番一

2

2

物

山|縄文土器・石器

3U 1内ノ岱担沢|縄文土器(前) 岩{同 石器

31 I i向川11ご 水J 地出凶

32 1下大谷地 I 縄文土器(前)

33 I -1、ブ三谷t也II 縄文土器(中)

34 1下大谷地田 縄文土器(後)

35 I下大谷地W 縄文土器(H免)

36 I下大谷地V 弥生土器

37 1砂山 I 弥生土器

38 1砂山 11 土~llj器

39 I小坂掠

縄文土器(中)・青竜刀)f;石器

41 の j度i炉跡(後)

岱|弥生土器・後北C式ニi二昔話

つ森|縄文土器(中)43 

44 1大生手|縄文土器(後)

45 I手紙坂|縄文土器(中)・土偶

46 Iつつじが岱|上自rii器(擦文系)

47 1松 森|縄文土器(前)

tl8 1牛馬長根1I 縄文土器(後)

49 I tj三局長問IIIニヒ師器

50 1荒川舘

51 1四ツ谷 IJ町古;器

52 1:1:&の上 i弥生二iニ器

12 -



，。∞・ ，。帽 抑制 300。

第5図 東北縦貫自動車道路線上の遺跡と周辺遺跡

- 13 -



館平舘 I 遺跡

遺跡番号 NO.3

所 在 地 鹿角郡小坂町字館平12番地の l

調査期間昭和58年5月9日-6月21日

発掘調室予定面松 3，380m' 

発掘調査面積 2，800m' 



第1章発掘調査の概要

第1章発掘調査の概要

第 l節遺跡の概観

結平舘 i遺跡は、小坂 JII 右)~:の狭小な丘陵上に所在する。この台地{土、小坂)1 1 右岸に形成さ

れた丘陵の東端部に位置する。遺跡の南側と東側は浸蝕され、急斜面を呈し、北側とlB1lWiJは起

伏の激しい丘陵部へと続く ο 遺跡、の標高は約 218mであるの 遺跡の南方には、縄文時代前期と

第 1図遺構崩辺の地形と発掘調査区

17 



館平館 I遺跡

弥生時代後期を主体とする小規模な横館遺跡と

縄文時代前期・後期と平安時代のかなり大規模

な集落跡が存在する。遺跡の北方には、この遺

跡と接続して、館平館II遺跡が所在する。

遺跡の基本層序は、上位から黒褐色及ぴ黒色

士層(1 ~ 3層)→大湯軽石層(4a ・4b層)→

黒色土層(5・6層)である。遺跡の南半部は

凸レンズ状の地形を呈しているため、 3 層~6

層は流され、堆積を見ない。

第 2節調査の方法

47 

45 

43 

発掘調査は、日本道路公団が設定したST A 41 
WVUTSRQPON 制 L K J I H 

101十00を発掘原点(1¥150) とし、 4mX4mに

グリッド杭を打設して、実施した。グリッドの

一辺は磁北方向に一致する。また、グリッドの

三一Hエ215・00"，

…-H=2甘み0001 W 

口 30m

しーーレー_j_一一一」

第2図 グワッド配置図

1 i扶;褐色 lOYR%  5 黒色 7.5YR~ 
2 黒褐色 10YR% 6 黒 色lOYRX. 7 
3 黒色lOYRX.7 
4a }災黄褐色 7.5Yれ%
4b J童福色 7.5YR%  

第3図土層実測図

- 18-



第 2章調査の記録

名称は、南北方向の算用数字と東西方向のアルファベットの組み合せてい南東隅杭をもって呼称

することにした。

第 3節調査の経過

発掘調査期間は、昭和58年 5月9日~同年6月21日である。

5月9日から表土の除去作業を開始した。 5月18日にグリッド杭を打設し、南端部から粗掘

りを開始した。 5月19日には竪穴住居跡(S 1 01)のプランを確認した。 5月20日から S101の

を開始した。 5月21日に土墳のプランが確認され、精査を開始した。 5月24日から、 S1 

01・SK F01の実測を開始した。調査は北半部へと進行しているが、遺物・遺構の検出はない。

5月27日から S101の炉跡、の焼土を洗浄し、骨片・植物の種子などの検出につとめる。 6月4日

には半円状扇平打製石器1点を出土したが、遺物・遺構の検出は少ない。 6月8Bからは、作業

員の半数を舘平舘立遺跡、に派遣した。 6月9日小万が検出されたが、これは、地主が終戦後埋

納したものであるという。 6月15日から地山部の地形測量，写真撮影を実施した。

第 2章調査の記録

第 1節縄文時代の遺構と遺物七

1 発見遺構と遺物

(1) 竪究住署鯨

5 101 台地の南端部(L44グリッド)

で検出された。平面プランは、ほぽ円形を

呈し、長軸4m.短軸3.6mである。床面は

緩い凹凸をなし、北接近くに地床炉が認め

られる。竪高は約10cmである。柱穴は認め

られない。

出土遺物は、浅鉢形土器と石皿11閣であ

る。 浅鉢形土器は、口径19cm.器高9.8cm.

底径5.5cmを測る。口縁部には三条の縄文帯

が施文され、弧状の曲線で5区画される。

A' 

c C -

A' 

1 !.黒補色 lOYR% 

2 黒褐色 lOYR% 

3 賞褐色 lOY R%  

4 明褐色 7.5Y R%  

5 lt音褐色 lOYR% 

6 明褐色 7.5YR% 

7 重工褐色 lOY R%  

。 2m 

第 4関 5 101 襲穴住居跡

ハコ



蕗平館 I遺跡

内外面とも、ミガキが顕著である。後期中葉(}]D層利B2式併行)の土器と考えられる。石血は

平板な石材の一面を縁どりし、中央部がわずかに磨耗している。石材は凝灰岩である。

(2) アラスコ状ピット

S K FOl 竪穴住居跡(S 1 01 )の近く (K44グリッド)で検出された。関口部径1.10m、

1?f さ 0.55m 、底径1.20m を ~NIjる。

出土遺物は、埋土上{立の半円状濡平打製石器 1点である σ

第 5図 5 I 01出土土器

2 遺構外出土遺物

(1) 

①土器

第 1群土器縄文時代前期の土器である

耳~ 1 (第 7図 1・2) i~~吉本形土器の口

した

A 

A' 

一
一
神
宮

a

，“

3
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s
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f
 

コa
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1
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、

i

i

i
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l
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u
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l
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-
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A
 

色

色
h

一一也

鳩
山
他
地

同
出
…
川
ポ

ペ吐

-
U
Fむ

5国 S K FOlア苧スコヰ夫ピット

片で‘ある。口 を地

_， 
Q 

は、

第2類土器(第 7図4) 

は複節料縄文か施きれる。 1斗れているの b 

1)、器表面には木白状撚糸文が施されている。 I-:g筒

d 式十~**である

第3類土器(第 7図3・5- 深鉢]1ヲ土器であり、口縁には られる n 口 J土、

iJ・口*ま押圧縄文か給条体圧痕文が施され、部分的に縦位・横{立の1;圭帯が貼付される υ

部文様帯の下端には刺突文が施される。!刊

第2群土器 縄文時代後期の土器である。

第 1類土器(第 7図11)ノト塑の深鉢形土器と忠われる。 波頭部に

d式土器である。

隆帯には料突文が殖されている。

20 

る降帯が貼付され、



第 2章調査の記1:)]，

第2類土器(第7図12)深鉢形土器と思われる。器表面には斜縄文が施される。

第3類土器(第 7図13. 14) 13は波状突起4山の深鉢形土器と思われる。内外面はミカ、、キが

る。仁i縁部には、 4本の平行沈線が引かれる。この平行沈様は波頂部で()状沈様で区

切られ、()状沈椋と():Ib尤様の間は弧;1犬沈線て、区切られる。加曽利B2式土器に併行するものと

考えられる。

②円盤状土製品

第7図15は、縄文時代後期の土器片を円形に加工したものである。藍径は5.8cmで、ある。

Z 

1 刊
け
パ
ハ
ハ
川
3 

茎謀議評i

u奇警P轟J

9 

13 

っけ川

競持

C二三コ

7国遺構外出土遺物

- 21 -
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蕗平館 I遺跡
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第 2章調査の記録

(2) 石製品

①お器

石匙(第8図16・17)縦長の石匙で¥頁岩を使用している。

石箆(第 8 図18~21 ・ 30 ・ 31) 主要剥離面への調整加工は、基部から両側縁に施されるのが

普通であるが、 18は刃部にも認められる。いずれも、 を使用している。

削器(第 8 図22 ・ 23 ・ 26~29) 両側縁かー側縁に刃部を作出している。いずれも、頁岩を使

用している。

掻器(第8図24・25)24はパチ形を呈し、 25は楕円形を呈する。石材は頁岩である。

磨製石斧(第8図32)強凸弱凸片刃石斧の刃部破片である。緑色凝灰岩を石材としている。

磨石(第 9 図34~36 ・ 43) 手頃な河原石のー側縁を磨面としている。いずれも、安山岩を使

用している。

出石(第 9 図37~42) 挙大の河原石の両面か片面に凹部が見られる。いずれも、安山岩を使

用している。

ζコ 34 

ハ

心

己

人¥ゾ;;;
36 :35 

39 
38 

37 

⑤OC@ 
亡〉 42 

41 
40 。

20cm 

43 
第 9図遺構外出土遺物

- 23 



館平館 I遺跡

②円盤状石製品

第8図33は、説灰岩を楕円形に成形し、全面を研磨したものである。長軸ば5.5cmであり、厚

さはO.7cmである。

第 3章ま と め

館予宣言 I遺跡は狭少な丘陵に立地するの検出された遺構は、縄文時代後期中葉(加曽利B2式

併行)の竪穴住居跡、 1軒とそれと問時期のものと考えられるフラスコ状ピソト 1基である。

小坂地区の遺跡は、東北縦貫自動車道建設に伴つ発掘調査でみる限り、①はりま館遺跡(前

期) ，白長根館 I遺跡(後期) ・大詰III遺跡(後期) ー大国IV遺跡(前期)のごとく数軒の住

居と貯蔵穴によって構成された遺跡、号館平館 I遺跡;・丑森遺跡・

と貯蔵大からなる遺跡、(③大!万IIのごとく貯蔵穴のみ

るが、住居も貯蔵穴もない遺跡のように分類することができる。

ごとく 1軒の

い、③遺物は出土す

舘平館 I遺跡は前述のように②に属す。こうした遺跡の立地色みると、狭小な台地及ぴ丘陵

であり、住居を中心とした居住区域が狭いという共通点を持っている。そして、住居内から出

る土器型式も 1型式であって、きわめて短期間しか生活していなかったことが理解できる c

この家族と関連のある集団及び集落とはどのような対応関係を持っていたのであろうか、興味

ある問題である。

24 -
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館平館 II 遺跡

遺跡番号 NO.4

所 在 地 鹿角郡小坂町字館平12番地の1

調査期間昭和58年 6月8日-6月30日

発掘調査予定面積 6，776m' 

発掘調査面積 1，963m' 



第1主主 発掘調査の概要

第 1章発掘調査の概要

第 1節遺跡の概観

館平館II遺跡は、小坂川右岸の丘陵の東端部に所在し、館平館 I遺跡、の北に位置する。

は卒句 225mで、ある。

調査対象地は凹凸の激しい地形を呈しているつこの凹凸地形が自然地形なのか、それとも人

町1

---ゲマー
第 1図遺跡周辺の地形と発掘調査区

- 31 -



館平館H遺跡

工によるものなのか不明であったため、 トレンチを設定して調査をしてみた。その結果、 トロ

ッコの線路と枕木が出土した。地元の方々からの情報なども参考にすると、この凹凸地形は、

レン方、製造のための粘土を採掘した跡であると判断された。レンガは小坂鉄道や小坂鉱山の工

場に使用された。明治時代のことである。従って、遺跡の大部分は、この粘土採掘のために破

壊されていたことになる。発掘調査は、破壊からまぬがれた部分を対象に実施した。

第 2節発掘調査の方法

発掘調査は、日本道路公団が設定した ST A 102十00を発掘原点(M50) とし、 4mX4mに

グリッド杭を打設して、実施した。グリッドの一辺は磁北方向に一致する。また、グリッドの

名称は、南北方向の算用数字と東西方向のアルファベットの組み合せてい南東隅部の杭をもって

呼称することにした。

第 3節調査の経過

発掘調査期間は、昭和58年 6月8日~同年 6月30日である。

6月8日から、調査対象地域の凹凸地形の性格(自然地形か人工によるものか)を把控する

ため、 トレンチを設定して、調査を開始する。 9日、トレンチからトロッコの線路と枕木が出

土する。第 l節で述べたごとく、凹凸地形は粘土採掘によるものであり、遺跡の大部分が彼壊

されていることが判明したため、破壊からまぬがれた部うすを調査対象地域とし、調査を進める

こととした。 6月10日からの粗掘りでは、弥生時代と縄文時代の土器片が若干出土したのみで、

遺構は検出されなかった。 6月21Bから、トレンチの土層の実測を開始した。

第 2章調査の記録

出土遺物

検出された遺構はなく、遺物が若干出土したのみであったため、一括して記述することにし

fこ。
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館平館II遺跡

①土器(第 3図1~ 7 ) 

lは深鉢形土器と思われ、器表面に斜縄文が施されているつ縄文時代後期の土器であろう。

2 ~ 7は弥生時代の土器と考えられる。 5は口縁部が「く」の字に外反する深鉢形土器と思

われる。文様は口容部から胴下半部に及び、口唇部・口減部・胴上半部・腕下半部を交互刺突文

で区画し、それぞれに異なる文様を施文している。口唇部には 1本の沈線が施文され、

凹む小突起を数個有するものと考えられる。口縁部は縦走縄文の上に、沈線による連弧文や刺

突文が施される。胴上半部は沈線文を密に充填している。腕下半部は縦走縄文の上に沈椋で円

形文を施している。口減部内面には 2本の沈線文が見られる〔胎土 e焼成とも良好で、ある

2~4.6'7 の器形は不明である。 3 は頂部に刺突文を有する小突起が見られ、口縁部に

は縦走縄文の上に数条の平行沈線とくずれた鋸歯:1犬文が施されている。 4は5のFJlnJ上半音liと同

じ沈線丈が施きれている。 6と7は同一個体と考えられ、縦走縄文のよに沈線丈と竹管丈が砲

されているつ 2は縦走縄文の左に平行沈縄文が見える。口

lllJにも、科突丈と沈線文が見える。

②石器(第 3図8~14) 

8 と 9 は!告製石斧である。 8 は J'~ 刃であり、 9 は両刃である。石村J土、 8

が緑色凝灰岩である。

も縄文が認められ、口

あり、 9

10は指器であり、1l ~14は削器と考えられる c いずれも を使用している。

第 3 ま レf
一

ダラ

館平結Il遺跡、は、明治時代に大部分破壊されていたため、遺跡の性格を

なかったっ

ることはで‘き

も少なく、弥生時代の土器がわずかに注目されるにとどまった。小坂地区の弥生n~~:

代の土器については、地元の研究者が1960年代に精力的に調査し、遺物を公表してきた。

土の弥生時代後期jに編年されている土器群で、交互利突文がメルクマーんとなる。

東北縦貫自動車道に伴う調査では、横館遺跡・大岱 I遺跡・大岱III遺跡でも出土している。予

れらの土器は、大渇軽芯層の下の掲色土層中で山土する。しかしながら、この陸の土器を作つ

遺構は検出きれないため、この土器を持った人々の生活の実態は不明である。
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館平舘11遺跡会最(商惨)

遺跡東側トレンチ(西砂)

遺物出土状態
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白長根館 I遺跡
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第 1章発掘調査の概要

第 l章発掘調査の概要

第1節遺跡の概観

昭和56年に行われた範囲確認調査の結果、遺跡の総面積は白長根館 I遺跡が3，250m'，白長

根館日遺跡は 470m'と判明した。

遺跡(土小坂町ーの南西部に張 1)出した

とのよと高差はおm~ 地形は両方に jtlJ い緩やかに上昇し、やがて

令。 は約 217mで、;中

及び

斗
ふ

仁川斗
・レ
l
u

g
-
J
1
 

ち jムみ ~Jd也に至る。 カ所あり、 tJ 

されたことはなど、 竺語、-，

げf!に生い i立る 山
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ウ
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している。 之層

¥-. らさらに 3層に細別される

を混入すで、所謂チョコレ

た

日
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つ

館

は
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ま
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品

川
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らt也山にかけて石在3Zされた。

民} を呈し、 カQScmと は同じである。

第 2節調査の方法

グリッド方式を用いて行った。

自長根館上 II両遺跡を含む約3.720m'の範囲を40mX40mの大グリッドで分割、さらに各

調査区内には 4mX4mの小グリッドを設定した。グリッドは日本道路公団設置の路線中心杭

S T A 106を基点MA50とし、南北方向に算用数字、東西方向にアルファベットを)11貢列させ、

南東隅の合致記号をそのグリッドの名称とした。従って、大グリッドは南北方向が50、60・........... 

東西方向がMA、NAとなり、小グリッドはこれを10X10に分割することから基点から数える

と西方向にMA、MB......、北方向に50、51・・ー・・となる。

第 3節調査の経過
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2図 岳長壊露 I遺跡土層(南一北)

昭和58年7月1日-10月4日まで実施した

7月1日、現地にて作業員に対し、調査の自的、方法等を説明、午後、必要物品を全員で現

場まで運ぶ。 2日、組掘作業開始、調査区西面部より行う。 6日、MH46グリッドで、平安時代竪

、地に数軒隣接している。 8呂、調査区中央部を中心に土壊、フラスコ状ピット

が多数検出され始める。 18日、 MD42グリッドで立高検出、精査するにつれ竪穴住居跡内にす

えられていることが判明n さらに調査区東面部より縄文時代住居跡が2軒検出される。 26日、

IVI J 44グリッド周辺にて多量の鉄浮出土。付近より平安時代住居跡検出。工房跡の可能性あり o

s月2日、遺構精査開始、今年は特に暑い。10日、一部のフラスコ内より炭化堅果類出土。20日、

組掘り終了。遺構の実測開始。 9月6日、小坂町立)11上小学校見学。教育庁文化課長補佐中谷雅

昭氏来跡。 9日、小坂小学校見学。調査区南東部より 3基のすピットが平行して検出。 17日、

遺構の精査をほぼ終了し、実mlJ作業に集中する。 30日、教育庁文化課長大井康氏一行来跡。 10

月1日、実iRIJほほ終了。写真撮影と共に補足調査を行う。 4日、調査終了。終了後作業員に対

し調査結果の概略を説明する。朝夕は涼しくなった。
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白長根蕗 I遺跡、

第 2章調査の記録

第 1節検出遺構

1 縄文時代

(1) 竪穴住居跡

5 i 01 (第4図) 平面形は北東側がややふくら 形。 土佐積三j二は 色土 l層で、

部分的に焼土を混入ゐ 西から東にかけての斜面上L されており、

は績111さhなかった

まっている

良く

口

しており は20- 床向ーは[空111与を るが堅くし

jーしたもので長更fとしているハ

は壁柱を主体とし笠際に沿って13本巡る m が;土地床'J.iiで、

i) l~ めてつくり、内部に多量;の j:~Ï土堆積。が仁村血ーして

『

ぞJ を15cm-JT:J¥

-石が検出さ Lたの;立石は「王

宿を約16cm掘り回めて収めた

{頃斜している(

菌1から深鉢形土器が、

S I 02 (第 5図)

している。

してお i人住居跡が!日い

いずれも縄文時代詮期に 之
zv

-J- i二J_ド司?

会ゴヨ三 9{) 0 

していた。炭化材は住居跡床面より浮いた状態を呈しており 直下の床面に火熱の

跡がないことから、本遺構に寵接関連するものではなし'0壁はいずれもほぼ垂直に立ち上り、

高さ 9~ 16cm。柱穴は壁際と内部に設けられている。内部のものは炉を囲む様に配され30-74

cmと深く、主柱穴と考えられる。床面は西側が高くなっており、炉の西端付近で緩やかな段を

形成する。全体がやや凹凸を呈すが、竪くしまっている。炉は地床炉で、住居跡の

し、床面を約20cm帰り出めてっくり、多量の焼土が堆積。炉の周縁部はやや高まりを草する。

炉の南面に楕円形の浅いピットを付設しており、堆積土は褐色二ヒを多量に混入する暗褐色土で

焼土の混入はない。 遺物は炭化材の中及ぴ床面より出土しており いずれも鉢形土器の破片で

縄文時代後期に属する。その他炭化したクルミが2値炭化材中に検出された。

S I 03 (第 6図) 調査区西端部の傾斜地にi構築されており、北側と東側の壁の一部は検出

きれなかった。平面形は惰円形を呈すると思われる。堆積土は軟質の黒色土を主体に、壁付近

では賞褐色土を多量に含む。壁は商側が良好に残存しており、ほぽ垂直に立ち上り、高さ23cm。

柱穴は内部に 4本の主柱穴。底面はほぼ平盟だが、壁付近はやや盛り上がっている。土質は堅

くしまっており、一部で土中の小離が露出。炉は地床炉で、中央部に位置し、地山を 4-6 cm 

皿状に掘り凹め、多量の焼土が堆積、東側でSK30、SK31と重複しており、いずれも、土墳が

- 44-



調査の記鉢第2章
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S 101実測図第4図

1 )蓄の上位面より縄文時代後期の土器片である。出土j宝物は炉周辺の床ー而及

確認面で、砂粒浪人の明賞褐色土が遺構内部に楕円形の範囲で分布してS I 04 (第 7関}

ると思われるされないが、東西に長い楕円形をいるのが認められた。

までみられ~l 日
凡
仁
ト百五主の

き2~ 4 cmコ A;主穴は逮捕外国に 6いずれも低く、人為的に理められたと考えられるつ

巡り、遺構内にはみられない。床面はほぼ平坦だが、西側はやや傾斜しており土質は比較的軟

る。内部に焼土はほな河原石を用いて円形に配列しかい。炉は東側にあり、

とんどみられなく底面に少量の炭化物が付着。炉内上回には明黄褐色土が堆積。出土遺物は石

回炉付近及び遺構内東側の堆積土より縄文時代後期土器片である。
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第 6図 S 103実測図

S I 05 (第 8図) 平面形は東西にやや長い楕円形つ

はやや堅くしまった

いることから、人為的

でRfに検出され

第 2章調査の記録

1 色 l(l'!H 

Pjj 褐色 1υ玉沢九

W， 色 1[1Y !{九

ムj Ili'í '!FW，色 2.~Y H}l ¥ '):)[，七!り

を
J 4 

、、ー

ート J でゥ.ムグ J..) --ヂ
まに '，j. ごイしに

立ち上がる。高さは33~42cm 。柱穴は内部に 5

2 1ß~1 1対の形で巡る。

えられる。樫は良好に残存し、ほほ垂

を五角形に配列し、外周には12本

と深い傾向を有す。底面iは平坦でi塁く

しの作業がなきれたと

しまっているが、南東部ではわずかに盛り上り、緩い段を形成している。炉は石間炉

問1WJに位置し、Trm:iTZな河原石を用い方形に配列。配列は最初西面部に最も大きなおを 2個埋め
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白長桜館 i遺跡、
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第 7図 5 104実測図

込み、次いで北、南側に西方向へ順次、 間面部にやや小さな石を

。

してから、すき間

に小石を充填し、各石の下位部に褐色土を貼り付け回定している。東側の石は最も火熱を
受け

ている。 1戸の西側の床面は極めて堅くしまっている。出土遺物は堆積土中より少量の縄文時代

前期、中期、後期!の各土器片がある。

5 106 (第 91翠) 平面形は南北にわずかに長い桔円形。

し、炭化物を さ10る。壁は西{目lが高く、東側になるにむをい低くなる。西側
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第 2章調査の記録

11 にぷい於褐i色 lUYR%  

12 Bf~ 潟色 10Y R%  

1::¥ 日吉褐色 lllY RJ~ 

14 illi寸:認l色 lOR又 (ftu二回)

。
ね。旬
Q
 

P珂
。η

E
申
申

N
H
F
N
一工

1

1
叫

全一 H:217.200m
A 

-llcilln 

第S図 5 105実測図

西側に浅く検出され、内部に杭tJ~の小穴がほぼ等間隔で巡る A J位っ

て巡る他、 rKJ音15に5 られ、内 4 と考えられる。 で比i絞的堅くしま

っている〔炉J土地床炉で住居跡中

し、焼土の一部は炉外西側

言生けられ、 fむ山を約15cmlm;1犬に掘り凹む?。

も広く散布している。北東部には壁部をはさんで2

条の掘り出みが東方向へのぴている。 I~みは長軸55-62cillの楕円形を皇し、深さ 55cill o

は住居跡内のものとほぼ同じ暗褐色土であるが、極めて軟質。底面、 凸が激しいが土

質は極めて堅くしまっている。出入口施設の痕跡、と考えられる。出土遺物は、西側の壁付
近の

床面よりほぼ完形の注口土器と、堆積土中からは縄文時代後期の土器片である。
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s '06実測関第9図

S I 07 (第10図)平
面形は南北にやや

長い楕円形、住居
跡形態は前述S10

6と撞めて類似し

ている o 堆積土は
やや軟質の黒褐色

土を主体とする o
壁は西側が明確で

、東側の壁は一部
が検

出きれないo 柱穴
は壁に沿って 9本

巡り、内部にはみ
られない。床面は

東側の壁寄りは緩
〈傾
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(2.2m) 

1 ド偽色 10Y R%  

黒色 10YR予i

3 補色 7.5YR%

4 泉縞色 10Y R%  
生_H:216，900m 

5 黒褐色 10Y R%  

6 黒色 lOYR予{

7 黒褐色 10Y R%  

8 補色lOYH%

9 赤褐色 5YR:hi (弘'e土層)
10 褐色 7.5YR対(焼土層)

。

第10函 5 I 07実測図

第 2章調査の記録

A' 

g 

A' 

2m 

斜するが、他は平坦で、しまっている。炉は地床炉で、住居跡中央に設けられ地山を約10cm.nn状に

掘り凹めている。多量の焼土が堆積している。 S1 16の場合と罰様に、東側に 2条の楕円形の掘

り凹みを有す。堆積土は極めて軟質の黒褐色土て¥底面壁面は共に凹凸を呈するが、堅くしま

ている。出土遺物は床面よりほぼ完形の縄文時代後期の土器、堆積土中より縄文土器の細片で

ある。

(2) 竪宍状遺構

5 K I 01 (第11図) 平面形は東一西に長い楕円形、堆積土は比較的しまった黒褐色土と暗

褐色土を主体とする。壁は東側がやや不明瞭。柱穴は壁に沿って 5本巡る。底面はやや凹凸を

呈し、東側の土質は軟らかくもろい。東側でSKOlと重複しており、土墳が新しい。出土遺物

は床面及び堆積土中より縄文時代後期の土器片である。

5 K I 02 (第11図) 平田形は東一西にやや長い楕円形。堆積土は部分的に褐色土を多量に
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Q
付

A 

i 黒色lOYRh
2 a音燭色 10Y R~，í 

3 然褐色 lOY R:;:i 

(2. 7m) 

A 
A' 

全一一 H:219.600"， A 

i 黒褐色 iりYR ':l~ 

黒色 10YR~l 

3 111j褐色 10Y R% 

4 褐色 10'1R% 

第11図 5 K 101 .. 02実測図

混入する軟質の黒色土及び黒褐色土を主体にする。壁は西国部を除き低く関連する柱穴はみら

器細片

(3) 土議

42基検出された。 SK37は平安時代に属する。そのうち遺物の検出された

れない。底面は平土日だが西面から南面にかけては 1

したのみである。

まっている。遺物は堆積土より縄文土

4基で、い

ずれも縄文後期前葉~中葉(-1-腰内 I~II 式に比定)に属する η 地は時期が不明だが形態、堆

積土状況(大湯軽石を混入しない)、周辺からの出土遺物等から縄文時代のものとして考え、一

括掲載した。但し SK39、41、42、43については平安時代の住居跡に付属すると思われる。

S KOl (第12図) 平面形は110cm 100cmの不整楕円形。上位部て、やや播鉢状に、下位部で

円筒状に掘り込まれ、深さ140cmoS K 1 01内に検出されたが、 しし 40

5 K02 (第12図) 平面形は200cmX 184cmの楕円形。 深さ80cm。堆積土に褐色土と炭化物を

比較的多く混入。底面付近より縄文時代後期土器片

5 K03 (第12図) 平面形は直径132cmの不整円形。深さ 24cm。堆積土は軟質の黒色土1層

で底面付近に炭化物混入。

5 K04 (第12図) 平面形は80cmX68cmの楕円形。深さ32cmo

F
H
U
 



第 2主主 調査の記録

S K05 (第12図) 平面形は180cmX 152cmの椿円形。深さ48cm。底面は平担。

S K06 (第12図) 平田形は168cmX 120cmの楕円形。深さ68cm。堆積土に多量の黄褐色土を

混入。底面は東端部で一段深く回む。

S K07 (第12図) 平面形は直径140cmの円形。深さ36cm。底面は平坦で、堅くしまっている。

堆積土上面より少量の縄文土器片出土。

S K08 平面形は140cmX80cmの楕円形。深さ24cm。底面北東部に柱穴状のピットを有す。

S K09 (第12図) 平面形は直径212cmの円形。深さ68cmo 堆積土下層に焼土、炭化物を混入、

合わせてこの層中より縄文時代後期土器片が比較的多く出土。

S K 10 (第12図) 平面形は156cmX 100cmの楕円形。 深さ28cm。南壁は段を呈すc 堆積土下

層に焼土炭化物をやや多く混入。

S K11 (第12図) 平面形は120cmX 112cmの不整椅円形。 深さ24cmo

S K 12 平面形は直径108cmの円形。深さ36cm。底面は平坦だが、東端部で一段深く掘り出め

られている。

S K13 平面形は直在100cmの円形。深さ44cm。

S K14 平面形は120cmX 108cmの楕円形η 深さ28cm。底面は平坦で、堅い。堆積土全層にわた

り多量の寅褐色土を混入する。

S K 15 平面形は直径88cmの円形。 深さ20cm。堆積土下層に炭化物を混入。

S K 16 平面形は156cmX 132cmの楕円形。 深さ48cm。農面は凹凸を呈し、壁面とも土質は軟

かくもろい。土佐積土に寅褐色土を比較的多く含む。

S K 17 平面形は300cmX 108cmの長楕円形。 深さ32cm。底面は凹凸が激しい。堆積土上属に

をやや多く混入。

5 K 18 (第13図) 平面形は128cmの楕円形。 深さ80cmo 底面は田端部でやや緩い段を形成。

堆積士に多量の葉褐色土混入。

S K 19 平面形は構内形、短軸120cm。深さ32cm。北西部でSK T05と重複、土壌が新しい0

S K20 (第13図) 平面形は120cmX90cmの棺円形。深さ32cm。堆積土に多量の褐色土を混入

する。底面は凹凸を呈するが、竪くしまっている。

S K21 (第13図) 平而形は120cmX 104cmの楕円形。深さ72cm。底面は平坦で、、

しまっている。

S K22 平面形は292cmX 268cmの不整楕円形。深さ60cm。壁は捨鉢状に落ち込んでおり、底

面共出凸が激しく土質はもろい。堆積土は底、壁面付近に多量の黄掲色土を混入。

S K23 (第13図) 平面形は132cmX 124cmの楕円形。深さ32cm。堆積上層に多量の炭化物と

焼土を混入するが、遺構内に火熱の痕跡はみられない。
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5 K24 (第13図) 平面形は140cmx 120cmの楕円形。深さ44cm。堆積土上層に、比較的多量

の焼土、炭化物を混入。

5 K25 (第13図) 平面形は128cmX 108cmの楕円形。深さ32cm。底面は凹凸が激しいo

5 K26 (第13図) 平面形は120cmX 100cmの楕円形。深さ36cm。

5 K27 平面形は180cmX 100cmの長楕円形で、中間部でややくびれを呈す。深さ27cm。堆積

土下層に多量の黄褐色土を混入。

5 K28 平面形は直径92cmの円形。深さ36cm。底面は凹凸を呈し、東西方向に幅28cm、深さ

14cmの議状の田みを有す。

5 K29 平面形は228cmX 180cmの不整楕円形。深さ108cm。壁は播鉢状に落ち込み、底面共土

質はもろく剥落しやすい。堆積土全層に多量の黄褐色土を混入する。西面部でS103と重複、

S K29土壊が新しいの

5 K30 平面形は148cmX 128cmの楕円形、深さ40cm。底面、壁面共凹凸が激しい。堆積土全

層に黄褐色土を多量に混入。西面部でS103の推定壁と重複すると考えられる。

5 K31 (第13図) 平面形は132cmX 108cmの楕円形。深さ72cm。底面は平想で堅い。堆積土

下層に褐色土を比較的多量に混入。

5 K32 (第13図) 平面形は直径100cmの円形。深さ56cm。底面は北端部で段を呈する。堆積

土は全層にわたり部分的に褐色土塊を、底面付近には炭化物を混入する。

5 K33 (第13図) 平面形は108cmX80cmの楕円形。深さ24cmo 底面は竪くしまっている o

5 K34 平面形は68cmX60cmの楕円形。深さ40cmo

5 K35 平面形は直径80cmの円形。深さ28cm。

5 K36 平面形は112cmX92cmの楕円形。深さ28cmo

5 K38 平面形は80cmX60cmの楕円形。深さ44cmo S K41、42と共に S1 16に関連する遺構

としての可能性も考えられる。いずれも堆積土は軟質の黒色土や黒褐色土で、褐色土粒子を混

入せず底面付近に炭化物をやや多く含む。底面は凹凸が激しく壁面共剥落しやすい。

5 K39 (第13図) 平面形は160cmX 144cmの楕円形。掘り込みは上位部で撞鉢状に、下位部

てゆ円筒状になされ、 SK01と似かよった形体を呈す。深さ168cm。堆積土は上層に褐色土を比較

的多く含んだ粘質の暗褐色土、下層はやや硬くしまった黒褐色土を主体とする。

5 K40 平面形は112cmX60cmの楕円形。深さ28cmo

5 K4t 平面形は100cmX 52cmの楕円形。深さ28cmo

5 K42 平面形は92cmX 76cmの楕円形。深さ27cm。底面壁面共凹凸が激しく土質はもろい。

堆積土は軟質の黒褐色土を主体にする。 S1 18と関連する可能性がある。

(4) フラスコ状ピット
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主主 色 lOYR先

第 2章

@;制

炭化物

黒褐色 lOYR% 
褐色lOYRU
にぶい主主褐色 10Y R% 
祭色 10YR31' 
茶褐色 lOYR% 

-
A
Aツ】

q

d

Aせ

C
U

l議色 lOYR7i 
、ック 2 U告掲色lOYR五
3 占禁褐色 lOY R7'3 
4 II音褐一色 lllY R;;; 

5 にぷい賞褐色 lOY Rぢ
6 黒褐色lOYR%
7 褐色 lOYR% 
8 黒禍色 lOYR巧
日 日高褐色 lOY H予言
SK書5

長A A A 

A 全一_H:217.3鈎 m

三 H.硝 .7紛m 一一玉

三重ヰム卓三
黒褐色 lOY R% 

A 

式全一_H:218.7ωm

lOY11% 
lOY H% 
lOYR% 
lOY H% 
10Y H% 
lOY 11% 
10YR%， 

SK10 

黒褐色

黒f品色

路褐色

笈褐色

黒褐色

路褐色

補色

可
ょ
っ
ム

q
U
4
4
4

に
d

p

り

my

luYR31' 
lOYR%， 
10Y R% 
lOY R% 

黒色

褐色

Z立褐色
褐色

黒褐色 lOY R:;イ
lOYR7:i' 
lOY R% 
lOY R% 
1りYR%

黒色

日音褐色

黒褐色

然褐色

ー
ょ
っ
μ

つ1
M

A
せ

lOYR% 
l(lYR% 
lOYR% 

楽総色

H音褐色

H音褐色

5 K01'"'-'03、05'"'"'07、09'"'"'11実j期間
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褐色

l埼褐色

日音褐色 lOYR% 

黒褐色 lOY R% 
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褐色
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3 褐色 lOYR対

4 AlA褐色 lOY R% 
色 lOYR必

(23 

J 
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10 Y R 3{ 
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黒色
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黒褐色
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黒褐色

iJ音褐色

褐色

A 企一一_H:217.000m 

A' 

lOY R% 

10YR% 

lOYRYs 

_ H:218.300m A 

祭褐色 lOY R% 

J茶褐色 lOY R% 
賀補色 lOY R% 

黒褐色 lOYR% 

祭褐色 lOY R% 

i清褐色 lOY R% 

11吉褐色 lOY R% ./ー¥
/ ~轟〆\ SK33 

黒褐色 lOYR%、......__...〆 I { ¥1 
~褐色 lOY R% ι¥¥  J一___5_
日吉褐色 lOY R% ~イ 1 褐色

に~"い黄褐色 lOY R% 黒褐色

女褐色 10YR% 3 褐色

1
i
η
ム

什
J
A
u
i

に
3
ρ
b

ウ
d
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尋問
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S K 18、20、21、23"-'26、31"-'33、39実測図
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第2章調査の記録

17基検出され、 9基については堆積土の一部もしくは全てが人為的に理められた痕跡を呈す。

(実測図中スクリーントーン添付部分)。また底面付近より炭化した竪果類が出土しており、

構の性格を示唆するものと言えよう。

S K FOl (第14図) 上面径92cmX 92cm、底面径228cmX 220cm。深さ184cm。堆積土は上部下50

cmから底面にかけて埋め庚しによると思われる堅くしまった砂質の黄掲色土。北面部ていSKF

10と重捜し、側壁の一部が貫通している。貫通孔は半円を呈し径60cm、高さ73cm。西面部では

SKF11と側壁下位部で接して生じた空洞を SKF11方向から河涼石で閉塞している。出土遺

物は l層下位部から縄文時代後期の土器片が少量出土。

S K F02 (第14図) 上面径168cmX 160cm、底面径188cmX 180cm。深さ64cm。堆積土は暗褐

を主体に上層には褐色土を下層には炭化物を比較的多量に含む。底面付近より縄文時代後

期土器片出土。

S K F03 (第14図) 上面径180cmX 160cm、底面径228cmX 208cm。深さ192cm、堆積土は黒褐

を主体とし、上膚には褐色土、下層には多量の炭化物と焼土を混入。底面付近の12層、 13

層下位部より炭化堅果類がやや多く出土。 2層下位部及び13膚底面付近より縄文時代後期土器

片が比較的多く

S K F04 (第14図) 上面径112cmX96、底面径200cmX 200cm。深さ132cm。堆積土は上層が

と賞。褐色土を混入する、しまった黒掲色土。以下底面に至るまでは焼土と炭化物を含

む軟貿の暗褐色土で、焼土は底面付近程多く、一部はブロック状に混入。 5層中位部と、底面

付近より縄文時代後期土器片出土。 S1 14と西側で重複しており住居跡が新しい。

S K F05 (第14図) 上面径188cmX 168cm、底菌径160cmX 152cm。深さ149cm。堆積土は黒掲

及ぴ時褐色土を主体に全層にわたり黄褐色土を多量に混入する。 6層底面付近より縄文

時代後期土器片

S K F06 (第15図) 上国径140cmX 128cm、農商径204cmX 200cm。深さ152cm。底面西寄りに

さらに 1基の小穴がフラスコ状に掘り込まれている。農商からの深さ72cm、上国径52cmX 40cm、

底面径68cmX70cm。堆積土は黒褐色土、暗褐色土、黒色土が互層し、上層には褐色土、下属に

は炭化物を多く含む。底面付近には焼土も混入しており、この焼土、炭化物混入層は底面下の

小穴にも流入し堆積している。底部上11層から炭化堅果類出土。l1J畜底面付近及びフラスコ内

ピットの15層より縄文時代後期土器片出土。 SK07と西面部で重複、本土墳が新しい。

S K F 07 (第15図) 上面径200cmX 184cm、底面径248cmX 240cm。深さ200cm。堆積土は

色土と褐色土が互膚する。底面車上の 9層は軟質の黒褐色土で多量の炭化物と少量の焼土を混

入し、層中下位部分から炭化堅果類が出土。 8層上位部及び9層底面付近より縄文時代後期土

器片出土。

- 57-



自長根館 I遺跡

S K F08 (第15図) 上面径76cmX 76cm、底面径84cmX76cm。深さ56cm。堆積土は上層が竪

くしまった砂質の黄褐色土で人為的に埋められたと考えられる。下層は黄褐色土を多量に含む=

軟質の黒褐色土。

S K F09 (第14図) 上面径84cmX72cm、底面径100cmX88cm。深さ76cm。堆積土はほぼ全層

にわたり、人為的に埋められたと考えられる堅くしまった砂質の黄褐色士。 7層より縄文時代

後期土器片少量出土。

5 K F 10 (第14図) 上面径72cmX60cm、底面径240cmX 240cm 0 深さ216cmo堆積土は重複す

るSK F01とほぽ同じ状態を呈す。上層部はやや堅くしまった黄褐色土混入の黒色土、上面下

60cmから底面にかけては埋められたと思われる堅くしまった砂質ーの寅掲色土である。 2層下位

部より縄文時代後期土器片少量出土。

S K F 11 (第14凶) 上田径116cmX 108cm、底面怪226cmX 226cm。深さ176cm。堆積土は上層

に褐色土混入の黒褐色土、上面下40cmから底面にかけては人為的に埋められたと思われる砂質

の黄褐色土。 4層より縄文Il寺代後期土器片出土。

S K F 12 (第15図) 上面径106cmX88cm、底面在208cmX 196cm。深さ200cm。堆積土は上層

では褐色土を多量に含む黒褐色土。上面下120cmから底面にかけては、人為的に埋められたと思

われる砂粒混入の黄褐色土である。 9層底面付近より縄文時代後期士器片少量出土。

S K F 13 (第15図) 上面径108cmX 104cm 底間径140cmX 132cm。深さ96cm。堆積士は黒褐

色土、黒色士、褐色土が互層し上層には褐色土が比較的多く、一部はブロック状に入りこんで

いる o 7層上位部より縄文時代後期土器片出土。

S K F 14 (第15図) 上面筏176cmX 164cm、底面径148cmX 144cm。深さ124cmoj倒産土は全体

が比較的軟質の黒掲色土と時褐色土で、下層に炭化物を混入する。 7居底面付近より縄文時代

S K F15 (第15図) 上面径124cmX 100cm、底面器180cmX 160cm。深き120cm。堆積土はほぼ、

全層にわたり埋め戻されたと考えられる堅くしまった砂粒混入の黄褐色土。上商下50cmから底

面にかけての屈壁に工呉痕が検出された。痕跡は堅い砂質ローム面に良く残存しており、長さ

8 ~ 13cm、rl扇3~ 6 mmの亥Ijみ状のものが 3 段~4 段にわたって巡る。作業は上から下にかけ斜

状に突きさしながら同時にやや横はぎを加えたものと思われる。

S K F 16 (第16図) 上面径92cmX88cm、底面径260cmX 248cm。深さ 148cmo 堆積土は上層

が軟質の黒色土で炭化物を少量含む。上面下40cmから底面にかけては人為的に理められたと考

えられるしまった砂質の寅褐色土。 7層底面付近より縄文時代後期土器片出土。 S102と南面

部で重複しているが、新!日関係は不明。

S K F 17 (第15国) 上部径76cmX64cm、底面径92cmX88cm。深さ96cm。堆積土は人為的に
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第16図 5 K T03、05実測図

理られたと考えられる砂質の黄褐色土。 S101と南西部で重複、フラスコ状ピットが新しいの

Tピット

7基検出された。 SK T04を除きいずれも台地縁端部に位置し南東部の 3基は一定間隔で縦

列している。 断面形態はいずれも境口部が幅広く壊底部になるにつれ幅狭くなる模形を呈する。

5 K TOl 塘口部長径348cm、短径64cm、境底部長径324cm、短径20cmo 深さ120cm。長軸方向

はN-380 -Eo 

S K T02 t賓口部長径400cm、短径108cm、壌底部長径328cm、短径16cm。深さ92cm。長軸方向

はN-41
0 

E 。

SKγ03 (第16図) 墳口部長径364cm、矩径72cm、墳底部長径340cm、短径12cm。深さ140cmo

長軸方向はN-63
0 

- E 。

S K T04 t麿口部長径460cm 短径52cm、;壊底部長径468cm、短控17cm。深さ104cm。長軸方向

はN-66
0

- E  

SKγ05 (第16図) 墳口部長径268cm、短径124cm、壌底部長径224cm、短径44cm。深さ140

cmo 長軸方向はN-10
0-w。

S K T06 境口部長径340cm、短径64cm、墳底部長径304cm、短径24cmo 深さ120cm。長軸方向

はN-3
0-W。南東壁部分でSKT07と

S K T07 北西壁部分を SKT06に切られているため長窪は不明。短径は境口部68cm、墳底

しており、 SK T06が新しい。
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部20cmo 深さ160cm。長軸方向は N-80
0

-E  。

2 平安時代

(1) 住最跡

S I 10 (第17図) 平面形は長方形。堆積土に多量の軽石を混入する。壁はほぼ垂直に立ち

上がり、壁高は西壁てい25~30cm、他は 10~18cmと低い。壁溝はカマドの東側と南壁中央で、そ

れぞれ25~38cmにわたり中断している。柱穴は各コーナ一部分、対角線上の1=1 1 心部、及び、各壁

に 2~ 3本設けられている n 床面はほほ、平担で、土質は軟かく、一部で土中の小際tが露出して

いる。力マドは北壁の西寄りに構築される。燃焼部は地山を15~18cm掘り凹んでつくられ、多

底面は火熱により赤褐色に硬化。煙道部は短かく、底面は緩く立ち上がって

で煙出し部に去る。煙出し部は円筒状に回み残存状態良く、上面に白色粘土がリング状

に厚く堆積している。カマドの南側に隣接して浅い掘り出みがあり、堆積土上面に

粘土粒を混入し、層中より少量の鉄持出土。出土遺物はカマド燃焼部より土師器室の小片と袖

部の残留結土内より羽口断片ーがある。

S i 11 (第18図) 平面形は南北にやや長い長方形。堆積土に を混入。壁及び壁

溝は四1~IJ で、中断する。柱穴は各コーナ一部分と各壁の中間に設けられ、隅柱は20~30cm とより

い傾向を示す。床面は北東隅でやや盛り上がっており、南部にかけて緩やかに傾斜する。

カマドは東壁南寄りに構築。燃焼部は地山を約15cm掘り凹め、少量の焼土と粘土粒が堆積。

底部は中央部で問み、端部でやや立ち上がって、壁付近で煙道部となる。煙道部は明確で、ない。

袖音1)は残存状態良く、白色粘土が厚く残留している。出土遺物はカマド燃焼部より

器喪小片 o

S I 12 (第19図) 平面形は南北に長い長方形。堆積土に多量の軽石混入。壁は南東部分で

内に曲折する。壁溝は北壁と南監に検出きれ、南壁では中間部分て、50cmにわたり中断する。柱

穴は各コーナ一部分と南側を除く各控に設定され、長辺壁では 2本、他は 1本、等間関で設け

られている。カマドは南壁の東寄りに構築、残存状態は不良で、わずかに燃焼部と思われる

い掘り出みが検出されたに留まる。

S I 13 (第20図) 平面形は東西に長い長方形。堆積土に多量の軽石を混入する。壁はカマ

ド西寄りの部分で壁溝と共に長さ32cmにわたり中断する。柱穴は各コーナ一部分、対角線上の

中心点及び長辺壁では等問問で2本、短辺壁では中間に 1本設けられる。西側壁中央の柱穴は

特に深く、深さ81cm。堆積土に焼土を混入する。床面はほほ平担だが土質は軟かい。西側壁の

北寄りの部分に多量の焼土が堆積。焼土は床面よりやや浮いた状態を呈す。焼二t内より

鉄棒と羽口断片出土。
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カマドは南盤中央に構築。燃焼部は地山を約20cm掘り凹み、少量の焼土と粘土粒が堆積。 底

面は中央部で一旦凹んだ後、緩く立ち上がり煙道部となる c 煙道部は短かく長さ15cm、壁付近

で再び凹み煙道部を形成。北壁部分でSK21と重複しており、住居跡が新しい。

S I 14 (第21図) 平面形は北辺部がやや弓なりを示す正方形。堆積土に多量の軽石と褐色

土を混入する。壁は北面が緩く外{頃し、 f也は霊草に立ち上がる。高さは 3~ 14cmと低い。

は南側で長さ1.5mにわたり中断する。柱穴は各コーナ一部分、各壁中央、及び壁部に沿って各

辺に 2~3 本設けられ11品柱はより深い傾向を示すc 床面は北側がやや盛り上がっており西側に

かけて緩く傾斜するつ土質はもろく I_I_I_I凸が激しい。部分的に黄褐色土が厚く付着しており、貼

と考えられる。西側中央の壁付近に焼土が堆積c 床面は火熱によりやや硬化している。

カマドは東壁の南寄りに構築され残存状態は不良。わずかに樵焼部の掠り凹みが検出されたに

留まる。出土遺物は南東壁付近より土師器斐のふ片と羽口

S I 15 (第22図) 壁は西壁のみ残存しており、柱穴の配亨lJと共に南北に長い長方形プラン

を呈すると思われる。堆積土は睦:溝内に多量の軽石を混入する。残存する西蛍は 5-7 cmと低

しやや外傾して立ち上がる c 壁溝は西1Nijのみ検出。柱穴は長方形プランに平面形の長方形に

あわせて配列され、はぼ同ーの深さ ハ床面は東に向いやや傾斜しており、カマド周辺は

堅くしまっている。中央部に焼土が堆積。焼土は床面よりやや浮いており、除去した段階で円

形の凹みを検出。カマドは南壁の西寄りに構築。上面に多量の焼土と粘土塊及び火熱により砕

けた数個の石が検出された。燃焼部は地山を約15cm掘り凹めると共に、西寄りに方形のピ、ソト

を付設する。いず才しにも多量の焼土が堆積。堆積土内より少量の鉄待出土。底面は燃焼部でゆ

るやかに立ち上がった後 やや深く凹み煙出し部となる。煙道部は明瞭でない。

S 1 16 (第23図) 調査区北西部の斜面に立地する。隣接して S1 17、18があり、これら 3

軒の遺構は、その立地状況、形態、出土遺物、及びカマドが監部に構築されていないこと等に類

似性を持つO 平田形は東に向かつてやや開き気味の台形を呈するが、東壁は検出されなし九堆

を混入する。壁は斜面下位部の東壁が無く、S1 17、18の場合と同様、構築時

において省かれたものと考えられる。樫構ーは西側と南1Nijでi幅広く、かつ深く掘り込まれている。

柱穴は壁柱を主体に東側では遺構範囲外にも設けられており、共に関連すると考えられる。床

面はほぼ平坦で、土質は南側が特に竪くしまっており、一部で焼土が土佐積。中央部と南西部か

ら鉄棒出土、特に南西部では多量に出土。住居跡内南側に、南壌に並行してカマド状遺構が検

出された。遺構は燃焼痕跡を有するカマド状の掘り凹みと、その西側に方形及び椅円形のピッ

トを付設するもので、全体がカギ状の形を芝する。カマド状のものには多量の焼土と共に上面

に白色粘土が厚く堆積しており、底面は火熱により赤褐色に硬化している。粘土内より羽口断

片出土。ピットは、堆積土が黄褐色土を多量に含む軟質の黒褐色土で焼土は混入していない。
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底面、壁面共土質はもろく剥落しやすい。

5 I 17 (第24図) 平面形は方形を呈するが、 S1 16と同様東壁は検出きれなかった。堆積

土に多量の軽石混入。柱穴は壁柱を主体に遺構外東側にも設けられている。床面はほぼ平坦で、

北面部がやや堅くしまっている。遺構内西側に、商壁に平行してカマド状遺構が検出された。

遺構は円形プランを呈する掠り出みと、北側に付設する長楕円形の掘り凹みからなり、いずれ

にも焼土が充満している。円形のものは地山を約25cm深鉢状に凹ませた炉状のもので、堆積土

は焼土を主体に、上層に白色粘土、中層に炭化物を混入する。焼土下には砂質の貰褐色土が底

面にかけ土佐積。内壁は火熱を受け部分的に硬化しており、上面には周囲を巡る形で白色粘土が

く貼られ、崩落している粘土粒と共に構築時は円筒状もしくはドーム状に本体が構築されて

いたと思われる。長楕円形のものは深さ 15~20cmで、底面は中央部で捨鉢状にやや凹むが、全

体が南方向に緩く立ち上がっている。堆積する焼土は、中央部から南端部にかけ粘土粒と炭化

物を混入し、少量の鉄浮が出土する。きらに南側に隣接してカマド状遺構 2が検出された。遺

構は東西に長い惰円形の凶みを呈し、東端部はやや先細りしており煙道部と思われる。燃焼音rs

は地山を約15cm掘り問み、焼土及び、粘土粒が堆千妻。 P1は円筒状を呈し、深さ28cm、底面は凹

凸が激しく、中心部と外国に沿って小穴が穿たれている。堆積土は軟質の黒褐色土で、炭化物

を少量混入する他、上面には多量の粘土粒を含む。内部に火熱の痕跡は無い。 P2は播鉢状の

形体を呈し、底面、壁面共堅くしまっている。 深き33cm。堆積土に多量の黄褐色土を混入する o

P 3は東西に長い楕円形のプランを呈し、深さ15cm。堆積土は軟質の黒褐色土を主体とする。

出土遺物はカマド状遺構1の上面及び東壁に瞬接して床面上から羽口断片。

5 I 18 (第25図) 平面形は方形を呈するが、東壁は検出きれない。堆積土に多量の大湯軽

石j昆入。壁は西壁が上位音1)で崩落、他はほぼ、垂直に立ち上がる。壁溝は西側の南寄りと北側が、

他に比べ深く掘られている。 深さ 25~32cm。柱穴は壁柱を主体に、東側では遺構外にも設けら

れており、共に関連するものと考えられる。床面は、南側が東方に緩く傾斜、他は平担。北西の

壁付近に焼土が堆積。焼土内より少量の鉄棒と羽口断片出土。カマド状遺構は、遺構内中央の

りに、四壁に並行して構築。遺構は惰円形プランの掘り凹みとその南に付属する長楕円形

プランの掘り出みからなる。椅円形のものは地山を約30cm播鉢状に凹め、多量の焼土と底面付

近には、砂質の褐色土が堆積。上面には外局に沿って半円状に白色粘土が厚く盛られており、本

体は筒状もしくはドーム状に構築された炉形式のものであったと考えられる。内壁は火熱によ

り一部が赤褐色に硬化、長楕円形のものは地山を 15~20cm凹め、堆積土に多量の焼土を含む。

特に中央部から南側にかけては多く、粘土粒、炭化物も合わせて混入する。底面は中央部でや

や凹んだ後、南方向にかけて緩く立ち上がる。南端部では火熱により硬化。 P1はカマド状遺

構の東寄りに隣接し、底面は凹凸を呈している。 深さ28cmo 堆積土は軟質の黒褐色土を主体と
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し上層に焼土か混入。

5 I 19 (第26図) 警は検出されず、南側と東側及び西側の壁
溝が一部残存している事から

平面形は南北に長い長方形プランを呈していたと思われ
る。堆積土は壁溝内のものに多量の軽

石を混入する。床面は平坦で、土質は比較的軟かい。 遺
構内中央部に焼土痕跡。焼土下の床面

はやや凹み、火熱により赤褐色に硬化している ら地床炉として使用したと思われる。カマ

ドは検出されない。出土遺物は床面より少量の土師器杯
小片。

5 I 20 (第27国) 遺構確認面で、中央部分に多量の焼土
と白色粘土が散布しているのが認

められた。平面形は南北にやや長い長方形。堆積土は軽
石を多量に混入し、部分的に焼土、粘

土粒を混入。壁は東壁のみ検出。壁溝は西側と南側で一
部中断し、北側、東側ではi幅広く深い

床面は平坦で堅くしまっているが、南側は風倒木痕と思
われる問みの上に設けられており、黄

褐色土を敷いて貼床としている。南側東寄りの壁付近に
焼土痕跡。焼土下には掘り凹みがみら

れず、床面にも火熱による痕跡はみられないっ柱穴はそ
の多くが壁柱で、壁溝内に検出された

カマドは壁部に付設されたものは無く、南壁東寄りにみ
られる焼土痕跡は、カマドと断定する
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第 2章調査の記鈷

E
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-
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W
ヱ
i
i判

時褐色 i.5YR%

硲褐色 10YR% 

黒褐色 i.5YR出

褐色 10YR% 

黒褐色lOYR%

極i清掲色 i.5Y R% 

暗褐色 lOYR% 

立_H:247.400m c' 

1 にぶい賞褐色 lOY R% (粘土主体層)

今p多弘一 2 色

lOY R;イ

ユ 4 3 3 略褐色 10Y R% 

， r as/ --- 4 赤褐色 5 YR% (焼土層)

5 極自音赤褐色 5 Y R.% (焼土層)
。 2m 

6 結褐色 10Y R% 

第27函 5 120実測図

には至らなかったが、住居跡内中央部にカマド状の遺構を検出。地山を約25cm掘り凹め
、内部

には粘土粒と多量の焼土が堆積し、炭化物を少量混入する。底面は凹凸を呈し
、内壁と共に一

部が火熱により赤褐色に硬化している。上面の外国に沿って白色粘土が厚く貼
り巡らされてお

り、本体は筒状もしくはドーム状に粘土構築されていたものと考えられる。底
部より土師器の

細片出土。
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S K37実測歯第諸国

土讃(2) 

S 1 12竪穴住居跡の北東壁に瞬接して検出。平面形は東~西に長い隅丸S K37 (第28図)

長方形を呈し、長辺130cm、短辺90cm、深さ58cm。堆積土は l層に焼士、粘土粒を多量に含み、

5層以下は軟質の黒、暗褐色土で焼土、炭化4 3層は粘土層。部分的に灰質のものを含む。

底面共平滑で、堅くしまっているが 火熱による痕跡はみられな物の混入は極めて少ない。

3層上位面より羽口断片出土。

出土遺物第 2節

し'0

遺構内の出土遺物1 

(第29、30、31、34図)土器、、sa
，J
-
r'zz
‘、令

1は口縁部に刺突をすき間なく施す。先端が鋭角な棒状工具を2 ) S 101出土土器(1、

2は磨消縄文手法により弧状の文様が砲され、文様区画帯に沿い刺突が施される。用いている。

4は平行沈様による磨消縄文。3は網目;1犬撚糸文O4 ) S 102出土土器(3、

粗製の深鉢形土器でLR斜縄文を地文とする。S 103出土土器(5 ) 

口縁部に施された数条の平行沈線を基調に その下部に薦消縄文子S 104出土土器(6 ) 

法を用い渦巻状の文様を施す。肩部の張る深鉢形土器。

8はLR斜縄文を地文とし、頚部に 3条7は網目状撚糸文。S 106出土土器(7、8、86)

口縁部は磨消し無文帯。 86は注口土器での平行沈線。胴部には弧状の文様を沈線で意匠する。

口縁部には沈線で入組状の文様を施す。把手を付帯する。器面は研磨され、

を持つ鉢形土器。磨消縄文手法により入組風の文様を施す。

9、88は網目状撚糸文。 10は条線を斜位に施す。 11は粗

cu 

ヴ

i

S 107出土土器 (87)

S K 101出土土器(9、10、11、88)



第 2章調査の記録

裂の深鉢形土器で、地文として LR斜縄文が砲される。口縁部は平滑に磨かれ無文帯。

S K02出土土器(12，13) 12は口縁部が山形を呈し、口縁部突端に向い数条の沈線を山形

に施す。沈線内に刺突文。口縁部内面には溜状の突起を付す。 13は縄文を地文とする器表面に

数条の平行沈線を施し、その一部を磨消している c

S K07出土土器(14、15) 14は弧状の沈線を数条施し、沈線の区画外を磨消している。 15

は頚部のくびれる深鉢形土器で口縁部は無文帯、胴部には LR、RL斜縄文を交互に施す。

S K09出土土器 (16、17、18) 16は縄文を地文とし、数条の比較的太い平行沈線を施す浅鉢

形土器。 17は口縁部に摘み出しによる山形の装飾突起、器面には突起に向い 4条の沈線を山形

に施す。 18は縄文を地文とした器国に沈線で渦巻~犬の文様を施すG

SKll出土土器( 土器底部で、底面にすだれ状圧1肢を残すc

SKFOl出土土器 (20)

S K F02出土土器 (21)

文様を施す。

深鉢-Hラ土器の口縁部で、内外面共平滑にj警かれている。

査形土器の肩部で、、磨消縄文手法により、平行沈繰関に卵形状の

S K F03出土土器 (22、23、24、25) 22は磨消縄文手法により渦巻状の文様を地すo23は口縁

部の装飾突起で、先端部は肥大し、数条の平行沈線。下部には沈総で区画した方形内に科突及

ぴ渦巻文を施す。 24は数条の平行沈線を施し沈線開を磨り消す。 25は山形を呈する口縁部で、

全面に刺突を施すc

S K F04出土土器 (26、27、89) 26は壷形土器でSKF02出土の21と接合する。 27は深鉢形

土器の口紘部て¥縄文を地文とした器表面に数条の平行沈線を施す。 89は朱塗の壷形土器で無

文の器表面に沈線で奔放な文様が描かれる。

S K F05出土土器 (28、29、30、31) 28は無文の壷形土器で、口縁部に 3条の平行沈線を施す C

29は磨消縄文手法により入組状の文様を施す。 30は条糠を斜位、横位に施す。 31は網目状撚糸

文。

S K F06出土土器(旬、33、34) 32は口縁部を磨消し無文帯にし、頭部に数条の平行沈線を

施す。 33は口縁部に 3条の平行沈線、胴部は磨消している。 34は縄文を地文とし、口縁部を磨

消無文帯にする。口縁部に 1条の平行沈様。

S KF07出土土器 (35、36i 35は深鉢形土器の口球部で、山形を呈する。口縁部は磨消し

無文帯にし、胴部に数条の平行沈線と、沈線開に弧状の沈文を加える。 36は網目状撚糸文。

S K F09出土土器 (37) 牽形土器で、頭部には 3条の平行沈織化した磨消縄文。

S K F10出土土器 (38) 縄文を地文とした器表揺に横走する沈線を数条施す。

SKFll出土土器 (39) 深鉢形土器の口縁部で緩い山形を呈する。器表全面を刷毛自状の

もので整形した後、口縁部以下に斜縄文を施す。口唇部に圧痕文。
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S K F12出土土器 (40、41) 40は深鉢形土器の口縁部で斜縄文を施すo 41は援めて細い条

線を 1-3条単位で横位、斜位に施す。

S K F13出土土器 (42) 磨消縄文手法により弧状の文様を施す。沈線による区画帯に沿っ

て科突が連続。

S KF14出土土器 (43) 深鉢形土器の口縁部で、器商を平沼・に研磨した後、口縁部以下に

網目状撚糸文を施す。

S K F16出土土器 (44) 入組状の文様を極めて細い沈線で描き、外部を磨り消している。

(2) 石器 (第35図)

S 101出土石器(1 ) 石棒で遺構内東面部の壁寄りに直立した状態で検出。断面は五面形

を示し、各辺部を平滑に研磨している。安山岩。

S 102出土石器(2 ) 石箆で基部下端に最大幅を持つ。両面に粗い調整剥離。器質頁岩。

S 103出土石器(3 ) 五槍で先端部はやや鈍化。両面に入念な調整剥離を施す。頁岩。

S 105出土石器(4、5) 4は石匙で刃部横型を呈する。片面に調整剥離、特に刃部は入

念に加工。 5はスクレーパーで片面加工。側縁部に入念な剥離調整を施す。いずれも頁岩。

S KF04出土石器(6 ) スクレーパーで片面に剥離調整を施す。頁岩。

S K F07出土石器(7 ) 磨製石斧で、全面を研磨している。安山岩。

S 1 16出土石器(8 ) 砥石で側部に使用痕を有する。安山岩。

(3) 和鏡 (第35図)

S 1 17出土鏡(9 ) 住居跡内のはほ中央、堆積土2層下位部分より出土。銅製の八稜鏡で

後背には唐草と思われる文様が施され、中央部に鐙を付帯し紐穴が貫通している。

2 遺構外の出土遺物

(1) 土器 (第31、旬、33、34図)

出土土器は縄文時代前期、中期、後期、晩期のものと土師器で、土師器は平安時代後半に属

するものだが極めて少量で、小片を主としているため図化するに至らなかった。出土は調査区ほ

ぽ全域にわたるが前期のものは東部 中期及び晩期のものは北東部の平坦地に、後期のもの

は中央部から東部にかけての緩斜面に主として検出され、量的には後期が最も多く次いで前期

で、中期、晩期のものは少ない。分類は器表面の文様を主体に行った。

第I群縄文時代前期

I類 (45、46) 器外面に斜縄文を施す。縄文は比較的撚りの太い単節及び複節で、焼成は

全体的に不良。 45は口縁部がやや外反し胎土に繊維を混入、円筒下層 a式土器によ七定。

II類 (47、48) 口縁部に綾絡文、胴部に斜縄文を施す。 48は複節斜縄文で胎土に繊維をj昆
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入。口綾部は外反するものが多い。円荷下層 a式土器に比定。

III類 (49) 口綾部に太い陸帯を施す。口縁部及び隆帯上には撚糸圧痕。胴部には斜行撚糸

文を施す。出土量は極めて少ない。円筒下層 b式土器に比定。

IV類 (50、51) 胴部に羽状縄文や木自状撚糸文を施す。口縁部には摘み出しによる低い隆

起帯がみられ、隆起帯上には刺突が施される。日縁部には撚糸庄痕。円筒下層 d式土器に比定。

V 類 (52~55) 土器底部で、器形は底部周辺が外方に張り出すもの。底部が上げ底状を呈

するもの等がある。底面に縄文施文される場合が多い。円筒下層 a式土器に比定。

第五群縄文時代中期

I類 (56、57) 口縁部にj塗起帯を施す。 56は口縁部にボタン状の貼付文。 57は横走する隆

起帯に加え、 V字状のj蓬帯を垂下させる。円筒上層 a式土器に比定。

II類 (58、59) 口縁部から柄部にかけ怪糠文を摘す。隆結文は簡略化された細い粘土紐に

よるもので、腕部では互いに交交をくり返す。円筒上層 d式土器に比定。

立I類 (60) 口縁部から服部にかけ沈線を施す。沈線は斜縄文を地文とした器面に口縁部で

は斜位に短く、胴部では横位に数条施される。円筒上層 e式土器に比定。

第III群土器縄文時代後期

I類 (61~69 、 90 、 92) 磨消縄文を施す。文様は平行沈線を基調に、その下部あるいは沈線

開に曲線、弧線、直線、人体状のものを表現するものと、数条の平行沈線を描き、沈娘聞を磨

り消すものとがある。器形は、鉢形土器を主とし、壷形土器も少量出土。鉢形土器は頚部がく

ぴれ、口縁部が外反するものと口縁部が車線もしくはやや内湾しながら立ち上がるもの及び92

の様に口縁部が波状を呈し、装飾突起を付帯するものがある。 64は壷形土器で、口縁部は磨消

され無文帯を呈する。十腰内 1、立式土器に比定。

II類 (70、71) 条椋を施す。条線は 4~8 条単位の櫛歯状の工具で描かれ、斜位、横位、

あるいは弧状に描かれ、互いに交叉させる場合も多い。十腰内 I式土器に比定。

III類 (72、88) 網目状撚糸文を施す。文様は器表全面に施される場合と、口縁部を麗消し、

無文帯にし、腕部に施される場合とがある。 -c;c腰内 I式土器に比定。

IV類 (73、74、94) 磨消し縄文手法により弧状の文様が施され、文様の区画帯に沿って刺突

が連続して施される。 94は高台を持ち、口綾部に 3個の装飾突起。十腰内II式土器に比定。

V類 (75、76) 刻目を施す。刻目は数条の平行沈線内に連続して数段、口縁部付近に施さ

れる。 76は口唇部に山形の突起を付す。十腰内III式土器に比定。

VI類 (77~80 、 91) 地文として斜縄文を施す。所謂粗製土器で縄文はLR斜縄文を主とし

器表全面に施されるもの、口縁部は無文帯にし腕部になされるものとがある。器形はいずれも

鉢形土器で、深鉢形の場合は口頭部でくびれ、口縁部が外反するものも多くこの場合口縁部は
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無文帯にする事が多い。 91は口縁部に押圧縄文を I条施す。

VII類 (81、82、83) 土器法部を一括して本類とじた。底面に木葉痕や網代痕を残す。

第IV群縄文時代晩期

1類 (84、93) 三叉文を施す。鉢形土器で口唇部は山形を呈する。 93は高台を付した浅鉢

形土器で羊角状の突起を l個文様帯中に貼付する。大潟B式土器に比定。

II類 (85) 羊歯縄文を施す。鉢形土器で、口唇部に刻みを有す。大洞BC式土器に比定。

(2) 土偶 (34図、 95)

調査区東側のLH48グリソド内で出土。板状の土偶で腕部の他は欠損している。胸部及び背

面部全面にわたり刺突文が施される。腹部には 2条の沈糠と沈線開に半円;!犬の沈亥110

(3) 石器 (第36図)

石橋(10、11) 出土量は少なく 2点。両面に調整剥離が施されるが、 10は片面に主要剥離

を一部残すo 2は両面に入念な調整剥離。いずれも基部が欠損している。 21国共頁岩。

石匙刃部形態から分類した。

1 類(l2~15) 刃部が指定型を呈するもので、先端部分が尖頭するもの、丸くなるもの直線

的なものがある。後者を除き、つまみ部は主要軸線上に位置するものが多い。調整剥離は13を

除き片面になされる。 12~14は頁岩、 15は桂質貢岩0

2類(16) 刃部が横型を呈するもので、出土量は少ない。体部は台形を呈し、下側縁部に

細かい調整剥離を施している。頁岩。

石鍛 (17、18) 出土量は少なく 2点、基部は無茎のものが尖碁式で、有茎のものは凸基式

である。両面に加工が施され、刃部には入念な調整剥離。いずれも頁岩。

石箆(19) 基部下端に最大l臨を持ち、頭部がやや尖頭化するものである。両面を粗い調整

剥離した後、刃部に入念な調整剥離を施す。頁岩。

スクレイパー (20) 片面に粗い加工を施し、側縁部に調整剥離を加える。頁岩。

磨製石斧 (21、22) 刃部は円刃を呈し、全面を研磨している。琉紋岩。

問石 (23) 出土量は多い。肩平な自然石を利用し、両面に出部を有す。側縁部には摩耗痕

がみられる。安山岩。

- 80-



(
粥
刊
)

。

ミミミミ

豹紅、
人~;~':?i~尽:'~:"J 屯島……
εε:縛選欝芸1え...r
恥!一 J立王5迄己占 r、~~，，，，} 白 t弔電将f〓q電 一

uhJJb4i戦吋
、沖号沿

\.S~:;-;.'.'~?~\:"\~" ， t"_" 
tじ佐官η ‘{-.'， U":~-:\}.1'.""‘ 

品川け仰
パ蛇~滋~~対
J':¥";:'-s.:謀、吾、
1 へf~r}(~!~Y
日い‘

ζ二二二三
忌ミ3~____1 

ぷクー===:71工二ミ
臨

に二二三コ

制
N

M
枯

零
細
消
叫
苦

Cミミコ

司，
F 

仁二ユ

ぽ)

m-轄銅
図
宗
根

，、
伊

thJALA 
Jま踊 : 、~"Tt-_ .，e忍~-..~~.;~:戸 Z 九快勝{

て二二コ

ぐとニコ戸ごミ?-ヒミミミ

fペ「一一一一ここミー

亡、
y
j
H
V

司
im建
計
三

7
t
p
t

札

EC"と
t
よ%、‘、
J

K314
て
ぬ
ふ
ぷ
も
や

れ

1
7患説邸前、い

1
4攻
、
、
主
主
礼
町
内
町
民
烈
…

i

z

'

-

i

 

i
j
t
(
 

t
t
t
}
4
2
1
L巾号、

、h-V十
い
持

p
h↑
hhvsrhwprt、
引
弘

、、今、河川持、、長公明日開可内幸

町

F
t
i
u
f
J
:

与~

てここミ

w ・6

丈ご二主

亡二二二コ



岳

民li1
-勾←
同

軍t
Jにご正、"，....>_ 1--< 

:，~王子守~司令 川榔

"-Sお亡命-之、ぺ"; r¥事
叶r~.! ふ絵手)1"'" -I "-.... 

〈ミご二フエ戸、

とエ

と二ミコ
れ
u 

M 
白

悼 ζ クヌミミる

立とてつ
幹ら:主義;

寺川河

~1:.{，;.r~._::."i/ に///i， ヘ.'

刊\ソトiJl;/$~~!~\:. ~; 
...or .~ 

ザ

、々 とこコ

ジ戸二る

;(..i，日
足掛~ i ，') 

M 
M 

鞘
ω
O
図

禅
講
話

E
h作
梅
幸
(

αコ

宮、ミこ二コ

hurjC‘司、目、
A
Nふ砂

川

V
M
F
W
議
ぷ
U
N
V
い糾

戸
山
誌
倍
。
烈
山
川
d
J

a

j

 

'
l
t
，e
R田
町

J
H

パ
ぷ
伎
町とごごコ持

部
) 主二ここコ

ω 
ω 

L

ド
搬
底
部
昨

日

hγ
内
宮
内
U
分
別
茂
川
崎

、

wvwui白

j

-

d戸二二コ
同
叫

詰とこコ主二二二二こコとミミ
A
O
n
ヨ



!叫
λ
R本
〆
ミ

i

i

i

-

:

 

…
色
町
議
一
名
古
二

ドバ
'
T
J
Y
.
N
W
C仏
γ1LF

一一

弘
主
計

V
L
1
J
E
U

二

e
f
i
t
e
k
w九
JWJ

一一

ιu出掛
7
1
t
q
一一

♂
J
刊
シ
rth'Mペ
jz't-
一

戸

山
町
川
汗
引
u
t
Hや

一

」

υ持
日
ゃ
れ
即
日
お
こ

'l~ソ
F 夫在桂1γ川3宇』‘

日戸戸t:点~:: ;，;仏村Ib~門1引tι判釘伝1\ペ\"ピ;ト: 

〆A伝tt:川 ;~fぷ出t1(江?(九、iW;
一ζ 竺?亡ナ一;γ向二一三'~予口企}お人て十，J， ~品;政臥hf九

勺'_.."(."崎三洋 ";'..11，，，/ι ゐι 二~，~.! !~h..守~J:!rh戸'l:
1τ ~.;::..;，'~~{，iv J ，~ i';，' l， f車ミ... 'V 
芦 ~'~!:'<'.~J:.?l)f..t/i i ~"" ~ '. 

Z;'~~~ l'l，ft， ~\'-I 

A
針
持
説
明
悦
消
却
i

時も

._::~l~望定リ3hu

三言語封鎖jE
?去三雲翠締結
長去言語射殺j

.......~.::--.:=_.ζ'.-.:- ~完 1 ，"，打

九ぷ!か-biijSFJ 主ここ二こまゐ

ー晶

こ三二ミミミ

も

£二二工 1 

工こここミ

τ二二二コ

了一~

w
h
s
J
F
-
J
:
u
h
p
J仇
¥
4
C
J
'
一、.

wyffAム一一
r
・以内弘
f
y
γ
Y
1
1
r

-
a
h
f
u・
J
帆

・

弘

9
3
f
L
r
b
v
a
t

v
f
J
r
Y
3
4
1
F
J
V
 

ぷ
な
J
i
y
六九
J
3

噌一，
F
1
4

九

J
「

'
t
f
m

，，Ji
.

ν

F

ぷ
P
J
J
K

i
・e
-
、
拓
hVJAyht
ゐ

hLtrニミ

~r:=一二ここコ
鞘
ω
一国

臨
議
芸
協
議
主
'EH汁
臨
幸

(
持
綿
)

∞ 
心コ

抑
制

N

冊

グ コ

I~&内
よいU対~~~~;

州 3
日刊(JE，j.'.

"""'-

，J

仇
河
、

「

L

4

a

j

B

:

一l

i

f--ムイ
，
A
L
J，d円
。
ぜ
令

官、、
J
4〆
'
J
J
・υ主
仁

-lr，

A

ーいん
v

グベ
h
S
1叫

ヘ
に
・

1
'
H
t
{
F
♂
J

・4;工

、、
J
M弘
J

K

J
ーも
-
A
A
:
r
、

‘
γ
J
V
Vギー
~vre則

、-etoy却
ー

が
I

句
人

噌
丸
、
ら
三
ヰ
・

i

一
チ
ペ
ろ

、

f
砂培、
;
J
-
i
j
J
J
e
F
吋
汁

;

;

川

町

，

r，=
3
h
b
 

仁川
Agfμ
ト

hLdh時

whV-E--、
ョ
ド
.

‘，司、--

品
手
宰
・
も
て
-
W
4
d
I
r
主

よ

九

官

、

も

道

eevi--yusM奈
川
会
4
2

‘

~

守
掠
河
町
司

7
h，d
み
に
ち

r
Z
1
4
f
-
~

h
v
h
d
Z
1
3
h
t
-
言語
F

E

~

E

C

t

u

-

-

j
ミ

『

リ
一
，
一
吋
沿
っ
伊
丹
~

ゃ
い
ん
か
治
体
片
足
死
一

三
JL2rpd吟一

羽
~
わ
必
ι

計
三
J

一

』

r

i

i

:

 

4jιkv叫J
h
v
M
'
e
a
r
-
r

一一

刊
日
一
川
~
広
品
川
¥
~
一

イ
f

A

.

r

v

q

F

J

j

一

a-白
e
r
'

司

司

司

圃

〆
r

h

.

箇

幅

町

tl.;:_.計亡さみふ
i‘lζゐ命久そ.，..
F争点iミ丹念'
二そブ;~勺:;}t;~，}Ì

号制〆
‘~手iV';

。

四
調
刷
附

3
川由競がごご三二ニコ

& 。
とこコ

~2一一一一一~
4
0
n
ヨ



げ
げ
川
川
以
日

61 
62 

第32図遺構外出土遺物(土器)

- 84-

65 



にとミミ Z

ミミミこ:J

}

4

b

 

?

?

ー

L

虫

、

ー

、
J

C工コ

一掃除
醒f~( 
寝!~ r. 
按 F

しーーベここ1~ 

(
醜
刊
)

cc一一一一コ z

C 二三ク
r一一一二Ehと乙三三二コ

l
l
u
∞
l
l
 

零
細
消
刊
却
攻
撃
嬬

図
的
的
措

Vm 奇妙

C二二二::f~

，.、
によ子)~.~-
~~.Z{'(!;;'~jI~ 勾

~~;:_~万九ゆ
r~;.:0:;:;Q'~ç~ザ
出α~j::t~';'.:;~ゾ

H . にご二ク

主ごごご主
Cミ二コロ

ぷ二二コ
にとミミ z



第34図

にごコ
乙〉

遺構内、遺構外出土遺物

- 86-



〈ご二こと与 引肺

己

第 2章調査の記録

ζ〉

〈ご二二二二〉

口
n
M
V
 

訊ハ
u
m叶
》
4ご二二〉

第35図遺構内出土遺物(石器@錦鏡)

87 -



- 88-

(謡史)防署喜平閉~輸事 国98議

tZ c-)" C) 

への。
くこ〉

てこフ

〈コム一一 。

制覇 桝9V(!?-Ui-9 

組事 I君事部苔甲



第3章まとめ

第 3章ま レ
f
)
め

本遺跡、は縄文時代及ぴ平安時代の 2時期にわたって営まれた複合遺跡である。出土遺物は土

器が縄文時代前期、中期、後期、晩期のものと平安時代の土師器であり、量的に縄文時代後期

のものが多い。その他土製品として土偶、石器は凹石が最も多く、石鍛え、石槍、石匙、石箆が

少量みられる。

ヱド項では、特に遺構についてその特徴を述べたい。

縄文時代に関連する遺構は竪穴住居跡、竪穴;1犬遺構、土壌、フラスコ状ピット、 Tピットで

あり、遺物の出土するものは、 S105竪穴住居跡が中期末によじ定されるのを除き、地は後期前

( ~-I 命腰内 I~II 式の時期に比定)に属する。竪穴住居跡では S 106、S107が壁部の一端に

2条の楕円形のピットを有しており、関東地方を中心に中期末から後期初頭、にかけてみられる

所詩柄鏡形住居跡に類似するものと思われる。その特徴としては、住居跡本体が円形、柱穴は

出入口部としての張り出しを有しその結合部に八字状に開くピット等が述べられてお

り、本遺構についても 2条のピットを出入口の痕跡としてとらえる事が出来ょう。

フラスコ状ピ、ソトは 8基が人為的に埋められた痕跡を有し、不用遺構として廃棄される時点

でのー現象を呈している。また遺構内の堆積土は地山下70cmョ付近からみられる砂質の黄褐色土

である。この事は他の同類の遺構を新たに掘る際、その排土を捨てたとも考えられ、類例とし

て能代市腹鞍の沢遺跡がある。その他7基の遺構の底面付近から、ク 1)、クルミを主とする炭

化堅果類が比較的多く出土しており、貯蔵穴たる性格の一端を訴すものと言えよう。 混入する

層中には焼土と炭化物を多く含むが、遺構内に火熱の痕跡は認められなく、より効果的な保存

を計るため竪果類は遺構外で果皮部分を炭化させてから貯蔵したとも考えられる c

次に平安時代のものは住居跡及び土墳で、住居跡、については、 6軒から羽口と少量の鉄棒が

出土。羽口は遺構外のものも含めると54片にも及ぶ。この内 S1 16、17、18はいずれも斜面上

に構築、東壁は省略されており、内部に炉状の施設を持つc 炉状の施設は上面に多量の白色粘

土を残存しており、熱処理を自的とした半シャフト状の形態を有していたと思われる。付設す

る長楕円形の掘り回みについては、炉内の残留物の流出部やかき出し部等の性格を持つもので

あろう。出土した鉄淳は、含有物分析比率によると、チタン分が多く鉄量の少ない製錬淳を呈

している。これらの事から遺構は製鉄関連の工虜跡と考えられるが 鉄棒の出土量は総じて少

ない。また外観は飴状に流動したものは少なく、多くは不規則な塊りで多孔質および酸化風の

茶褐色を呈するものが多い事等、製鉄関連を主としながらも、大鍛冶としての可能性もある。

以上の事-をふまえ、各住居跡の堆積土状況(軽石粒子を多量に含む)、出土遺物等に相異がみら

- 89 



自長根館 I遺跡

れない事ーから、いずれも平安時代後半を主として、はほ、同時期に営まれた、

しろ佐よ空
(_AコA一Cl 未ょう。

学習院大学放射性炭素年代測定結果

を主体とした

木越邦彦

S K F03 B P年代 3710土120 1760 B C S K F07 B P年代 3350::1:: 130 1400 B C 

S K F06 B P年代 3710ごと 120 1760B C SKF11 BP年代 3690土 110 1740 B C 

出土鉄俸の粉末X線回析結果(含有成分比率、%)

S 1 16 二酸化珪素(S i 02) 28.50 二酸化チタン(T i 0 2) 15. 36 

自変化アルミニウム (A1203)5.76 

酸化マグネシウム (MgO)4.21 

酸化方リウム (K20)1. 00 

酸fじ第 2鉄 (Fe203) 39.48 

富貴f七カ/レシウム (CaO) 4.35 

TさヨI-+~ 芳ミ ，;.L、
日]宅事'-77れで1

S 1 17 ( S i 02) 27.23 (Ti02) 15.31 

(CaO) 4.31 

(Ti02) 15.31 

(CaO) 3.38 

( A 1203 ) 5 . 54 

(K20) 0.90 

(Hlz03) 5.09 

(K20) 0.87 

(Fe203) 40.40 

(MgO) 4.05 

S 118 (Si02) 23.57 

(MgO) 4.34 

註 1 千葉県文化財センター

註 2 秋田県教育委員会

(Fe203)47.62 

「千葉文化財センター研究紀要J 1982年

「秋田県文化財調査報告書第97集 腹鞍の沢遺跡」 1981年

- 90-
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白長根館 11遺跡

遺跡番号 No.6 

所 在 地 鹿角郡小坂町字自長恨33番地他

調査期間昭和58年 7月1日-9月30日

発掘調査予定面積 376m' 

発掘調査面積 226m' 
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第 l章発掘調査の概要

第l節遺跡の概観 白長根館 1遺跡参照

第2節調査の方法 白長根館 I遺跡参照

第 3節調査の経過

第1章発掘調査の概要

発掘調査は昭和田年7月1日から 9月20日まで実施した。

自長根館 I遺跡に隣接する事から、両遺跡、は並行調査し、 7人の作業員で行う。

7月1日、現地の下草を刈り払い、グリッド杭設置の作業を開始、 14日、調査区西端から粗

掘り開始。南北方向のラインは、一土層観察のため残す Q 20日、フラスコ状ピット (SK F)検
出。21日、隣接して 2基の土墳憤出。28日、粗掘りを終了。検出遺構は土壊 l基、フラスコ状ピッ

ト3基、遺物は極めて少なく、縄文後期と思われる土器片数点。白長根舘 I遺跡に多くの遺構

が検出されたため、作業員を一時移動し、調査を中断する。 8月23日、調査再開。遺構の精査

及び実測開始。 9月2日、 SK F01、02の底面に柱大検出。 6日、斜面部調査のため南北に各

1グリッドを拡張する。 12日、遺構精査終了、実測継続。 20日、全体写真を撮り調査終了。作

業員を白長根館 I遺跡、に移動する。
1<163 

H:201.300 m 寸ー

M
T
m
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第 1図 白長根館II遺跡土層(南一北)
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第2章調査の記録 第3章まとめ

第 2章調査の記録

第 l節検出遺構

土壌 2基、フラスコ状ピット 3基が検出された。 遺物はいずれの遺構からも出土せず、遺構

外からわずかに縄文時代後期のものと思われる土器片が少量出土している。

(1) 土壇

5 KOl (第 3図) 平面形は直径120cmの円形。深さ60cm。壁はほぼ垂l直に掘り込まれ、底面

中平坦で、堅い。堆積土は比較的堅くしまった褐色土を主体に、 2層は砂質である。

S K02 (第 3図) 平面形は夜径140cmの円形。深さは36cm。底面は東方向にやや傾斜。堆積

土はやや堅くしまった褐色土を主体に、黒色土を部分的に混入する。

(2) アラスコ状ピット

5 K FOl (第 3図) 墳口部径200cmx 180cm、墳底部径320cmX 340cm。深さ112cm):佐積土は

やや堅くしまった黒褐色土を主体とし、上層及び、下層に褐色土を混入する。底面は平坦で、堅く

しまり周壁に沿って 6個の柱穴状ピットを有す。

S K F02 (第 3図) 壊口部径200cmx 188cm、墳底部径260cmX 224cm。深さlOOcm。堆積土は

は竪くしまった黒褐色土、下層は軟質の時褐色土を主体に、中層に黄掲色土層を介入する。

ま面は平坦で、、北西部分で周患に沿って 3本、中央部分に 2本の柱穴状ピットを有す。

5 K F 03 (第 3図) 墳口部径200cmX 180cmo 壊底部径248cmX 240cm。深さ160cm。堆積土

は褐色土、黒褐色土、暗褐色土が濃密に互層し、特に上層では褐色土の混入が多い。底面は平

坦で堅くしまっている。

第 3章ま ζF め

検出された遺構は土壌f2基、フラスコ状ピ y ト3基で、遺構内からの出土遺物はなく時期は

不明である。しかし、位置的に白長根館 I遺跡と同一台地上にあり 極めて近接している

わずかではあるが遺構外より縄文時代後期の土器片が出土している事等から、両遺跡の相関性

を推測する事は出来よう。検出された遺構の内、 2基のフラスコ状ピットの底面に数本の柱穴

状ピットが穿たれており、ピットを覆う上震構造が存在していたものと考えられる。
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丑 森 遺 跡

遺跡番号 No.7 

所 在 地 鹿角郡小坂町宇丑森5番地他

調査期間昭和58年 9月20日-ll月19日

発掘調査予定面積 4，092m' 

発掘調査面積 3，200m 

wvl 



第1章発掘調査の概要

第 1章発掘調査の概要

第l節遺跡の概観

昭和56年に行われた範閤確認調査の結果、遺跡の総面積は 5，115m'と判明した。

遺跡は小坂)11右岸の舌状に突き出た河岸段丘上に位置する。標高は 216111で、沖積地との比

m。地形は比較的平胆だが北方を除く三方は河川、小沢によって浸蝕され、急峻な

を形成している。北方は緩やかな起伏を呈しながら背後の丘陵地に連らなる。遺跡周辺は山林

及び笹のおい茂る原野で、過去において植林が行われている。

は5層より成り、深さは45-60cm、北聞はやや深<80cm。第 1層は黒色土で

よる表土除去が行われたため、撹乱を呈している。第 2麗は軽石層で縁辺部

く、平沼部では一部が消滅している。色調や粒子の相異からさらに 3層に細別。第

3 )曹は上位部に少量の軽石綿粒を含むチョコレート色を呈する暗褐色土で第 2層

存する。第 4層はやや軟質の黒褐色土で、縁辺部は厚く堆積。 遺物の多くはこ

第 5 、 6 層は細粒の褐色土を多量に含むß~褐色士。

第 2節調査の方法

グリソド方式を用いて行うた。

と並

中より

遺跡を含む範四に 4mX4mのグ 1)ッドを設定したりグリッドは日本道路公開設定の路線中

心杭ST A160イ60を基準点(A、1)にして南北方向に算用数字、東西方向にアルファベソト

を JI[~列させ、南東i塙の合致記号をグリソド名称とした。なおグリッドの起点は遺跡外南方約10

mの地点に基準点より逆算して任意設定しており、この起点より北方向に 1、2、3・・

向にA、B、c..…・と IJ手称される。

第3節調査の経過

調査は昭和58年 9月20日から11月四日まで実摘された。

9月20日、表土 1謄を重機にて排土するため、排土寄せの場所約600m2をI最初に調査。 24日、

3某検出ハ 10月5目 白長根館 I遺跡終了。作業員を全員本遺跡に動員。18日、 S101竪穴

住居跡検出。調査区中央部に土境検出。 29 日、遺構の精査終了。実~HlJ続行。 11 月四日、調査終了。
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丑森遺跡

第 2章調査の記録

第 l節検出遺構

l 縄文時代

(1) 竪穴{主居跡

S I 01 (第 3図) 平面形は 4m ><4.2mの南北にやや長い惰円形を呈する。堆積土は、

、下層は褐色土を部分的に多量に含む日産褐色土。壁は、東面の一部が崩壊の

ため不明瞭。壁高は南面が高く 40cm、他は 15~30cm。柱穴は遺構内及び遺構外周に面してそれ

ぞれ 2本検出されたに留まる。床面は平坦で堅くしまっているが、壁付近はわずかに盛り上が

っている。炉は石間炉で遺構内東面の壁寄りに設けられる。地111を血状に掘り凹め蔚平な河原

石を方形に埋めこんだ後、下部に褐色土を封入、国定している。出土遺物は堆積土中より、縄

文時代後期のものと思われる粗製土器の細片 2

:r-g 巴 HlY H 1. 7'{ 

i情処色 WYH% 
A' j守~\I"， 3 持活褐色 lOY R予i

!乞 色 lOY Rち

む ト)¥111 
5 長褐色 lOY R%  
o f品 色 lOY 
7 主主掲色 lOY R%  
8 (こよLミ賞渇色 1uY R'% 

9 f'l~ 色 lC!Y H:11 
目黒掲色 IOY n:Jを
11 鴻 色 lOYR;%' 
12 褐 色 1りYRお

I 11111 13 茶褐色 lOYR_% 

全_H:21毒.OOOm 昆

。

第 3図 5 101実測図
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調査の記録第 2章

S K02と重複、 02が新

土壇(2) 

平面71ラは180cmX 150cmの不整惰円形。 深さ40cmo

平面形は170cmX 150cmの情円形。 深さ70cmo 底面は堅くしまり炭化物が

S KOl (第4図)

しい。

S K02 (第4図)

平面形は径130cmの円形。深さ10cmo;i断責土は極めて軟質の黒褐色土。S K03 (第 4図)

西面部は調査区外のため未確認。確認段階で長軸200cm。深さ15cmoS K04 

平面形は径120cmの円形。深き20cmo 底面、壁面共出凸が激しい。S K05 

平面形は径120cmの円形。~菜さ 70cm o 堆積土に軽石を混入する。S K06 (第4図)

平面形は110cmX70cmの不整楕円形、深さ20Cl110 堆積土に多量の褐急土混入。S K07 

平面形は90cl11の円形。 深さ27cm。底面、壁面共凹凸が激しい。S K08 
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丑森遺跡

5 K09 平面形は110cmの円形。深さ30CI1lo 底面は平盟で堅くしまっている。

5 K 10 平面形はlOOcmX80cI1lの椅円形。深さ48cI1l。 少量の焼二ヒを混入。

5 Kl1 平面形は140cmX75cI1lの不整楕円形。深さ50CI1lo 底面、壁面、壁面共凹凸が激しいo

S K 12 平面形は260cI1lX 220cI1lの楕円形。深さ20cI1l。北面主主は緩やかに立ち上がり、軽面に

付着して土器片が集積。

S K 13 (第4図) 平面形は径150cI1lの円形。深さ30CI1lo 堆積土に多量の褐色ゴ二を混入口西国

でSK14と S K14が幸庁しい。

S K 14 (第4図) 平面形は径l.30CI1lの円形。深さ25cI1l。堆積土上田に

S K 15 東国部は調査区外のため未確認。確認段階で長軸80CIllo 深さ20cI1l。

S K 16 平面形は180cIllX90cmの不整楕円形。深さ40cIll。壁面の一部は崩壊している。

に多量の褐色土が混入。

S K 17 平面形は径150cmの円形。深さ40cmo 底面、 で堅くしまっている。堆積土

を多量に混入する暗褐色土で、上層に焼土を混入する。

(3) フラえコ状ピット

S K FOl (第4図) 上面在70cm、底面径llOClllo深さ65cIll。底面は平坦で、堅くしまっているつ
堆積土はやや軟質の黒褐色土を主体に、上層に褐色土、底面付近に少量の炭化物混入。

(4) 土器埋設遺構

5提出(第 5函) 調査区北面部で検出。確認面で土器上面に挙大の河原石が置かれていた

土器内堆積土は軟質の黒褐色土。土器は縄文後期に属する粗製の深鉢で、口縁部は

S f宅02(第 5図) 調査区北面部で検出。土器内堆積土は極めて軟質の黒色土 O 土器は縄文

後期に属する和製の深鉢で、口縁部は破損し、破片が土器内に集積している。

三一抹216.蜘 m ~ 一。
~:217.醐m _~ 

l 黒褐色 10Y R%  
2 ~黒色 10Y R7{ 
3 主主縞色 10Y R%  
4 黒褐色 10Y R%  

。 ?m

第 5図 S KOl・02実測図

1 祭色 10Y R7{ 

2 黒褐色 10Y R%  
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第2章調査の記録

2 平安時代

(1) 竪穴住居跡

S I 02 (第 6図) 平田形は東西辺長7.9111、南北辺長5.9mの長方形を呈し、北壁の東寄り

部分はカギ型に屈曲する。この部分に南 北にのび、る溝を検出。溝は褐色土により埋められて

各i判部と南辺、北辺のほぼ中央に設けられている c

黒色土と黒褐色土を主体に多量の軽石

立ち上が

おり、

プJ....'，[] 1 
でごはじ/¥，_η

された痕跡と思われるの

15~30cm。床面は 軟らかく部分的に争!日喜する口カマドるカヘ

'E. 11 /.-口T') V~ 燃焼音!日土地山を約25Cll1j屈1)PDめ、 J-
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丑森遺跡

赤褐色に硬化、端部で強く立ち上がり煙道部に至る。煙道部は短

く長き約25cm。煙出し部は壁付近に設けられ、わずかに凹む。

両袖部に方形の石材が良好に残存しており、本体は若材を芯にし

た粘土構築と考えられる。出土遺物はカマド燃焼部内より土師器

薬と遺構内南西部より羽口断片がある。

第 2節遺構外の出土遺物 Clll 

第 7図 5 102出土土器

(1) 土器 (第 8図) 主として調査区北面部の第 4層から地山首iにかけて出土した。土器

は縄文時代後期及び、弥生時代のもので、器形はいずれも鉢形土器。分類は器表面の文様を主体

に行ニった。

第 1群縄文時代後期の土器である。

I類(1 ) 縄文を地文とした器表面に沈縁を施す。沈線は平行した 2条の不規射な曲椋を

数段施す。

II類(2、3) 磨消縄文を施す。数条の平行沈総を基調に、口敏部を磨消無文帯にする G

2は平行沈線開を弧状の沈線で区画。 2は口縁部が山形を呈する。

III類(4 ) 刺突を砲す。刺突は竹管を用い、横走する沈隷に沿って連続する。

IV類(5 ) 網白状撚糸文を施す。

V類作、 7.. 8、9) 斜縄文を施す。所謂粗製土器で、6は口縁部に 1条の沈線。 7は口縁部

が山形を呈する n

VI類 (15、16) 土器の底部で、底面に網代痕を残す。

第II群弥生時代の土器である。

I類(10、11) 変形ヱ字文を施す。 11は文様下に数条の平行沈線と沈線開に刺突を連続す

る。

II類(12、13) 鋸歯文や連続山形文を施すo 12は3条の平行沈線下に鋸歯文を施した後、

腕部にかけて斜縄文を施す。 13は鋸南文の退化した連続山形文で、口紘ー部は緩い山形を呈する。

内面に 1条の山形文、その下部に斜縄文を施す。

III類(14) 斜縄文を施す。施文は口唇部直下と網部に行った後、口縁部を磨り消し、無文

帯にする。口容部には 1条の沈線を施している。

(2) 石器 (第 8図) 調査区中央部の第4層から出土したもので、定形のものは 3点であ

る。

石匙(1 ) 刃部は縦型で先端部は肩刃状を呈する。両面加工で、側縁部は入念に剥離調整。

co 
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丑森遺跡

石箆(2 ) 比較的大型のもので片面に加工を施す。 側縁部には入念な剥離調整。

磨製石斧(3 ) 刃部は円刃を呈し、全面を研磨している。

第 3 土
品 〉 め

本遺跡は縄文時代と平安時代の複合遺跡である。出土遺物は土器が、縄文時代後期、

代、及び平安時代の土師器で、いずれも量的には少い。石器は極めて少量で、、わずかに石匙、

磨製石斧、スクレイパーの類が出土したに留まる。遺構は調査区北部に集中しており、縄文時

代のものは、竪穴住居跡、士壊、フラスコ状ピソトがある。出土土器から後期に属する。

時代のものは竪穴住居跡 1 軒で、東側は拡張されている。東側と西m~ の 2 カ所に粘土塊を含む

焼土痕跡、が検出され、合わせて羽口が出土した。 也、小規模なピットが付近にみられる。鍛冶

作業が行われていたと忠われ、下記に若干の説明を加えたい。鍛冶は大別して大鍛冶、小殻冶

に分けられ、特に小鍛冶に関連すると思われる遺構の検出例は比較的多い。小鍛冶は可鍛鉄か

らの製品づくりの他に、製品の補{I妻、修理等の比較的平易な作業も含まれているつ

で行われる他、屋内においてもなされ、住居跡内の空間を広く i吏用するため、

も多く、拡張もその一端とみなす事が出来ょう口作業工程においては火熱及び鍛

ため、火床や金敷き、水留め等の地設が必要であり、火床としては住居跡内のカマドの併

用のf也、地111を捕り凹めたピットをそのまま、あるいは粘土を内張りにして利用する

ある。加えてフイゴの使用により、熱効果が高められる。金敷きやァド留めとして

する場合が援めて少をく、付近に検出される小規模なピソトをその設定痕跡として考える

出来よう。

以上の事から本遺構については、生活としての住居跡と共に小鍛冶としての作業所を併用し

ていたものと考えられ、この様な形は鉄製品の普及に応じ、随所で、行われるようになったと思

われる
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第l章発掘調査の概要

第1章発掘調査の概要

第1節遺跡、の概観

小坂JII右岸の丘陵は、浸蝕作用による小谷が多くみられる。その一つである堀内沢の右岸に

遺跡は立地する。道合 I遺跡は、丘陵の末端部に形成された緩斜面に位置し、その面積は狭い。

遺跡の東側は急、斜面を呈するが、この斜面に湧水が数カ所存荘する。後背地は起伏の激しい丘

陵である。標高は約 240mである。

遺跡の基本層序は、上位から

層)→黒褐色土層(4層)

( 1層)→大湯軽石層(2a'2b層)→褐色土層(3 

( 5層)である。遺物包含層は 4層である。

第2節調査の方法

U
M
 

した ST A 119十00を発掘原点(M50)とし、 4mX4mに

第 1図遺跡周辺の地形と発掘調査区

っd
〈
リ
/
]

守
『
よ



道合 1遺跡

グリッド杭を打設して、実施した。グリ

ッドの一辺は磁北方向に一致する。ま

た、グリッドの名称は、南北方向の算

用数字と東西方向のアルファベットの

組み合せで呼称することにした。

第 3節調査の経過

発掘調査期間は、昭和58年 7月1日

~司年 7月30日である。

7月1日の午前中に、発掘用具を搬

入し、午後から表土除去作業を開始し

た。 19日、竪穴住居跡(S 1 01)のプ

ランを確認し、 20日から精査を開始す

る。 26日、 S101の実測を開始する。

27日に竪穴住居跡のすぐ近くで土墳の

プランを確認し、精査にとりかかる。

49 

48 

47 

46 

45 

@ 

口

51 

口
口

口
口

形図を作成する。

28日-30日は遺構分布図と地山面の地 44 
U T 5 R Q P 0 N M l K 

第2図 ダ1)ッド配置図

l 黒褐色 lOY R%  

2a にぶい賞褐色 lOY R%  

2b 別賞褐色 lOY R%  

3 褐色lOYRU

4 黒褐色 lOYR% 

5 放縞色 lOY R%  o 2m 

第 3国土層実測図

- 124 
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道合 I遺跡、

2 遺構外の出土遺物

出土量が少ないため、一括して、記述する。

①土器忍び土製品 (第 7図 1-9 ) 

1と2は、深鉢形土器であり、退化した弁状突起を有する。

lは口唇部のみに降帯を貼付するが、 2は口唇部のほか、口縁

部。胴部にも隆帝が見られる c 縄文時代中期の円

器である。

3~8 は縄文時代後期の 1-腰内 I 式土器であり、深鉢形を52

d式土

⑮
 A A' 

1 .~:\褐色 lUYR予言 月三橋色 YH予言

H古褐色 lOYR%  sjJ縞色 7.5YR%' 

然褐色 7.5YR% 7 黒褐色 lOY R7ii 
4 熱褐色 7.5Y R%  8 :tlliillフdロソク

するものと考えられる。

9は鐸形土製品である。高さ3.8cm、

文されている。

②石器投び石製品 (第 8図10-23)

10は縦形の石匙である。 11、12、14は石箆であり、背面と主要剥離面の周縁に成形及び整形

第 5図 S K FOlフラスコ状ピット

3 cmを測る。利突文が縦{立に 8条、横f立に 1条施

のための加工を施している。 13は播器であるが、刃部が車椋状に長いのか特徴である。 15は石

棺様石器であり、 16は削器であろう。 17は両側縁にノ、ソチを有する石器である。 10-l'7の石村

は頁岩であるハ

6 

内
パ
パ

U

1 

第 7図遺構外出土遺物

ハ
hv
ワ
ω

5 

9 



~~10ζコ くこ〉11 Z____~ 12 
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ど〉 14ζ=:> 15 

住j詩GG
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18 

てア/' 16 

亡〉

ζ〉

19 く二)20 

22 
21 

第8図遺構外出土遺物

門

iつむ

第2章調査の記諒

23 
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道合 I遺跡、

19-21は半円状扇平打製石器である。河原石のー側縁をあらく打ち欠いている。通常、打ち

欠かれた側縁には磨面が見られるが、この 3点には見られない門 22は凹石である。繭平な河原

石の両面に凹部が数個ずつ認められる。 23は石血である。楕円形の礁の一面が使用され、磨滅

している。 19-23の石村は安山岩である。

18は円檎状石製品である。 を研磨して、円盤状に作出したものである。

第 3章ま し
f
} め

道合 1遺跡、で検出された遺構は、竪穴住居跡1軒とフラスコ状ピット 1基である。フラスコ

状ピットは、白長根館 I遺跡のようにクリ・クルミなどの堅果類を出土する例が多いことから

植物性食料の貯蔵穴と考えられる。この貯蔵穴に貯蔵した植物性食料は春になると発芽するた

め、一冬を越すだけの食料しか貯蔵できない。従って、一家族または小集団が短期間、 F

I 遺跡で生活したものと考えられる。この住居と貯蔵穴は縄文時代中期中葉の円筒上層 d式

土器を使用した人々によって、構築されたものである。

小坂地区の調査で、道合I遺跡のように竪穴住居 l軒に貯蔵穴 l基か数基という遺跡は、蕗

平館 I遺跡や丑森遺跡もそうである。舘平館 1遺跡は縄文時代後期中葉(加曽手!JB2式fJi:行)で

あり、丑森遺跡は縄文時代後期前葉(+腰内 I式)である。これらの遺跡は狭小な台地や丘陵

上に立地する。広い台地の上に、比較的大きな集落を営むはりま館遺跡、大岱 I遺跡、大詰III

遺跡、大岱IV遺跡とは対照的である。

。。つ山
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第 1章発掘調査の概要

第 1章発掘調査の概要

第1節遺跡の概観

小収JlIの右岸が浸蝕されてできた谷の一つに、堀内沢と呼称されている谷が存在する。この

堀内沢の右岸に遺跡は立地する。 遺跡、の背後は、丘陵の裾部が急斜面をなしているが、この器

、磯層が舞台状に堆積している。ここが遺跡であり、すぐ下を堀内沢の清水が流れ、小坂

川と合流する。標高は 198mである。

第 2節調査の方法

発掘調査は、日本道路公団が設定したST A120十60を発掘原点(M50)とし、 4mX4mに

グリッド杭を打設して、実施した。グリ、ソドの一辺は磁北方向に一致する。また、グリッドの名

称は、南北方向の算用数字と東西方向のアルファベットの組み合せで、呼称することにした。

第 3節調査の経過

発掘調3長期間は、昭和58年 7月26日~同年8月31日である。

7月26日から表土除去作業を開始する。台地の中央部が浸触を受け、白んでいた。遺物はこ

の I~I みの 5 層から出土するため、 5 層まで掘り進むの

に時間がかかった o 8月中旬まで無遺物層である 1層

-4層までの掘り下げを行う。 8月中旬から遺物包含

層の精査を開始したが縄文時代の土器 e石器がわずか

に出土しただけである。

第 2章調査の記録

出土遺物

検出された遺構はなく、遺物が若干出土したのみで 第 1図遺跡周辺の地形と発擁調査区



道合II遺跡

ζ〉
9 ζごご〉

第2回出土遺物

あったため、一括して記述することにした。

①土器 (第 2図 1~ 8 ) 

1~8 は深鉢形土器の破片と思われる。 1 ~ 3は斜縄文の上に隆帯を貼付している。 隆帯に

は刺突が加えられる。 4 、 5 には磨消縄文が認められる。 6~8 は斜縄文のみが施されている。

いずれも、縄文時代後期の土器と考えられる。

②器器 (第 2図号、 10)

9 l立、泥岩を石村とした三脚石器である。 10は真岩を石材とした剥片石器である。

第 3章ま と め

道合II遺跡は、堀内沢の右岸に形成された残丘の狭小な平土日l地に立地する。この平坦地は、

授敵され二分されているため、住居を構築する場所がないほど狭いところである。 遺構は検出

されず、縄文時代後期の土器片と石器が少量出土しただけである。

遺跡のすぐ下を、堀内川が流れている。 II 遺跡に土器や石器を残した人々は、この)11で

魚、を捕り、 )11辺に来る動物を狙っていたのだろうか。竪穴住屑跡が検出されていないところか

ら、キャンブサイト的な性格の遺跡と思われる。

- 134-
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遺跡、番号

所伝地

調査期開

発掘調査予定面積

発畑調査面積

大 岱 11 遺 跡

No.ll 

鹿角郡小坂町小坂字大岱8番地他

昭和57年9月13日-10月30日、昭和58年 5月16日-9月7日

6， 484m' 

6，659m' (57年度 :1，665m'、58年度 :4，994m2) 

Illu，trated by KAZUNORI. T 



第 l章発掘調査の概要

第1章発掘調査の概要

第 1節遺跡の概観

本遺跡、は、大岱 1遺跡、大岱III遺跡、大岱IV遺跡、円JII原遺跡の4遺跡とともに、小坂JlIの

、掘内沢に南縁を画された台地上にある c 台地上の遺跡のある地点での標高はおよそ 251

m ~ 255 mである《大出II遺跡の東側には比高-20m税で大岱 I遺跡がある勺また北側に隣接

しては、大tirII 遺跡とほほ、同じ標高で大岱III遺跡、があるつ

i室跡、ののる台地は全体の形状が舌;j:J~を呈し、南へ突き出した形をとっている。遺跡はこの台

地の南の縁にのり、南北に細長く、東西に狭い尾根状の部分を利用して営まれたものである。

椋状にのびる地形のため、山火事の類焼を防ぐための防火線として利用されており、現況は荒

地であるが、最近に整地された痕跡が残され、ススキやイワシパナの木など背丈の低い草木が

せ三えているハ

第 2節調査の方法

調査区;土地形に応じて、南北に細長く された。調査区北端部と南端部にやや広い平坦商

t)、このうち北端の平盟国には、日本道路公団が設置した本線車道中心杭STA128十18.188

がある n

あたづては、この ST A 128ト18.188を基準点として磁北に基糠を求め、 4m間隔の方

IUl杭を打設してグリ、ソドを組んだf、グリッドの各ラインには、東西ラインに南から

ラインに東からアルファベソトをあて、その組み合わせで-各グリ γ ドを呼称することとし

たー基準点となった ST A128十18.188には L10の呼称が与えられた。調査が2箇年にわたり、

議 1次の調査である昭和57年度の調査では、北端の平坦面が対象区域である。第 2次の昭和58

、被処JA南が対象i玄1或である。北端の平盟百からi有の区域では、東西ラインに対

仁、新たに北から南へ99、路、97......と を若くしながらふりあてられたむ

第 3節調査の経過

、北端の平垣市が対象となうた昭和57年度とそれ以南が対象となった昭和58年度と 2

わたるつ

昭和57年度の調査は、 9月13日から開始され、 10月30日で終了している。その経過は大略以

下の通りである。

9月13日、方眼杭打設、表土除去を開始する。 9月16日、基本層位確認のための試掘j葬を掘る。



大岱II遺跡

9月22日、大湯軽石層下で、円形の黒
色土フGラン(s 

XOl)を確認する。遺物は、縄文時代後期
の土器片、

石器片が僅かづっ出土している。
10月12日、大湯軽

石層下の暗褐色土を除いた第VII層地山
富で縄文時代

後期と思われる土壇プラン(S K014
)を確認。10月14

日、土壌プラン(S K015~ S K019)を確認
し、調査

する。 10月27日、各土壇完掘状態の写
真撮影。 10月

.30日、北端平坦面の調査を終えるつ

昭和58年度の調査は、 5月16日から
開始され8月

20日まで行われた。 5月16日、昭和57年
度の調査に基

づいてグリッドの方眼杭の打設作業
を行う。また、調

査区内の刈払い作業も併せて行う
。人力による粗掘

作業を開始する。 5月21B、南端の
平盟部を調査、

縄文時代後期の土器片及び石器片を
出土させている。

6月6目、 K91グリッドで円形の組石
(SQ02ー第

2号配石)を一検出する。 6月4日、
R68グ1)ッドで組

石を確認する。 6月11日、 K91、J92~ J 旬
、 K92~K

93グリッドで配石群を確認する。調査
区南端の平沼

部から、円形の土墳プラン(S K010)を確認
する。 7

月2日、配石群の写真撮影を行う。配石
群の北側のグ

リッドから小坂X式と思われる土器
片を検出してい

る。 7月9日、配石群(S Q 02)を除いて
、他の土墳群

は調査を終える。 8月1日、杭空写
真撮影、 8月22

日、円形組石(SQ02ー第 2号配石)
の石をはずし、

下部の土壌を調査する。調査終了。

4二二世111.~認し一一一

I層 10Y R予im，色土 キメ精1<、粘性に欠ける
II層 10YR鉱泉色土キメ*Ill<

、しまっている

III)習 lOY R%' 褐色土 三千メお1I<
、しまっている1

JV溺 10Y R% J主褐色土 利i'I空自号、径1
mm-3 mmの)軽石層

J手石車えからなる j 

V層 lOY R気 lfif褐色ゴ二 キメ市III<、
ややれi質である

VJ層 10Y R% 祭掲色:i二 しまりに欠
ける

第 1図大岱II遺跡全体図、基本層位図
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第 2章調査の記録

第 2章調査の記録

第 l節検出遺構

l 土境

土墳は、|析面形がフラスコ状を呈するもの、袋状を呈するもの、捨鉢形を呈するものなどが

あり、その数は昭和57年および昭和58年の両年度で18基である。分布状態を見ると、調査区の

北端部平坦面に 9基、南端部平担面に 7基、その両平土日面を結ぶ尾根部分に 2基検出されてい

る。土壌内から時期を確定するような遺物の出土はない。ただし、土壌外周辺から出土してい

る遺物は縄文時代後期の所産であるつ

(1) 5 K010 

調査区南端部平坦菌、 W61グリッドで検出された。断面形はフラスコ状を呈する。関口部径

163cm、底径207cm、深さ120cmを測る。覆土には壁面の崩落土も堆積しており、図示した 3、4

層がそれである。出土遺物はない。

(2) 5 K008 

調査区のほほ、中央、屋根部分、 N82グリッドから検出された。断面形は袋状を呈する。関口

部径173cm、底径133cm、深き163cmを測る。土壌内からの出土遺物はない。

(3) S K014 

調査区北端部の平理面、 JL1グリソドから検出された。断面形は逆台形を

で大湯軽石層がレンズ状に!臨んで堆積している。

SK010 SK008 

EP.A 

SP-A 

SP-A SP_A 

Ep.T， 
H:251.900 

第2図 大岱II遺跡検出土壌実測図
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大岱II遺跡

2. 配石群

J 87グリッドから H97グリッドまでのおよそ375m2の範囲に、河原石を数個組み合わせて lつ

の単位とした組石が群在して検出された。組石の配置された箇所は東側へ向う斜面である。最

も高い位置にある組石と最も低い位置にある組石では 5m程の差がある。

配石群そのものは、全体の形状として南北に長い形を呈しているが、第 1号配省、第 5号配

石を中心とする 1群と、第 2号配石、第4号配石を中心とする 1群、第 3号配石を中心とする

l群とにわけられる。

(1) S QOl 

1 92、J92、K旬、 193、J旬、 K93の6グリッドにわたって検出された。大小およそ 297個の石

からなる。この 297個の石は、大よそ 5つのまとまりに分けて見ることができる。それらのま

とまりについて記述する。

組石A: 481聞の石からなる。径20~30cmの比較的大きな石を環状に自己し、その内部西寄りに

怪10~20cmの礁が10数個置かれている。東寄りの部分には磯はなく、空隙部分がある。土壇は

この組石の東寄り下部から検出されている。口径105cm、底径56cm、深さ48cmを測る。

組石B: 23個の石からなる。径20~30cmの喫を 10数個組み合わせて構築している。南寄りで

は石の組み方は疎となる。下部の土墳は組石の中心から南西寄りで検出された。口径74cm、底

径40cm、深さ45cmをiNlJる。

組石C: 361聞の石からなる。径10~20cm程の比較的大きな石を環状に配している。環の東と

南の部分には長径が40cmを越える大きな石がl個づっ置かれている。下部に土墳は確認されな

かっアこ。

組石D: 31個の石からなる。小範囲に筏10cm程の小さな石をまとめている。下部に土墳は確

認されなかった。

組石E: 451聞の石からなる。径10~20cm程の石を組み合わせて構築している。組石の下部と

その南西側に隣接して 1個づつの土墳を確認している。組石の下部にある土墳は口径85cm、底

径58cm、深さ40cmを測る。南西側にある土墳は口径82cm、底径60cm、深さ46cmを測る。

第1号配石を構成する各々の組石は、以上のように大きく 5つのまとまりで観察された。こ

のうち、組石Aと組石Cは形が環状を呈する点で、形態的に構築時の意図を看て取ることがで

きる。しかし、その構築法については明瞭な規則性が認められず判然としなかった。配石下部

に構築されている各土墳は、全て埋土が1層で10YR%暗褐色を呈している。配石からの深さ

が50cm未j前と浅い。また内部からの遺物も認められない。配石との対応関係も、土境構築と配

石の設蓋が一連の工程で考えられず これらの土墳を墓墳と断ずるには積極的な根処を欠いて

おるように思える。
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EP.E 
ト

H:2S4.70。 時↓

@ 
EP.F 
ト

EP.C 
ト

H:254.10。 EP.C 

→ 

H:25・.10。 EP.F → 
H: 2$4.10。

EP.O 

← 
H:2$4.10。 EP.O 

→ 

H:a・.10。 EP.G 

→ 

。 '円、

第3図第1号配石
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大岱II遺跡

(2) 5 Q02 

J 90、K90、J91、K91グリッドが交わる付近で検出された。計42個の石でつくられている。

使用されている石は大きいものでは38X27cm、小さなものは挙大程のものがある。石は火熱を

受けて破砕しているものもある。

配石下部には土墳が確認された。土墳は北東一南西方向に長軸をもっ O 口佳123X98cm、底径

93X70cm、配若からの深さ57cmである。埋土は 4J音に分けたが、土墳底面ほほ中央に褐色土が

塊状に堆積し、他は黒褐色~暗褐色の土が充填されている。人為的に埋められたものと推察し

た。土壊壁面、底面とも非常に硬く、良好な菌を残している。土壌内部からの出土遺物はない。

配石と土墳の位置はほぼ重なるが、配石がやや東側へ寄る傾向が看てとれる。配石に使用さ

れている石のうち、最も東側の石は土墳上場の西端より 25cm外側へ置かれている。しかし、こ

の配石と土墳は一連の工程で構築されたものである。すなわち、①土墳を穿つつ(2)_=f二壊内に土

を充噴させる。③土墳の外縁に沿って13個の石が埋置される。④③で埋置した石に沿ってその

内側に121屈の石を埋置する。⑤中央の空瞭部に比較的小さな石を充填する。⑤配石の中央部に

大きな円礁を置く。

土境内埋土の状態、土壊と配石の一貫した工程から墓墳と推定する。

@ 

EP-A 
ト

EP-A 
ト H:253.700 

ξP_A EP駒A

→ト

EP-A 

→ 

第4図第2号配石
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(3) S Q03 

j 87グリッドで検出された。斜面の下方に位置

する。配石群の中にあっては最も南側にある。

計11個の石で構築されている。長径が40cm、短

径が15~25cm程の比較的大きな石が使用されてい

る。構築にあたっては、先ず稿平な石4偲を組み

合わせた後、その北側、西閥、南側の周囲に長め

の石を埋置している。

配石の下部に土墳は確認されなかった。

(4) S Q04 

J 90グリッドで検出された。第 2号配石の南東

2.5 mに位置する。

計161閣の石で構築されている。 1つの石は長径

が30~40cm、短怪が15~20cm と比較的大きい。 16

f回の石のうち12個が径1m程の範閣に組み上げら

れ、その南西側に 3個の肩平な石が置かれる。配

石の下部には土墳があるが、土境内にも 11国蔚平

な石がある。土壌は口筏93cm、底径85crn、配石か

らの深さ36cmを測る。土壇内;埋土は10YR%時褐

色。内部からの出土遺物はない。

(5) 5 Q05 

193、J93グリッドで検出される。第 1号配石

の東郷に位置する。計15個の石を用いて構築され

ている。 使用されている石は径10cm程のものから

長径30~60側、短径15~30cm程のかなり大きなも

のまである。構築に際しては、先ず 3個の大きな

石を組み合わせ、その外周を長めの石で取り囲む

ようにして埋置している。配石の下部に土墳は確

認されなかったの

-145-
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第5図第3号配石

第6関第4号配石

EP-バ

→ 

EミP-A

→ 

EP-A 
ーイ

εP-A 

→ 
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H:254.300 

εFとA

→ 

O 
TA 

第7図第5号配石
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大詰E遺跡、

第 2節出土遺物

大岱立遺跡では、遺構内から目立った遺物は出土しておらず、図示することが可能旦つ有為

な遺物は、全て遺構外から出土している。

1 土器

遺構外から出土している土器は、弥生時代と縄文時代のものである。弥生時代の土器は、

跡の基本層位第III. IV層(大湯軽石層)の直下暗褐色を呈する第V層中から出土している。第

V層は層厚が5-10cmと極めて薄〈、またそこから出土する弥生時代の土器の量も僅少で、ある。

縄文時代の土器は第V層下の黒掲色を呈する第VI層中から出土している。付図 1は昭和57年度

の調査区北端での土器片、石器、際の水平分布と垂直分布を図示したものである。これらの遺

物はある程度のまとまりをもって観察される。各々のまとまりを土層図に投影して見ると、大

湯軽石層下に集中していることがわかる。

(1) 縄文時代中期の土器〔第S図 1---3、第雪国 1) 

〔第9図 1)は絡条体の側面圧痕により口縁部の文様帯中の文様、が描かれる。口縁は41閣の

波頭部をもっ波状口縁となり、波頂下にはボタン状の突起が付される。頚部には半裁竹管によ

る瓜形文列がめぐる。円筒上層 a式に比定されよう。(第S国 1....._， 3 )は、廃捕縄文手法によ

って文様が構成される c 東北南部緬年では大木10式、青森県内の緬年では大曲 I式に相当する。

(2) 縄文時代後期前棄の土器〔第S図ヰ~問、第10図2)

沈線文によって文様が描かれるもの〔ヰ~号、第i母国2) と、器面全体に縄文原体が回転施

文されるもの(lO----j8)がある。前者では沈線文の構成する文様が細い帯を形づくり、患消縄

文の手法により縄文部と無文部が画されるもの(5'"'-' 9 )と、無文部を形成しないもの (4、

第10国2)がある。口縁部はやや外側に開く傾向がある。

器面全体に縄文原体が回転施文されるものには、 2段J黙の縄を回転施文するもの (1ヰ.......，16)

と網目状撚糸文を回転施文するもの(11、段、 17、18)がある。また、器面全体が無文研磨さ

れるもの (1号、日〕もある。口縁部は折返し口縁となり、折返し部分での原体の回転方向は横

位、体部では縦位となる。沈純文の土器を十腰内 I式、地をそれに伴う土器と理解する。

(3) 縄文時代後期中棄の土器〔第S図2) 

51監!の波状口減をもち、 11条の平行沈線とそれらを るS字状の沈線、地文の縄文によ

って文様構成される土器である。十腰内II式に比定する。本遺跡ではこの 1点のみである。

(4) 弥生時代の土器〔第8図19、20、第10国 1) 

口縁部に沈線文により文様が捕かれるもの (19)、器面全面に縄軸の絡縄イ本が回転施文され

るもの (20、第10図りがある。前者は天王山式土器に関係してゆく 後者は天王山式と
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17 第8国 大岱II遺跡出土土器
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2 

第10図大岱II遺跡出土土器
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時間的・地域的に周縁関係にある小坂X式、

(5) 底部資料〔第10函3、第11図 1'"'-' 7 ) 

内で鳥海山式と呼ばれる土器と理解する。

縄文時代後期中葉の土器底部には笹葉状の庄痕が施されたもの(1、 3)や、網代痕の摘さ

れたもの (2、4、 6)、木葉痕の施されたもの(5 )などがある。(7 )は小坂X式の底部

である。底面にも縄斬iの給条体が回転施文されている。

¥._ト~ぢ

¥園田-同町

3 

5 

第11図大岱II遺跡出土土器
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第 3章まとめ

2 石器

( 1う石錬〔第12図1J 

1点のみ出土している。両面を丹念に調整剥離して製作している。先端は折損している。

(2) 石匙〔第12図2J 

1点のみ出土している。縦形の石匙である。素材剥片の表面にだけ調整剥離を加え製作して

いる。つまみ部分では主要剥離面側でも左右両側から剥離が加えられる。

(3) 掻器〔第1211f14、告、 7、ふ号、10

6点出土している。縦長の剥片を素材として紙j互に調整制離を施し刃部を作出したもの(7、

8、 9、11)と、横長あるいは円形に近い剥片を素材として調整恭Ij離により刃部を作出したも

の (4、6Jがある。調整剥離は素材の表面に加えられることが多いが、 ( 8 Jのように主要

剥離面倒の一部や(9 Jのように主要剥離面側だけに調整剥離の加えられるものもある。

(4) 剥片(第12図5、10、12、13)

〔問、 12)は縦長の剥片、 ( 5 )は横長の剥片である。 (13)は石核とも思えるが、国示し

た右側の左上部の縁辺に剥離が施され、刃部として作出されたように思える。

(5) 器錘〔第13図1----5)

5点出土している。重さ40-90g程の小さな撲の型車由を打ち欠いて挟りを作出したもの。

(6) 国石〔第13図6'"'"'8 J 

4点出土している。 2箇月l-[I:l]部分を作っている。

刻隷磯〔第13密9..10) 

2点出土している。 によって糠を刻みつけていったものである。

石思〔付図2)

第2号配石の南2.2mの地点から出土。配石群の一部を構成していた。推定の長怪62cm

29cm、血部の厚き5.6cmを測る c 長軸の一端は円く仕上げられているが、他端は直線的て、ある。

第 3章ま と め

大岱II遺跡の調査では、 18基の土壇と 1つの配石群が検出された。これらの遺構の構築時期

は、居間から出土している土器によっておよそ縄文時代後期的葉と思われる。小坂町内には小

坂川を挟んで本遺跡との対岸に杉沢遺跡(環状列石)がある。立地は本遺跡向様屋根;1丈の地形を

選んで営まれている。縄文時代後期に多く出現するこのような配若遺構が、集落の営まれ得な

いような場所、換言すれば集落から離れた場所で営まれていることは、縄文時代の墓制、精神

活動を考える上で興味ある課題を示してくれたように思える。
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SQ02 !l!2.ft配石出土状態

SQI!4.ft1le石出土状態

5 K08之輔兜掲級車E

5 K 14土嫡兜繍状態

図版2
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遺 跡番号 No.12

所 在 地 鹿角郡小坂町小坂字大岱8番地他

調査期間昭和58年7月4日-10月29日

発掘調査予定面積 7.850m' 

発掘調査面積 7.838m 



第1章発掘調査の概要

第1章発掘調査の概要

第 l節遺跡の概観

遺跡は、小坂JlIに沿って走る国道282号線の西側の山地、その裾野標高250m程の台地上に

する 3 詑角盆地の北側は、南流して米代111にiヰーぎ込む小坂111が作る沖積地と、その両側に広が

る段丘面からなるつ小坂川にはその東西のLUt也からいくつかの小河川が流れ込んでいるが、

跡のある台地は、北wuを相内)11、南側を府内沢によって画された一連の山地の南の裾部分にあ

る。両河川のはほ中央には標高 394.9mの烏帽子山が準える。

遺跡のある付近の台地は、南へ突き出した舌状を呈する。この台地の上に大岱 I遺跡~大岱

IV遺跡、円川原遺跡の4遺跡がのる。大岱III遺跡のある地点の標高は大岱II遺跡、円)11原遺跡

とともに、大出JV遺跡、大岱 I遺跡のある地点よりもおよそ30m程高し，260mをはかる。遺跡の

現況は牧草地であるハおよそ18宅OOOm'の面積の土地が牧草地として利用されている。

第 2節調査の方法

調査は、日本道路公団設置の道路中心杭ST A 130十00を基点として磁北方向に基礎を求め，

4 ml偏に方眼杭を打設してのグリッド法を採った。基点である ST A 130十00の杭はMA50と

し、東面ラインには南から算用数字を、南北ラインには東から LA、LB..….L J、MA、MB

..M Jのアルファベソトの組み合わせ 2文字を付して それによって各グリッドを呼称した。

土層堆積状態を観察するため、東西方向にトレンチを設定した。その観察の結果、大湯軽石

層から上位の耕作土には遺物の包含が認められないため、重機によって除+.することとし、そ

れ以下を入力によって掘り下げることとしたっ

第 3節調査の経過

7月4日から重機による除土を開始するつ重機て、1)余士した後の大湯軽石層の直下からは小坂

X式土器片、後北Cz式土器j午等が出土する。 7月23日、 MC31グリッドの第V患の上而で在3

m程の円形プラン(S 1 002)を確認。縄文時代後期の住居跡と思われ、内部に焼土が認められ

た。またIV層上面で河原石が何ケ所か点在して検出きれる。 7月30日、第V層の上面から径30

~50cmの土墳フ。ランが確認される。 8 月 6 日、土墳( S K046)から縄文時代中期の土器を検出

する。 8月20日、住居跡(S1 035)を検出、内部に石間炉と焼土を認める。 10月29日、調査終

了、
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比較的しまっている。m.し層下位部、浮正i)留との境付近はやや軟
かくブサブサしている。 j手:ti粒子全体にi比入。(キUI絞から大のもの
までだが、比較的粒子大のものが自立つ。)

al法灰紫色 (2.5Y%) 極めて創uかい粒子を主とする。若干粘質性を持つ。
!大I易経:ti層

bJl青鵠色 (lOY R.%)粒子の組いもの、細かいものが、無層伎にi見入している。

H音褐色 (lOYR.%) 軟かく粘質、 i手石浪人。(量的には多くないが細粉;のものを主とす
る。)

比絞的軟かい、浮石炭fl::fi'L子少:I~J:il~ 入。
しまっている。粘賀、部分的に褐色の粒二r-がili.入。(この粒子i土地
山のものではなく、上位2)習火山灰粒子と篠めて似ているもので
あるJ
しまっている。部分的に褐色土悦入。

標準j首位土色

I層黒色 (10YR封)

黒褐色(10YR%) 

H音l夫裁色 (2.5Y%) 

II層

III溺

IV層
V)習

空理塑顎理降~e:=尋と二二:手哩F4
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Vl層
VIII習



記録グ〕調査第2章

大岱III遺跡

検出遺構第 l節

住居跡l 

であり、住居跡の確認面は大岱火山氏層6軒検出されている住居跡は、

している。住居跡、の分布をみると台地に入り込確認のレベルからは縄文時代後期j

んだ沢に面した側、調査区内にあってはその南側に偏っているつ

S I 35 )
 
-(
 

る。長後380cm、L 139グリッドで確認している。北西側に先端部をもった卵形の平面形を

短径320cmを測る。住居の掘り込みの深さは17cmである。覆土は 8層に分けられる。覆土の色調

るが、壁際に褐色土の堆積が認められる。住居の中心から北西寄りには黒褐色~暗褐色を

9 f間の細長い石を用いて正方形の石組炉が構築されているの軍と石組炉の間には径120cm程の

ピットの深さは10cm程である。石組炉の内部には焼土が堆積している。ピットが穿たれている。

若組炉の北西側のピットは縄文時代中期末に盛行する棲式炉の形態の名残りかとも思われる c

している。柱穴は南西側の壁に沿って 3個、北東側の君主に沿って 3

⑥ 
S 1035 ::lニ色

黒色土 (lOYR1.H) 
黒色土(lOYR7{l
11音褐色:1: (lOYR%) 

巣褐色ゴ二 (10Y R%i 

褐色よ: (10Y R%) 

黒褐色土 (lOY R%l 

黒褐色ごと (10Y R%) 

黒褐色了1.: (lOY E%i 
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第 2章調査の記録

(2) 5 I 04 

L G34グリッドで確認している。掘り込みのプランは確認できず、炉と炉の周聞にある柱穴

とが確認されているに過ぎない。柱穴を結んだ線から想定される平田形はおよそ円形で、径550

cm前後と思われる。柱穴と思われるピットは北東側に 3 個、南西側に 3 個検出されている。~戸

は長さ40cm、幅10cm程の細長い石を東側と西側に 2個ずつ縦列に置いたものである。北辺と南

j互に右は置かれていないの東辺と西辺の石の間隔は68cm程である。内部には焼土が堆積してい

る。炉の北東側には口径120cm、底径105cm、深さ68cmの袋状土墳が確認されたの土墳内の覆土

はH音褐色~黒褐色を呈するが、一部焼土化した土が堆積している。土境内からの出土遺物はな

し'0

(3) 5 I 02 

MB31グリッドで確認している。大岱火山灰の上面て、黒褐色の円形フoランが認められ、内部

精査の結果住居跡と判別し得た。在300cm、深さ16cmをiHIJる。覆土は 1層で黒褐色(10YR72')を呈

する。住居の中心から、北西側へやや寄った個所に焼土の堆韻が認められ、地床炉と確認され

た。地床炉は長径65cm、甥1歪40cm、厚さ10cmの規模のものである。柱穴と思われるピットは壁際

の 4 個所にあり、深さはおよそlOcm以下と浅いものである。住居外の東1~U 2個所から箆50cm程

。d惨

。
。-22.7

立_(O-23.2

σ叩
S K023土色

1 !'!'.l;色ニiニ(lOYR百j_.黒褐色土 (10YR%:) 

IFi1 ォー 1) ーブ褐色土 l~ ‘ 5Y R%) 

3 U古褐色土(lOYR%J 

@-27.S 

m
 

つ臼
ai--

第4函第4号住居跡・第23号土壌実測図

伊

h
U
F
O
 



大岱III遺跡

のピットが確認されているが、住居に付随するものかどうか判然としない。住居内からは僅か

の石器片を除いて出土遺物はない。

(4) S 137 

MB29グリッドで検出している。路線外へ住居の半分が出ており、調査は路線内の半分にと

どまっているこ J.- 、覆土の関{系を見ると、住居は大岱火山!売の上

にその構築面があるつ覆土中には一旦掘り上げ、られたと思われる大岱火山灰が4Jj~

し、レンズ状の堆積層として観察された。調査した住居跡の半分の計測に絞れば、径31Scm.

深さ40cI11の円形プランの竪穴住居となるようである。 住居内に炉は確認されていない。柱穴と

思われるピットは南側の壁近くに 1侶確認している。出土遺物はない。

他に 2軒検出されている住居跡も内部からの出土遺物に呂立つものはない。縄文時代後期の

土器片や、それと時期を同じくすると思われる石器片(ブレイク)が極く少量出土しているに

すぎない。が、本遺跡で最も 多い縄文時代後期の土器が、 LG31グリッド ι内穴ιf
f
 

出され、住居跡がそれを中心にした位置に構築されていることから、これらの住居跡が営まれ

た時期を縄文時代議期前葉として差し支えないものと考える。

。 ⑨ 

S J 0:37土色

1 黒色ニiニ (10YR~i) 6 黒色土 (1οYRYIl 

al治灰黄色ニiニ (2.5Yだ) 7 主位協色土 (lOY R%) 

bJ!t掲色土 (10Y R克) 8 黒褐色土 (10Y R%l 

3 時褐色土 (10YR%) 9 IJ音褐色土 (10Y R%) 

4 f.ゑ褐色土 (lOY R%) 10 黒褐色土 (lOY R%) 

5 1堵灰賞色jニ (2.5Y%) 

o 2 m 

第 5図 第 2号住居跡(左)・第37号住居跡実測図

166ー



第2京調去の記録

S I¥n-lG :1:色
虫色 I~ (1UY K 1・万 f

UU 尚色 1'， (1υ'1 K';'l) 

i1ij千10色←t (10'1 R'l:ii 

as JM~: 正3
/ 

← 
A 

j-，墳は全部で(尚早4検出されている

やはり住居湖、と同様、調査区の南側で密であ

)
 
-fit 

1)、北側では疎である p

S K46 

M D47グ1) ノドで怜11¥口径115じm、!え;手95

f.まi雨に 3Wijの石が置か〔日l 、深さ千):~cm をï'J\lJ る

rn 
住そ刀北京担1](二、縄文1I寺代中旬]円J.L、

S K046土壌実測図及び出土遺物第8図:えの約巧'i!古l体の破片がi置かれていた「

S K 17 

U佳80cI11、底径123L H27グ 1)、ソドで検出、

断面形はつラスコ状をとl1ì、 i~~ さ 107cI11を ìWl る

する~士J境内の覆土はおよそレン丈状ttt桔

さ27cI11程

jJiくには、 l~fJ 口部の

と思わlLる

にしたか、勺ている

宅の崩

S ]¥.017 色

ぅ品色仁 、10'1

祭褐色土 (WY R:;~) 

黒色土(lOYR~'ÍÌ 
n(i協色イ (li!Y R句、i
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utf品色土 ( lOY 
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(二認められる

A 
-;易

第80号

A' 
-<> H=259.000m 

A 
らーーは{::長135cI11X 50cm、

的jllラか

iJで抜出

底径110cm 80cI11、深さ15cmを;Wjる

1130グリ

土墳であるつ土境内から情円形を呈し、

縄文は小形の者形土器 111却を出土している

S K080土壊実~!l.IJ図及び出土遺物
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大岱III遺跡

グク¥③)

m I h ~ 

←司~ J!i一、JJ./
S K013土色 4 禁補色七

1 黒色土 5 M褐色ニiニ
2 黒色 jニ 6 褐色土

3 梨色土 7 黒褐色土

第号函 S K013土壊実湖沼

④ 

s0→ 
CD 

A -

A 
F H=258.000m 

第10留

主草.色土

: 3 黒色土

茶褐色士

にぶい支:褐色土

褐色土

褐色土

黒褐色こ仁

9 ~者褐色土

10 ]を褐色土

11 H音褐色土

o 1m 

5 K048土襲実湖国

第11図 5 K079土墳実測図

A 
→ 

(4) S K 13 

L G47グリッドで検出。口径123cm、底径135cm、

深さ 83cm を ~NIJ る。検出面上に、長径35cm、短径

18cmの石を 1個確認している。覆土は褐色~黒

褐色を呈するが、その堆積はレンズ状に重なり
ロ1

合う。出土遺物はないc

A' 
→ 

(5) S K48 

ME52グリッドで検出。口径233cmX 180cm、

底径222cmX 200cm、深さ135cmを測る。覆土は暗

褐色~黒褐色を呈するが、一部に貰褐色土がブ

ロック状に混入している。また、大岱火山灰も

土壌の上部で穫かに混入している。堆積状態は

レンズ状を呈する。土壊の規模としては、大岱

III遺跡中、かなり大形のものである。内部から

の出土遺物はない。

A -

(6) 5 K79 

MD63グリッドで検出。口琵288cm、底径220cm、

深き 115cm を ~NIJ る G 覆土は黒褐色~暗褐色を

るが、全体に明るい色調の土が多い。堆積状態

はレンズ状である。この土壊も第48号土墳と同

様規模の大きいものである。内部からの出土遺

物はない。

66基の土壊のうち、時期を明確にし得たのは

縄文時代中期の第46号土墳、縄文時代後期の第

17号土境、第80号土墳の 3基である。他は内部

からの出土遺物がないか、あっても極めて微細

な破片で、時期の決定には至らない。ただ、調査

区南側の土壌群は、その周聞からの出土遺物に

m より、およそ縄文時代後期のものと思われる。

oo 
po 
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第 2節出土遺物

大岱III遺跡の遺構外出土の遺

物は、時期的な変化に富み縄文

時代から弥生時代まで及ぶ。

1 縄文時代の土器

(1) 前期の土器{守男上段)

[ 1 、 2J は口縁部に 6~7

条の押し引き沈椋丈がめぐるも

のである。 口市設音別立波;1犬口車設と

なり、体部には LR縄文が回転

施文される。前期初頭の早稲田

6類 a、b式、春日町式に比定さ

れる。 [3~ 7 Jは、口縁部に横

位の給条体圧症文が施され、{本

文を摘した接、組iい粘土紐の貼

付丈、 j尤椋丈によって所謂肋骨

丈をJdiいている c 中期

上層 d式、 e式に比定できるの

(3) 後期の土器 (T2T段
T空間 君主自 費三宮上段j
[ 1 -l1Jは沈線文を

る土器である。沈報開には縄文

されたり、刺突列が充填

されたりする。沈線文の文雄J品:

第 2章調査の記録

2 

4 

位向

第12国大岱III遺跡出土土器

]69 
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は基本的に体上半に眠られ、文

様帯の上限と下限は数条の平行

沈線、によって画される。文様帯

内には(1、6Jのように枠状

文や、 (4、5、けのように波

状文、 (10Jのように円形文等

が捕かれるが、文様帯の上下限

を画する平行沈線と、文様帯内

文様は縦位の沈椋で連結される

のが通例である。

(14~20J は、器面に斜縄文、

網目状撚糸文、平行撚糸文等を

砲す土器であるの (12、13Jの

ように口縁部に 1条の縄線文を

めく、らしたり、 (14、15Jのよ

うに 1~ 2条の沈線をめぐらす

場合もある。

以上は後期前葉の十腰内 I式

期の土器と見ることができるが、

この十腰内 I式期の土器は器形

の商てのもノくラエティーに

C 1 ~ 6 Jのような浅鉢~鉢形

の土器、 ( 7 ~ 13Jのような壷

形の土器、 (14~20J のような

深鉢形の土器などがある。また

特殊な器形のものとして、(2 J 

のような外耳をもっ浅鉢、(23J

のような切断土器の蓋、 (24J 

のような素文のミニチュア土器

などがある。

20cm 浅鉢~鉢形の土器は、体上半

に文様帯をもつことが多いc ロ



縁部は波状口縁のものと、平縁

のものとがあるが、波;Il~ 口縁の

土器の波j頁部は文様帯内の文様

単位に対応しているひ断面形で

は屈曲部のある外反する口縁を

もつことが1寺?設である。

奇形の土器では、文様帯をも

つものともたないものとが、お

よそ半数ずつある。文様帯をも

っ土器では、文様単位にしたが

い波状口縁になるものもあるつ

口縁部から体部にかけてはゆる

い曲線を描き、{本音1)の最大窪は

f本音I~中半よりも僅かに上{立にも

Jコ

深鉢形の土器では、文様帯を

もつことはない。口縁は基本的

に平縁となる。文様帯をもたな

いため、文様常の文様単位に却

応したj皮状口忠まになることはな

いが、 (18Jのように口唇に指

頭の圧痕が連続して施され、小

波:1犬を呈するものはある。斜縄

文、網目状控糸文等は口綾部に

1-数crnの無文帯をおいて施文

されているの断面形は、口縁部

が僅かな届曲部をもって外反す

る。体部はゆるく弧を描くもの

と、ほとんど、直線に近いものと

がある。

20cm 
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2 石器

(1)石鎌(担問上段)

17点出土している。有茎の石

Jli~が15点、無茎の石倣が l 点、

アメ IJ'方式石倣が1点であるつ

製作にあたっては両面に細V，

剥離を加えて、刃部を作り出し

ているが、素材剥片の厚さによ

り、本体から基部にかけて陵椋

の残るものと、残らないものが

ある。 C3、4、13Jが後者例、

他は前者例である。

[15、16Jでは基部にアスフ

アルトが付着している弓

[ 1)のアメリカ式石鍛は小

坂で 2例自のものである。弥生

時代の土器に伴ったものであろ

。、
っ

(2)石匙押さ見下段)

13点出土しているの縦形の石

匙が6点、横形の石匙が7点で

ある。(1、7-9、11Jは本体

両面に加工が施されるもの、他

は片面のみ加工が一地されるもの

である。 C1 Jは、本体が三角

形をなし、つまみ部の長いもの

である。つまみ部にアスフアル

トが付着する。

(3)石錐(号16図下段)

1点出土している。断面形が

?時空 j令空~~母体制争

制令抑制j jA 
-Â-~ A劇争苧舎 -4-~ Ia司喜一(

7場体制争

〈ご〉
6 

1γ‘一一一一.

叫一ゐ; 円

cコ 7;

-<:L紅一輪留品
iC::::二三ここここ二二こここ=> 0 5 cm 

〈ニコ 8 ; 
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'V 

三角形を

を残すn

片の打ffiI

(4) 石箆{打字上段)

石箆としたものは 7点出土し

ている 3 大形のものでは打製石

斧ともとれるものが含まれ、ま

た小形のものでは単に掻器とし

た方が良いものもあるの打製石

斧の名称は用いないこととし、

小形のものでは両面加工で、直

椋的な端部をもつものを石箆と

した。 C1 J 

箆である。刃部の先端は薄く仕

上げているつ

cm 

(5) 尖頚器!?立界中段)

している口全体の形

を警えているものは少なく、素

+~剥片の先端に剥離を加え、尖

らせている。

C 1 Jは両国に剥離を加え、

尖頭器としているわ基音I~には案

一 材となった剥片の打面が残る

11 

(6) 掻器弁明下段、前史上段)

34点出土している c 殆んど片

面加工であるつ主要剥離面倒に

僅かに剥離が施される場合もあ

るが、基本的に主要剥離而側に

は手が加えられず、素材料片の

打面も残る。



となる，'jHJ片には

グ〉、 もの、円形に近いもの

等があるつまた、

素材利片の{削減に刃部作出の剥

離が加えられるもの、 iT面と逆

n~1jの素材争Ij片の先端に加えられ

るもの、制!十全国に加えるもの

など力てある。 (29、30、31、は、

比較的形の怒ったもので、

から本体部分にかけて

がり、その全国に力n工が砲され

ているの

(7) 石斧浮き問中段!

10点出土しているの

のものである。刃部は直線的に

なるものと、円弧を描くものと

がある。またC5、6、10Jのよう

に小形のものと、C1 -4、7-

9 Jのような大形のものとがあ

るハ後者では を欠くものが

多い G C 1 Jは、器{本基部から

刃部まで残る資料である。器{本

には製作fJ寺の擦痕が明瞭に伐つ

ている

(8) 石鍾 (T2?下段j

5点出土している。

円形の喫の長軸端を打ち欠くも

のと、短車IB端を打ち欠くものと

の 2種があるつ

g私:であるの

g -300 

も 一明-
戸
時
V
T

織
開
場
。
同

m
m
v一
日

開
処
分

調査の記録

にも、

7
gす

A
慰
む
げ

命
日
留
守

一一母-O一一等-空-型-

O-魯雪-doq-
広子; -- ? 

一一

了一一一〉

一一

8 

Cコ

ご0-
二0-

) _8J-
第18図大岱III遺跡出土石器 l 

175 -



大岱III遺跡

(9) 凹石{TJB字下段)
同独鈷お {T18図下段}

(11) 石皿(ぎ18図下段)

3 弥生時代の土器

弥生時代の土器は、遺跡基本題依中大湯幹石層直下の第III層から主に出土している。遺構は

確認されていない

(1 ) 後北C2式土器{刊号上段)

く江別式〉

鉢形土器、注口付鉢形土器が出土している。口縁部は四単位のゆるい波状口縁を呈するり口

縁部に 2条の刻自の施された隆線が付けられる。体部は上半に文様帯をもっ O 文様帯中には 0

段多条の原、体による帯縄文と、沈稼もしくは微隆起線によって、三角形、菱形等の文様が捕か

れる。帝縄文の間の無文部には角棒状の工具により列点文が施される。亨IJ点文は帯縄文の文様

区間に沿って施される場合と、帯縄文の文様区画とは別に指される場合とがある。{本下半部で

は、帯縄文は沈線や微隆起線の区揺をもたずに縦位に平行して施される。'{.主口付鉢形土器では

注LJ部の先端から口縁部にかけて橋状把手の付く場合と付かない場合とがある。胎土には径 1

mm-3 mm程の砂粒を多く含む。

これらの後北C2式土器は、北海道からの搬入品ではなく、本州において製作されたものであ

ろう c 殊に(2 Jの土器は、文様帯中の帯縄文区画が磨、消縄文の手法をもって描かれ、模倣に

より作られたことを強く感じさせる

(2) 縄文と沈線文の組合せによる文操の施される土器{?!守下町

( 1 Jは壷形の土器である。体上半部の肩の部分に、横{立に短沈線を重ねて施文してし三る η

( 2 Jの鉢形土器では、口縁部と体上半部、体下半音rsで縄文の回転方向を変えて施文している己

口縁上端に 2条、体上半と体下半を画する個所に 1条沈線がめぐる。日縁部の沈線下には刺突

列がめぐる。口唇上には刻自が摘され、日縁の表面にも縄文が回転施文される。これらの土器

は、青森県内の編年に従えば田舎舘式~念仏関式の時期に相当しよう。

(3) 交互刺突文の施される土器(TJ9T段)
[ 3 Jは口縁の大きく聞く壷形土器の口頭部である。口唇に 2個 1対-の突起が付き、口総:_1:

端に交互刺突文がめぐる。 (4)はゆるい波状口縁を呈する鉢形の土器である。口縁部に 2段

交互利突文が施される。これらの土器の交互刺突文はかなり粗雑ではあるが、天王山式に比定

される。
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大岱田遺跡

(4) 縄軸の撚糸文と細密な沈線による文棟の施される土器{世界下段)

口縁部が外反する鉢形土器が多い。波状口縁の場合と平縁の場合とがある。口縁部の文様帯

には菱形を基調とする文様が細く鋭い沈線によって 2重-3重に描かれる。体部には縄のょっ

な可塑性のある軸に撚り紐を巻いた絡条体で、糸間隔の広い撚糸文が施される。念仏関式土器

に相当する。

(5) 磨消縄文手法による文様の撒かれる土器(需19隠下段)

この l片のみである。大泉式、u1王国層式等と呼は、れる土器に相当する。

(6) 小壊X式土器(言明下段)

縄軸の絡条体の回転施文により、条間隔の広い撚糸文が砲される土器であるの撚糸文は

体の回転方向を変えて器面に施文される。器厚は概して薄い。

第 3 ヰ小 と め

大岱III遺跡の調査では、縄文時代後期の住居跡、6軒と中期~後期の土壌66基が検出された。

遺物は縄文時代前期初頭から弥生時代にわたる各時期の土器、石器が出土している。

遺跡のある台地は、およそ18句OOOm'と広い平坦面を有するが、調査の結果から推測される台

地全体での遺構の配置はやはり南側を中心としたものになろう。後期の集落は、この台地の南

m~ を選地して営まれ、さらに南側に隣接する大岱 II遺跡の配ノ石群も、この集認に関連し構築さ

れたものであると考えてよい。

出土した遺物で目立ったものとしては、縄文時代前期初頭の土器がある。この時期の土器は

鹿角盆地での東北縦貫自動車道関係の遺跡調査で断片的ながら増えてきており、少なくとも鹿

角盆地内では、青森県内の編年に合わせた土器型式の流れを辿ることが可能で、あるように思わ

れる。さらに資料の増加が期待される。

また、従来から奥山j閏氏、安保彰氏等の精力的な調査により、その存在が知られていた後北

C2式土器も今回の調査で比較的まとまった量が出土している。小坂川右岸での確認は初めてで

ある。今後、資料の増加とともに後北C2式土器を出土させる遺構の発見も予想される。その他、

弥生時代の土器も今回の調査でその資料の数を増している。弥生時代の土器については未だ編

年が確立された状態にあるとはいえず、後北C2式土器との関係も不明瞭で、ある。いずれ、型式

の設定を含めて、編年の整備がされねばならないと思われる。

-178-



大岱111遺跡発温前会最

図版 1 大岱111遺跡発編後会最

犬
岱
川
通
路



大
岱

m遺
跡

S I 035堅穴住居跡兜婦状況

S I 0049穴住居跡稽毘状況図版2



大
岱
山
遺
跡

5 K046土場it物出土状況

5 K017土繍it物出土状況図版S



大
岱
聞
週軸岬

図版4

Fd 

大岱111遺跡出ニt遺物 {土務)



大
岱

m遺
跡A 令

‘ 

.'‘ 4 . 

大岱III遺跡出土遺物 {石総}殴版5



大
岱
川
遺
跡

図版6

" 

大11i1l1渇跡出土後~tc.式土縛・弥生時代の土鶴



円 l
 
i
 

z
-
-
J
 

遺 跡番号

所在地

調査期間

発掘調査予定面積

発掘調査面積

原 遺 跡

No.l3 

鹿角郡小坂町字円川原 9番地

昭和58年9月5臼-9月22日

1，112m' 

1，069耐



第 l章発掘調査の概要

第 1章発掘調査の概要

第1節遺跡の概観

ノト坂)11右1宇の丘陵の裾部に形成された狭小な平坦地が遺跡である。襟高は約 260mである。

遺跡北側及び東側は小坂)11に浸蝕され、急、J崖を呈する。西mu及び南側には、丘陵の裾部に形成

された段丘部が広がる。この段丘面には縄文時代前期~弥生時代後期の遺跡(大岱III遺跡)が

所在するつ

遺跡の基本層序は、上位から黒褐色土層(1層)→黒色土層(2層)→大湯軽石層(3・3b・3

c層)→培褐色土層(4層)→黒褐色土層(5層)→黄褐色土層(6層)→褐色土層(7層)である。

第 2節調査の方法

発掘調査は、日本道路公団が設定したST A 133十00を発掘原点(M50)とし、 4mX4mに

グリソド杭を打設して実施した。グリッドの一辺は磁北方向に一致する。また、グ 1) ソドの名

称は、南北方向の算用数字と東西方向のアルファベットの組み合せで、呼称することにした。

過経の査調
仲
間
山

つ
δ

叶

Em

発掘調査期間は、昭和58年 9月5日~向年 9月22日で

ある。

5日から調査区の組掘りを開始する。 5層が遺物包含

層であり、 9日頃から縄文11寺代の土器片が出土しはじめ

るn 20日までには包含層の調査を終了し、 i也山面で遺構

の検出につとめた。結局、縄文時代後期の遺物を

土したのみで、遺構は検出されなかった。

第 2章調査の記録

出土遺物 第 1図遺跡周辺の地形と発掘調査区



円川原遺跡

検出された遺構

はなく、遺物が若

干出土したのみで

あったため、一括

して記述すること

にした。

①土器(第 2図

1 ~ 6 ) 

lは浅鉢形土器

である。 f本部は直

線ぎみに開き、口

縁部は内湾する。
5 

口縁部に 3条の平

行沈線が施文され

る。口径16cm、底

、、、

7 

く二三
第2図出土遺物

笹 6cm、高さ 9.5cmを測る。縄文時代晩期の土器である。

2~6 は縄文時代後期(十腰内 I 式)の深鉢形土器及び雪景形土器と考えられる。

7は鳥形をした特異な土器と思われるが、欠損している部位があり、確定できない。縄文時

代後期のものと考えられる。

②石器(第 2図8・9) 

8il横形の石匙であり、 9は向日器である。いずれも、頁岩を石材としている。

っけ第一 土
手

し
f
} め

円I11涼遺跡からは、縄文時代後期前葉(十腰内 I式)と晩期の土器や石器が出土し、

検出されなかった。今回の調査は、遺跡の西側をわずかに

格を把握することができなかった。

なお、遺跡の南側には大岱III遺跡があり、縄文時代後期の十腰内 I式土器や晩期の土器も出

しただけであるため、遺跡の性

土している。円I11原遺跡は大岱凹遺跡との関連が強いものと考えられる。
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内川原遺跡全景(西惨)

務笈状況

図版 1



内
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原
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漬物出土状態

出土土告

遺物出土状態

出土土"

図版2

出土漬物



大 岱 IV 遺 跡

込i 蹴; 番 号 No.l4 

所 {f 地 鹿角郡小坂町字大111

;制 ft 期 間 昭和57年 9月13B -10月30υ、昭和58年5月16臼-6 )j 22日

先制調査予定l面相 2，396m' 

発 JJa¥調査面積 1.835m (57年度 :910m、58年度 :925m') 



第 1主主 発掘調査の概要

第 1章発招調査の概要

第 l節遺跡の概観

遺跡は秋田県小坂町小坂字大岱45番地に所在する。

町の中央部を貫ぬく小坂}IIは、青森県との県境に源を発し、県北部を南下、県内有数の大き

な河川である米代川に合流する。河川の両岸には河岸段丘が発達しており、小坂周辺ではこの

段丘が浸蝕作用を受けて縁辺部が舌状を呈している所が多い。

遺跡は小坂町北西部の平坦な舌状台地に位置し、台地先端部は小沢によりさらに 2分されて

いるつ標高は約 230m、沖積地との比高差約32m。現在は畑地として耕作きれている他一部は

山林である。

第 2節調査の方法

大法IV遺跡は同台地上に隣接する大岱 I遺跡と共に並行調査されたものでありグリッドの設

定は両遺跡を含む範囲内に兼ね合わせて行った。

遺跡範囲内のほぼ中央に位置する。日本道路公団設定の基準杭ST A 125-ト00を基点とし、こ

れをMA-50と呼称する。グリッドはこの基準杭から 、南-北方向に順次設定される。

設定はまず40mX40mの大グ 1)，ソドを求め東西方向にアル7 ァベット文字 (A、B、C.・・・・・)

南北方向に算用数字 (00、10、20・・…・・)を付す。さらに大グリッドを10X10に分割して小グリ

/ドとなし、表示は東一西 (AA、A B...A J、B A.川、南一北(00、01、02・・・10、11・・・) と

する。この事から基点MA50から数えると西方向には大グリッドがMA、NA、小グリッドが

MA、MB…・・・となり、北方向には大グ 1)ッドが50.60、70・…・・小グリッドが51、52、53…・・・

と連続する。

第 3節調査の経過

調査は昭和57年 9 月 13 日 ~10 月 30 日、昭和58年 5 月 16 日 ~6 月 22 日の 2 カ年にわたり継続し

て行われた。昭和57年には主に遺跡の北部を調査し、その結果、現在の道路(以前は沢地であ

ったと考えられる)に面した斜面部分に多量の遺物が包含されている事が判明し、捨て場跡と

断定した。昭和58年度はこの拾て場跡を解明する事を主目的とし、遺跡の南部を中心に調査を
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行ゥたものであるう以下その調官経過の概III各を記すっ

1I{{和57年度

おl章発iJui調査の概要

9 FJ1 3 日、調査開始、調査区内の立木伐採っ 14 日、調査区東側から粗fr.~1 t)作業開始っ24日、

l調在区南東部の斜 よ 1)縄文言ij期の遺物が出土七回目、 K.]03グリ y ドで縄文時代!を

穴住跡検出っ 10月5日、 K.]08 クリソドで多量の造物{縄文前期円筒下層 c~d 式土器を

主体)と共に岩偶出土~ 8日、 LD 13グリッドで縄文時代竪穴住居跡、士墳を検出τ 周辺に

さらに数基の遺構か、隣接していると思われるつ j宣/構の査を行うっ 15日、調査区西部の相一掘

り作業を進行、遺構の検出は認められず、遺物の出土も少ないコ 25B、遺構の精査をほぼ終

了勺 30日、

昭和58年度

5月16日、調査開始、坂道に面した束、西両斜面に数本のトレンチを入れる τ 5月23日、

試抑:， 1)の結果、捨て場跡は東斜面と断定士西斜面は新たに数カ所坪掘 i)を行勺た上で終了す

る事ーと Lたっ 25日、調杏匿北側と南側西端ーより粗掘り作業を行つ τ 北側の斜面凹地に多量の

遺物集結っ 28B、斜面上部のやや平胆な場所に縄文時代竪穴住居跡検出二隣接してさらに 1

30日、南側の斜面にも 2カ所の凹地検出っ同様に遺物が集積、捨て場は 3カ所である

が判明っ精査を開始する 6月10B、遺構の精査はほ、終了=

て多量 1室物は全て位置を平面図に記入する 2 持、斜地のた

よりの出土遺物、極め

困難を極める 21日、

調査区内の遺物の取り上げをほぼ、終了つ遺物は調査区外の斜面下位にも

えられるコ 23日、調査終了コ

されていると考

第 4節遺跡の層位

9、98ラインの土層を記録したごその結果いずれの土層にも大きな相違点はみられな

いが、各地点毎にその概略を記すっ (1)は調査区北側の部分で西方向に綬やかな斜面を呈する

耕作土は概に除去され軽石層が露出しているご l層は軽石層で、平坦部以外は消滅している=

2層は所謂チョコレート色を呈する黒褐色土で、上位部分に少量の軽石を混入ご 3i言、 41高は

やや粘質を示し、少量の土器を含む。 51蓄は褐色土粒、及び炭化物をやや多く含むごこの管中

より遺物の

く含むコ

ややiおiWlJ，

多いご 6層から 9層にかけては斜面部にのみ積出きれ下位部程褐色土粒を多

10層は平坦部分における漸移層ご黄褐色が多量に混入 !2!は謂奄区の

B地点に隣接する部分で、西方向に急斜面となっているご 1層はやや堅くし

まった児地色士で、軽石混入ご 2f習は軽石層で、粒子の相違からさらに 3層に細分される‘ 3

I~'i はチョコレート色を呈する黒褐色土ご 4 層(土軽石を微量に含む黒褐色土で、斜面部分で(土
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大岱IV遺跡
(1 ! 

1 2電褐色 10Y R%  (i手11/百)

2 黒褐色 10Y R%  

14.._1晴雄踏h
A' 3 ，~ 色 7 .5Y R3{ 

(1) 4 主主褐色 7.5Y R予言

5 褐 色 10Y RYe 
6 a音褐色 10Y R%  

? にぷい裁褐色 10Y R%  

自 字詰 色 7.5Y R%  

9 褐 色 10Y R%.5 

10 1(褐色 1υYR% 

(2) 

l 黒鼠色 10Y R%  
2a にぶLミ故福色 101' R%、浮{こj)討}

2b îj~ 補色 101' :iniTlW i 

Zc 来織色 HlYR% け:子イ[lii入!蛍)

3 a古褐色 10Y R%  

4 黒褐色 lυYR% 

5 黒褐色 10Y R%  

6 U者褐色 10Y R対

7 にぷい寅褐色 101' R;巧

8 にぶい1ft褐色 10Y R%  
空_H:却掛明

(2) 

第2図遺跡屠f立国

物が出土。 5層は粘質の業鴇色土で平土良部分で鴇色土を混入する c 斜面部では遺物を包含し、

下位部程多い。 6暑は粘質の暗褐色土で、斜面下位部に比較的多くの遺物を含む。 7J吾、 8層

は斜面部のみに検出され、粘土質の灰白色土を混入する。

po 
n可
U



土器出土区域
KF 

KE 

KG 

KH 

】

C
、吋

内
川
昭

u…
 

日

一
部
H

冊

閥

舵
@旬b明

.____.ーー__.J

第3函 大岱IV遺跡遺構分布図



大岱IV遺跡

第 2章調査の記録

第 l節検出遺構と遺物

今回の調主主で発見さ G軒、袋;1犬土壌 5基である。これら らは

遺構の時期を決定づけ得るような遺物の出土は比較的少ないが、

と見られる他は全て縄文前期に属するものと思われる。

(1) 竪穴住居跡

S 103 (第 4図図版2) 

台地南端中央部に南か

ら入り込む小沢が台地平

坦部に上りきるその肩部

に構築された竪穴住居跡

である。第5層黒掲色j斬

移層下部でフランを確認

した。平面形は長辺約5.0

m、短辺約4.3m の I~高丸

長方形を呈し、遺構確認

面から床面までの深さは

0.25~() .4 m である。壁は

南東部で明確さを欠くが、

他所では比較的しっかり

しており

上がる。

立ち

ない。床

で、中矢部ほど

竪くしまっている。炉は

中央部にある地床炉で、

径約0.7mにわたり、

千四んでおりこの部分と

その鴎聞が焼けている。

径0.25~ 0.3 mのピット

EA 

EA 

官也、

Pl 

@ ⑤ る。
。向) 

P3 

s ⑥ 。
命70

空__.H・228.700

H:22車.700m

第4図 S 103竪穴住居跡
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第 2章調査の記録

が炉をはさんで東西に 81[f!1、 1個検出された。ピットの位置、深さなどから、 P7 (床面

からの深さ1.24m) が主柱穴で、 PI-P6 の 6 本(床面からの深さ 0.55~0.9111) が支柱穴と

えられるが、 P 7 が炉に近すぎることもあり、あるいは P1~P6 が炉をはさんてい東西に 3

本づっ配された主柱穴であるかもしれない。堆積土は 3層が褐色土を主体に、比較的竪くしま

っており、床面の全域を!享くおおっているう床面に接する遺物は炉の西mlJ0.5111にある台石 1

出で、 fむには土壁土中に前期後葉の土器片が散見されたにすぎない 9 前期中葉以降の竪穴住居跡

- ~司、

!じめうつ。 18.9m2 

S i 05 (第 5図図版 2) 

S 103の東側 2mに位置し、

|司じような地形のところに構

された竪穴住居跡である。

この部分の地形は南側が沢の

中心音日に向かって急激に下l持

しており、 S105竪穴住居跡

の北端と南端との平均斜度は

7である。第 5層黒褐色i軌移

i守j$でプランを葎認した。

71η 、短径4.0

mの楕円形を呈する。壁は非

常にしっかりしており、

に近い立ち上がりである。

j]jの高さは北側で0.75m、南

側で0.2mを測る。床面は

くしまっており、南端部

をiヰ円、 てい

るつ 'j;piは床面中央部にある地

床炉で、径0.5mの回みとなっ

ており、その内面と周

干娃けている。 柱穴と
， 
Lコ

ll__るピットが 311菌検一出されて

いるでこのうち車生の{立置、深

さなどから P1・P2が主柱

16.7ぼである。

、守

空 H:2削船m

空間穏蜘m
l 黒褐色 7.5Y R%  

2a 硲褐色 7.5YR%

2b 時褐色 7.5YR% 

il青渇色 7.SY R%  

5図 S 105竪穴住居跡
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大岱JV遺跡

穴であろう。出土遺物としては、埋土中から前期中葉と思われる深鉢形土器の底部破片と、北

側床面重上から砂岩製の右皿が出土している。(第 9図1、2)。遺構面積は約15ぼである。

S 107 (第 8図、図版 2) 

S 108竪穴住居跡のすぐ西側にある小さな竪穴住居跡である。舌状台地西端の斜面に構築さ

れているため、西側半分程のプランは明確で、ないが、径2.2~2.5m の m各円形を呈するものと思

われるの壁は東側のみわずかに残っていた。床面はほぼ平坦であるが、西半分のそれは、貼床

のような状況であり 堅くしまった部分がモザイク状を呈している。炉は中央南側にあるコの

字形の石間炉である。内面が強く焼けていた。柱穴は住居跡内外ともに検出できなかった。出

土遺物には炉の束muより縄文後期前葉の鉢形土器(第 9図3、4)があり、 ほぼその時期の竪

穴住居跡と考えられる。 堆定遺構面積は 4.0m'で、床面積もはほ、これに等しい。 ;ifl;75Y附
3 に._;;¥.、IA.褐色 liJYFt% 

S I 08 (第6図) :1il褐色 7.5 Y 時
，'A¥ 色 101'R ~ゴ

6 ut~ 1-品色 lυYFt% 

1 I附色 75YR%  ;;;尚2 :::;:: 
褐色 luYR% 日褐色 lOY R:<i 

3 占禁褐色 10Y R%  liI U，i褐色 I{lY H 

4 紫 色 lOYR九月 II 虫色炭化物!百

台地に南端から入り込む小沢の東側舌

状台地の西端部としてある竪穴住居跡で

ある。調査範囲の関係で約五程し

できなかった。実際には地山直上でプラ

ンを確認したが、断面を見るとこの竪穴

住居跡は第 5層黒褐色湘i移)言上面から掘

り込まれていることがわかる。なお、断

面図からも看取できるように、この竪穴

が遺住居跡の上部には第 2

構のない部分に比べて厚く しており、

る直前でも遺構部分が

わずかに凹んでいたと思われるの;埋土中

の第 9層褐色土は地山土に近い土や小礎

'" 

illl 

。 2m 

第S函 S 108霊穴住農跡

を含んで非常に堅くしまっていた。あるいはこの層は人為的に埋められたものであるかもしれ

ない。平面Jiラは在約 3mの円形を呈すると怠われる。壁は南~西部で明確でない部分もあるが、

断面の様子から、南北部分では0.3m前後あり、ほほ、垂直で・ある。床面は平坦で患い。炉は床面

中央部がわずかながらなだらかに凹んでおり、その部分に炭化物が見られ若干焼けていたので、

これが地床炉であろうと思われる。壁j葬が途切れながらも巡っているの上!幅10cm前後で、深さ

は1-10cm程である。主柱穴と考えられるピットが調査した範囲から 2個検出されているが、

いずれも竪に接している。この検出されている柱穴の位置から推定すると、主柱穴は 3-4本

と考えられる。遺物は埋土中から縄文前期中葉以蜂の土器片が出土している。

ハリハυ



調査の記録第2章

句l⑨ 

s 

図版 2) 

S 108と同様舌状台地西端屑部に構築

された竪穴住居跡である。 この部分の平

均斜度は8
0

で、長軸方向が等高織に沿う

ように掘り込まれている。第 5層黒褐色

(第 7図5 110 

下部で確認した。平|面jF:は長在4.0

巴
貯

る。壁は

間とも良く残っており、東側で0.4m、西

m、短;壬2.1mの小判形を

る。床面は堅側で0.2mを測り

¥ベこ工二___，

くしまり平坦で‘ある。壁講はない。炉は

この部分が径0.65

められた。炉の南側には0.55mXO.1m

mほど揺-鉢状に凹み、焼土、炭化物が認

中軸線上南側にあり、

XO.15mの長大な河原石が置かれていた。

5110竪穴住麗跡第 7函柱穴は合計12個検出されたが、長辺に沿

これらの柱穴の特徴の一つはそのほとんって 6知iずつ対応する:11ラで配されている。

中心部にJIIJかつてJ屈り込まれていることであるの 遺物はHP.土中から縄文前期に属する土器片が

わずかに出土したり 遺構面積7.3m'、床面積6.5mニである。
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大岱IV遺跡

明確で、ない。平面形は長径3.0m、短径推定2.6mの楕円形を呈する。監は東側でO.4mをj則り、

その一部ていは壁上部が覆いかぶきるような形となっている。壁溝はない。床面は平坦で堅く、

炉は検出きれなかった。柱穴と思われる小ピットが床面上に 2個、壁に接して 2個、遺構外に

4個検出されたが、主柱穴は不明である。出土遺物は全くなかったが、縄文時代前期中葉以降

しい。られる。推定遺構面積は6.2m2で、床面積もははこれに
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S K 02e01 e04.0ge 12土壌第10図

境(2) 

S KOlを除いてこれらの土壌の構築されたところは、全部で6基の上壌が検出されている。

6基の土壌のうは竪穴住居跡、と同じように台地平沼面が沢に傾斜ーしていくその縁部にあたる。

S K02だけは壊中央部がすぽまって壊底部で広がるいわゆる袋状土壌である他は、全てほ主

ほ‘垂査に掘り込まれたものである。土壇埋土中から出土した遺物はほとんどなくその時期は明

確でないが、竪穴住居跡とほぼ同時期の所産であると思われる。

遺構外出土遺物第 2節

器(1) 

橿めて多量の土器が出土しており、その多くは東斜面における 4カ所の捨て場跡、からのもの

d式に属するものを主とし、その他、縄文後期
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第 2章調査の記録

と弥生土器が少量出土。本項では縄文前期及び弥生土器を取り上げた。

(1) 縄文時代前期

器形及び口頚部文様構成から下記の様に分類した。

第1群(第11図 1) 

を付した浅鉢形土器でl点のみ出土。口議部から底部にかけ撚糸文を施す也、口警部に

は玄IJみを加える。内面は広く磨かれ、口唇部に 21留の把手を;っくり出している。

第2群(第11図)

円筒形を呈する深鉢形土器で、口頭部文様帝の有無から 2類に分類、さらに文様帝を有する

ものはその文様構成から細分した。

1類(第11図 2、3) 

口頭部に文様帯を構成していないもので、出土量は少なく比較的小型のものに多い。文様は

口縁部から底部にかけて単一の原体を用いる。 2は撚糸文で、底部付近で方向を変え横位に施

文。 3は羽状縄文0

2類(第11図 4~32) 

口頭部にl需を持つ文様帯を構成するもので、文様、の区画帯は隆帯や数条の王子行沈様、原体の

押圧縄文等により明確に意匠される。文様は口頭部と腕部で、異った原体を用いる他、同一原体

の場合でも回転方向を変えて行う。文様の施文方法及び文様構成から次の様に分類したの

< 1 > 主として原体の回転による文様を口頭部に施す。

⑦ (4-6.8-10) 口頚部に綾絡文を施す。文様帯は 5-8cmと幅広く、口縁は平縁てい

外反するものが多い。 I在帯は太くかっ幅広でも 1-2条なされ、隆帯上には刺突や押庄縄文、絡

条f本庄痕文が施される。腕部には撚糸文を縦走させるものが多く、地に綾節斜縄文を施すもの

もある。又異なる 2原体を用いる場合もあり、 5、6では擦糸文と底部付近に綾絡文が施される。

② (11、12) 口頚部に綾絡文と共に 2条の垂下する押庄縄文を数単位施す。文様帯は

5 -_ 7 cmと幅広い。口縁は波状を呈し、各波状の波頂音rsを基点にして押圧縄文を垂下させてい

る九 1-2条の隆帯を有し、監帯に沿って太自の沈線を摘すことにより、より浮彫的な効果を

高めている。 i塗帯上には押任縄文。腕部には縦走する撚糸文が施され、 12ではさらに底部付近

に綾絡文を施文する。

③ (l 3~ 17) 口頭部に網目状撚糸文を施す。 17は変形網自状撚糸文。文様の原体は、軸

に縄をまいていく際、 2本の縄の交叉のみで終える場合と、部分部分で規則的にそれぞれの縄

をからめて交叉させるものがあり、後者が多く用いられている。文様帯の幅は 4-9cmと一様

でない。口縁は平縁。隆帯を持つものと、持たないものがあり、前者ではi肇帯上に刺突や押圧

縄文を加える他、降帯を平滑に磨き陵帯聞に粘土粒を付加する(16)場合もある。 後者では区

円
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大岱IV遺跡

蘭帯を施していない。腕部文様には多軸絡条体が多用される他、撚糸文も用いられる。

④ (18-24) 口頭部に結束羽状縄文を施す。文様帝のi幅は 4-7 cm。口縁はいずれも

平縁、降帯を持つもの、持たないものがあり、前者では隆帯上に刺突、押圧縄文、絡条体圧痕

文が加えられ、陸帯も比較的幅広く施される。後者では絡条体圧痕文と押圧縄文を交互に平行

施文 (24)した 1)、 数条の平行沈線を基調に沈線開に爪形の刺突を加えたり (22・23)する

よって区画帯を構成している。柄部の文様は、!塗帯を持つものは、口 11:京都と異原体の文様

を用いる事ーが多く、撚糸文や多軸絡条体が施される。隆帯の無い場合は、胴部上半に口頚部と

同じ原体を用いて施文する場合が多く、下半部には撚糸文や多軸絡条体回転文が施される。

⑤ ¥ 7、25、26) 口頭部に絡条体回転文を施す。文様帯の!隔は 5-8 cm。口縁は平縁。

口頭部の文様区画帯は、 25が爪形の刺突を:連続させ、 26は低平な微隆帯。腕部の文様は撚糸文

と底部付近に綾絡丈を施すものや、単一原体を用い複節縄文を施すものがある。

⑥ (27 -32) 縄文施文により口頭部の文様帯を構成、文様は複節、単節の斜縄文が主

体で、 31は撚り突しを摘す。施文は口縁部から胴部にかけて単一の原体を用いるもの及びそれ

ぞれの部分で異原体を使いわけるものがある。前者では複節縄文が多用され、口頭部隆帯もし

くは低い陸続を有す。後者の場合は口頚部に斜縄文、胴部には複節縄文や撚糸文が施され、陸

帝は有せず、押圧縄文や、連続する Jf¥形の刺突により文様区画帯を構成する己口頚部文様帯の

11届は 4-6 cmo 口紘は平縁のf也、波状を呈するものもある。

く2〉 主として抑圧縄文や結条f本庄痕文を用い、押圧による文様を口頭部に施す。

① (33-39 ) 横伎に数条平行して施された文様を主体とするむ原体は RLやLRの縄

文を用い、それぞれの押庄は一本の紐で全周に一気に巻きつけて施す。各押圧文様間に矢羽状

の押圧縄文を加え羽状的な意Ir:fを施すもの(や、爪形の科突を数段にわたり述続させるも

の (33)もある。!を帯は比較的幅広のものを 1条巡らし、!歪帝上;には押臣縄文や給条体圧痕文

及び刻みを施す。隆帝を持たないものもあり、この場合文様区画帯は数条の沈総と沈線開に施

きれた刺突によって構成される r その他、区画帯としての施文を省略する場合もあるの胴部に

は撚糸文や複首j縄文、多車111給条体回転文の他、 39ではj長木目:1丈撚糸文が抱される。又、JJiiiJ吉Ij文

様、に異臣、体の文慌を充唱するものもあり、 36では横位に 1条校給文を加える G 口頭部文様帝の

!隔は 3-7 cm。器形は円筒形の他、 35 ・ 3~Jj同部が紡錘形にふくらみ口縁部が外反する。

山形状や鋸歯:1犬あるいは菱形に施された文様を主体とする。文様構成からさらに細分η

1 (39-45) 車総状に押圧された文様の組合わせで惜成されるもので、垂下する

押圧縄文を加えるものもある。 39は羽状縄文を施した口頭部に、平行する 2条の押圧縄文を山

形状に配したもので、押圧縄文間には刺突を施す。 r径帯を付すものは、隆帯上に絡条体圧痕文

や刺突を加え、口縁が波~犬を呈するものが多い。 を持たないものは幅広の沈線や押庄縄文

204 



第2章調査の記録

により区画帯を形成、口減は平縁のものが多い。胴部文様は 211主iの異なる原体を用いて行う場

と、単一の原体で施文する場合があり、前者では撚糸文を施した器面に絡条体回転文や綾絡

丈を何段にも加えるものや、上半に羽状縄文、下半に斜縄文と分割して施文する場合がある。

後者では多軸給条体回転丈の他、羽状縄文が多用される。文様帯'11福は 5-4 cmo 

内¥つ
、とシ ~ 49) 出録的な押圧縄文により される。文様常は 2cmと狭!隔の傾向を

としてiを帯もしくは低平な降起線示すが46は口頭部がくびれており 6 cmn 

が地され、 に刺突が加えられる 多い。口縁はしミずれも緩い波状を呈す。 胸部に

の原{本が使用され、撚糸文、羽状縄文の他、 46では木白状撚糸文がみられる。

③ (50-52) 横位に数条平行して施された文様帯に、垂下する押圧縄文を 2-3条一

単位で加える。押庄文は絡条体庄痕文や押圧縄文が用いられる。文様帯の!隔は 2.5-3 cm、降

を持つ場合、隆帯は摘み出しによる低平なもので隆帯上に刺突を加え、隆帯車下に綾絡文を

1条摘す。隆帯を有しないものは数条の押庄縄文により区画帯を形成する。腕部文様は全面に

複節縄文を地文する他、地文として付加条による縄文や撚糸文を施した後、横位に狭i騒の羽状

縄文を数段にわたって加えるものもある。

弥生時代 (第11図 53) 

出土量は極めて少なく、いずれも調査区西側から出土している。図化可能な 1点を掲載した。

口頭部がくびれ、口禄部がくの宇状に強く外反する深鉢形土器、口縁部上端には 4条の平行

沈棋を沈株間に押し引きによる刺突を連続して漉す。口頚部から胸部上半にかけては変形ヱ字

文をさらにその下に斜行撚糸文、 i二に綾絡文を施す。胸部下半に比較的撚りの細かい撚糸文を

縦位に;地文する。弥生時代後期のものと思われる。

(2) 石器 e 石製品

各石器の出土内訳は第 1表のとおりである。石器としたものはそのほとんどが定形的石器で、

その他には歯こは'h等の使用痕の見える剥片や河原石があり、後者も含めるとその数は 1，000

点を超える。これらの石器・石製品は土器と同じように、その部分が斜面の捨て場から出土し

たものである。また、定形的石器の器種毎の出土点数を見ると、石~>>* .石槍などのいわゆる狩

j語、用の道呉とされている11-器が少なく、逆に石匙、掻器、自ij器等の加工用の道具とされる石器

が多い。しかしながらこのような傾向の中にあうて後者の仲間である定形的な石錐が全く出土

していないことが注目される。以下各器掻毎lこ略述するが、()内は実i~'J図の番号である。

①石器

石銑 (第12図1-4 ) 4点出土している。いずれも明確な柄を有さないものである。基

部の形状が直線的なもの(平基)と、わずかに出ているもの(凸基)とがある n

(第12図5-8 ) 14点出土している。形状によって、 1-3類に分けた。
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1類 先端部のあまり尖らないもので全体に繭平なものが多い(5、6)。

2類 先端部の尖るものである。断面形が菱形か、三角形を呈する(7、8)。

3類 片面加工のものである。

石匙 (第12図9~20 第13図21~35) 93点出土。形状によって 1~ III群に分け、さらに

細分した。

I群 つまみが長軸様あるいは長軸糠に対して斜{立にある縦型のもの。 1~ 3顎に

1類 つまみの部位が長斡線上にあるものである。

a 先端が尖る(9 ~11)。両面調整のもの( 9、11) と片面調整のもの(10)があり、断

面形が凸レンズ状か半円状を呈し、地の石匙に比べ部厚い。

b 先端部が直線的なもので、平面形が長方形を呈し、うすい(12、13)。

c 先端部が広がるもので、全体の形状は細長い二等辺三角形を呈する。丁寧な押圧剥離

によるっくりでうすい (14、15)。

d 先端部が丸味のあるもので、 23点出土しており最も多い(16~18)。

e 細長いmu辺の一方が直線的で、、他方がゆるい弧を描くものである。つまみは直線的な

mlJi互に並行する(19-21)。

2類 つまみが中軸線に対して斜位につくものである。

a 刃部が直椋的なもの (22-24)。

b 刃部が丸味を持つもの (25、26)。

3類 縦型と横型の中間型で、全体にずんぐりしている (27、28)。

II群 一石器の長軸娘に対しつまみが直角に付くものであるの形状によって 1~4 類に

1類 つまみが長軸線に対して直角に付き 刃部とつまみが直交する。

a 刃部が直線的で、あるもの (29)。

b 刃部がゆるく弧を描く (30、31)031のつまみ部にはベンガラと思われる赤い付着物あり C

2類 長軸線に対してつまみが斜位に付くもの。

a 刃部が直線的なもの (32)。

b 刃吉Eカイゆるく 5尽を十品くもの。

3類 全体の形状がずんぐりして大型のもの。

a 刃部が車総的であるもの (33)。

b 刃部がゆるい弧を描くもの (34)。

4類 全体にずんぐりして厚みのあるものである (35)。

III群 その他 1-III群に含まれないものや、破片で全体の形状が不明のものが4点ある。

掻器 (第 14図36~47) 全部で12点出土している。刃部の形状などに対して 4類に分類。
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1類 刃部と主要剥離国の角度がl直角に近く、多くは背面にかけ二次加工が施される。

a 首1)坪く大型のもの (36、37)。

b 中型のもの (38、39)。

c 小型のものは0)。

2類 刃部と主要剥離商とのなす角度が60
0

-45
0

蔀後のものである。

a 大型のものはい。

b 中型のもの(位、 43)で、掻器の中では最も多い。

ι 小型のもの。

3類 刃部と主要剥離面とのなす角度が45
0
以下のもの (45)0

4類 刃部が直椋的であるもの (46、47)。

石箆 (第14図48、49、第15図50-60) 全部で68点出土している。

1諒 平面形状が二等辺三角形を呈するものである。

a 両面加工のもの (48-50)0 

b 片面加工のもの (51、52)。

2類平面形状が楕円形を皇するものである c

a 両国加工のもの (53、54)。

b 片面加工のもの (55、56)。

3類 ギ言語形状が長方形を呈する。

a 両面の加工のもの (57、58)。

b 片面加工のもの (59)。

4類 大型で、平前形状が授形のもの (60)0 

部器 (第15図61-63、第16国64-76) 全部で 176点と最も多く出土している。刃部の形

状によって 1-3類に分けられる。

1額 刃部が内muに湾曲しているもので、全体の形状が鎌に似ている。

a 大型のもの (61-64)。

b 中~小型のもの (65、66)。

2類 刃部が直線的なものである。

a 大塑で細長いもの (67-69)。

b 大型で、l幅のあるもの (70)。

c 中型のもの (71)。

d 小型のもの。

3類 刃部が外側にゆるくふくらみ弧状を呈するもの。
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a 大型のもの (72)。

b 中型のもの (73、74)。

c 小型のもの (75、76)。

両間加T石器、その他の石器(第17関77~79) 大型の剥片石器である。

斧 (第17図80.--85) 平田形状より 2類に分類。石村は15点が緑色;疑灰岩で、流紋

、泥岩、砂岩が1点ずつある。緑色凝灰岩製のものには擦切技法の痕跡が明瞭なものもある n

説
法
ペ
ゾ
1
i
 

と刃部が車線的なもの (80、81)。

2類 頭部の平坦面と刃部とも長軸線に対して斜めのもの (89~85)。

@石製品 石製品としては 1点の岩偶と 12点の刻線礁などが出土している。

岩偶 (第20図 図版4) 捨て場Aの最南端第 3層黒色土中から円筒下層式土器と共に

偶が出土した。大きさは、長さ15.1cm、8.6cm、最大厚2.8cmである。部厚い板状の灰黄色凝灰

岩を先端の鋭利な工具で当日り、頭部、肩部、両手、脚部を浮彫状に表現している。胴部表面に

は、向かつて左側に 3条、右側に 4条の沈静tが施きれ、胸部中央には在4mmの浅い凹みが刻ま

れている。なお、第20図A. Bti向ーの岩偶の実担IJ図であり、 Bは製作等の工具痕をも表現し

たものである。この岩偶は縄文時代前期円筒下層式土器と同時期のものと考えられる。岩偶は、
(註 1i 主2) (註 3)主4) U:l二 5) 

青森県寅平遺跡、石神遺跡、熊沢遺跡、秋田県内の岱遺跡、茂屋下岱遺跡、北海道サイ

跡などから出土しているが、本岩偶とその形態や、頭・四肢等の表現が{以ていると思わiLるも

のは、熊沢遺跡、内の出遺跡、茂屋下岱遺跡のものである。このうち茂屋下部遺跡、のものと熊

沢遺跡のものは円 b式に、内の岱遺跡のものは円筒下層 d式に伴うとされているが、本

岩偶は円前下層 b~d 式のどの時期に伴うものか判然としない。

刻j諌l潔 (第19図) 12点の刻縮努告が出土している。泥岩、凝灰岩などの石の表裏面に先端

の鋭利な工具で沈線等を施したものである。日立第20図の岩偶とi司じ材質の説灰岩製で、砲弾

状を呈し、先端部には上から見て十字になるよう深い亥IJみが施されている。 13は刻線機ではな

いが、楕円形の安山岩の上から 4分の l程のとごろの両側辺に挟り込みを入れ、片面の中

いているのあるいは岩偶の最も簡略化されたものかもしれないの

第 1表 出土石器分類表
類点数

1芋'.fi 2 ~fi 3対i 4 重点 メrコ弘、 ロ三t- ノ子金一センジ

|芋 4 4l，~ lq/o 
右ー fg 5 8 1 14.点; 1号b

a 114 8 13 

bl5 12 

1群

住言13 
93.~I 12% 

お匙

II群
al3 a 1 2 

18.D: 2% 
bl6 b 1 1 bl3 bl1 

III零宇 その他 4 4.点 1% 

a 1 5 al8 

f蚤 苦呈 bl8 b 115 4 5 51点 7% 

c 1 3 c 1 3 

石
箆 a115/ a 119出7 3 68点 9% 
tiJLj__Q_はよ 5 

1m 点数 1 要員 2 !対l 3まJ( 4 ~n 1コA 三~-t-
石若草

a 115 a 113 a 114 

肖日 ゑτ"立T 
b 114 b 110 b 138 

176点 つωυつ"/0
じ 120

d 1 9 

両面加工 5 5.Si 1% 

その他 19 19.点 3% 

醸製石斧 8 10 18点 2% 

bdRC118 9 2 2 

al5 a 37 
扇司王打製 ドi

28 5 3 
119点 16% 

石 若是

トE
多目白勺五紫裁長 7612 2 1 7 161点 21% 

C 

総合計 750点
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大岱IV遺跡

第 3節その他

t舎で毛易跡; (第 3図)

本遺跡、では 4カ所確認された。いずれも斜面にみられる自然地形の回地を利用している。

物は土器の他石器、石製品で、中でも土器はいずれも縄文前期の円筒下屠 b 式-~ d式にいたる

もので、その出土状況は乱雑で、交錯しながら重なり合い、投棄した状態を示す。各地点の出

土遺物についてその時期的相違はみられないが、 C、D地点では円簡下層 c式土器の出土比率

がわずかに高いっ又、 B、C、D地点の急傾斜が長く続く部分では、遺物の出土が斜面下端部付

近になるとほとんどみられなく、いずれも斜面上端から中位部にかけてであり、特に斜面中位

部のやや傾斜が緩くなった部分に集積している。遺物はB地点で量も多く、次いでC、D地点

E 地点は比較的少ない。 A地点は調査区外の斜面下位にも包含されていると思われるつ

第 3章ま レ」 め

①遺構の分布について

大岱1V遺跡は、舌状台地に入りこむ小さな沢の東西部分から したのであるが、調査範囲

が沢部の斜面が主となったこともあって、大岱IV遺跡の中心部と見られる舌状台地音1)はほんの

一部しか調査できなかった。 以上のような事情もあり、大岱TV遺跡、の遺構の分布のあり方につ

いては推測の域を出ないが、竪穴住居跡や袋状こt墳は高から入り込んだ小沢を間むように分布

し、大部分の遺構は平坦部から沢部に傾斜する肩部に構築されているものと思われるの

また、遺物の出土分布を見ると、平坦面には遺物はほとんどなく斜面に集中する。さらにこ

れを徽説的に見ると、これらの斜面には沢部に直交するように数カ所の沢状の小さな白地があ

り、土器・右器の大部分はこの数カ所の田地から重なるようにして出土している。

以上のことから、大t:JIV遺跡での場の龍われ方は、住居跡・土壇等が平坦音15の端に沢吉15を屈

むように構築され、沢部に臨む斜面及び斜面の凹地が捨て場となっていたものと考えられる。

② 出土土器について

極めて多量の土器が出土し、その総数はコンテナ50箱にも及ぶ。土器は縄文時代前期・後期・

弥生時代のものであるが、前期のものを除くと他は極めて少量で、ある。前期の土器は円筒下層

式土器に属し、下層 b式から d式のものである。本項ではこの円筒式土器について記述するつ

なお第21図に記載した模式図はいずれも本遺跡出土の土器に関してまとめたもので、 (1)は口頭
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大岱JV遺跡

部に施された文様で 本文で記載した土器分類の第II群 2類の各項に基づいて順次その文様構

成を表示しである。(II)は腕部における文様の構成区分を略国化したものである。 仰は(II)の構成

留において使用されている文様の種類を表示したものである。

腕部文犠及びその構成について 本遺跡、出土の土器は、その服部文様構成において 4型体に分

類される。第21図(II)がその様式図で以下この模式図をもとに説明を加える。

①は単一の原体を用いて腕部全面に文様を施す場合を示したもので、原体は多種多様のもの

が用いられ、部分的に方向を変えて施文する場合もある。口頭、部には表図(1)の全ての文様が用

いられており、これを口頭部文様との関連でみてみると、口頚部に綾絡文を主体として施文す

る場合、 m司部には複節縄文もしくは撚糸文が施される。撚糸丈は縦位になされるのを主とする

が、この傾向は他の形態の文様構成の場合も閉じである。羽状縄文が用いられる場合は、胴部

には撚糸丈や多軸絡条体回転文が施される他、同一原体の羽状縄文が施される場合もある。縄

文施文の場合は、胸部に複節縄文や撚糸文、特に口頚部文様が複節縄文の場合、腕部でも同一

原体を用いる事が多い。さらに口頭部に抑圧文を主体として施文する場合、平行押圧押文では

複節縄文、山形状の押庄縄文で、は探糸文や、特に羽状縄文が多用される傾向を示す。

②は腕部と腕下半の底部付近で異なる原体を用いて施文する場合である。底部付近の文様は

比較的挟躍に施される。文様は上部が撚糸文、底部付近が綾絡文で全ての場合に同様な構成を

示す。口頚部文様は綾絡文を主体として施され、他には羽状縄文が一例あるにすぎない。

③は服部上半と下半で異なる 2原{本を用いて砲文するものである。上半部には撚糸文や羽状

縄文が施され、前者の場合下半部には複節縄文や多車自給条体回転文が施文される。口頭部には

複節縄文や量的には少ないが綾結文を施す場合もある。 後者では下半部に単節縄文・撚糸文・

多軸絡条体回転文が用いられ、口頚部には羽状縄文が多用される他、山形や菱形の押庄縄文が

施文される場合もある。

④は施文された器表面に異なる原体を加えるもので、誕めて装飾的な意匠を施すものである。

主として撚糸文が地文として用いられ、そのよに綾絡文や絡条体回転文、さらには挟幅の羽状

縄文が横位に数段施文される場合もある。口頭、部には主として押庄縄文を主体とする文様が用

いられるが、回転文として羽状縄文が施される場合もある。

次に口頚部文様について縄文前期における各時期毎の指標となるべき文様構成を選出した後

合わせて上記に述べた胸部文様構成との関連を見掻め、胸部における文様の使用状況の推移を

述べてみたい。第21図(1)口頭部文様⑦・④は綾絡文を主体とするもので、本遺跡出土の土器で

はいずれも文様幅が広〈、降帯は多くの場合顕著に施されているが、低平な徴隆帯や数条の平

行沈線及ぴ刺突により表現されているものもある。③では波状口縁を呈し各波状の頂点部を基

点に抑圧縄文を垂下させている。⑦は円筒下層 a式、 b式に位置づけられ、 b式では第II類と

ハU
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第3章まとめ

して前半に、③は円筒下層 b式として、垂下する押圧縄文や波状口縁を第III類として後半に位

置づけられている。⑨は禰白状撚糸文で、文様幅は広く、隆帯は{民平なものを主とし、他に隆

帯を持たないものもある c 円筒下層 b式にみられ、中でも本遺跡、でも出土している変形網呂状

撚糸文は、石神遺跡では下層b2式として後半に位置づけている。③は直線状の押圧縄文を組み

合わせる事によって山形状・鋸歯状・矢羽J!夫・菱形状の文様を施すもので、文捧帯は比較的幅
(註10)

広く、文様区画帯は低平な徴隆帯や押圧縄文により構成されている。女館貝塚遺跡では下層 c

式の標式的な土器として位置づ、けている。⑦は出総の押圧縄文を用いて緩やかな山形状の文様

を施すもので、文様幅は狭くなる傾向を示す。文様区画帯としては幅の狭い隆帯及び低平な隆
{註11)

起糠が用いられている。蟹沢遺跡では円筒下層d式に位置づけられている。③は横位の平行押

庄縄文に数単位のまま下する押圧縄文を加えるもので、文様I福は明らかに狭くなり、陸帯を施さ
{註 1~)

ず押庄縄文で区間帯を構成する場合が多いc 円筒下膚 d-l式の標式的なものと言えよう。以

上の事を考慮、し、本遺跡出土土器の胸部文様構成と関連させてみると、口頭部文様がを)の場合、

服部文様構成は①、lZ!が伴う。①では複節縄文や撚糸文、舎では撚糸文+綾絡丈が施され、中

でも②の文様構成が多用される。口頚部文様③では①における撚糸文と②における撚糸文十綾

絡文が使用される。口頭部文様⑨では、①における撚糸文や多軸絡条体回転文が多用され、⑦-

(:1)で比較的多く用いられていた②の文様構成は消滅する傾向を示す。この事は下層b式内にお

いて、口頭部に綾絡文と網目状撚糸文を施す場合、服部に使用される文様構成が変革していく

傾向を示しているとも考えられる。又、原体としては撚糸文と共に多軸絡条体も良く用いられ

る。口頚吉1)文様③になると②の文様構成は消滅し、①における撚糸文、多軸絡条体回転文、羽

状縄文の使用が主体を占める。特に羽状縄文は多用され、対して複節縄文の{吏用は減少する。口

頚部文様⑦では①の構成が継続して使用され羽状縄文や木白状撚糸文が施される他、複節縄文

も用いられ、その他④の構成もよく用いられる。しかし③の文様構成はない。この事は口頚部

文様②の場合についても同じである。以上の事から腕部文様構成は、①の構成は円筒下層 b式

~d 式を通じて用いられ 縄文としては複節縄文が下層b式期を中心として比較的初期の段階

に多用され、撚糸文もこれに準ずると考えられる。下層 c式の段階になると多軸絡条体や羽状

縄文が用いられ、持に羽:1犬縄文の使用比率は高い。撚糸文は引き続いて存続するがb式に比べ

使用率は低〈、複節縄文は大きく減少する。下層 d式では羽:1犬縄文が引き続いて用いられる他、

木目状撚糸文も使用される。その他、複節縄文や撚糸文も再び一般的に用いられる様になる。

②の構成は、ほぽ下層b式期内に限定使用されると言えよう。③の構成は b式、 c式期に用い

られており、 d式期に主つては本遺跡出土の土器にはみられない。④の構成は c式期を中心に

みられ始め、 d式期にも使用されると共に横位に施された文様帯間が、幅広く、一定の等間隔

でなされる事により規格的な文様構成を52する様になる。又腕部上端、文様匿岡帯直下に横位
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に綾絡文を加える手法もこの時期にみられる。

次に本遺跡、出土土器の中でも口頭部・胴部に比較的多用されている羽状縄文について若干記

述したい ο 羽状縄文は円筒土器においては下層 b式に出現したと考えられているの文様は b式

以降、 d式期に至るまで用いられ、口頭部のみならず1阿部にも広く使用される。本遺跡、のもの

についてみると羽状縄文が腕部に用いられる場合、腕部上半のみと桐部全面の場合があり、後

者では口頭部文様が山形状の押庄縄文を主とする下層 c式期に多用される。反面腕部上半の場

合は右足めて少なく、口頭部にも羽状縄文を施丈する場合にむしろ多くみられる。口頚部に施丈

される場合には前述のHlii]部上半施丈の他、無施文の場合もあり服部全面施文は極めて少ないハ

無施文て‘は胸部に撚糸文と底部付近に扶!幅な綾絡文を地す文様構成②にあたるものがあり、円

筒下層 b式に位置づけられる。これらの事ーから羽状縄文は下層b式期に口頚部文様として用い

られ、やがて下層 c式tt):Jに至って腕部に全面施丈されると られ、腕部上半のみ施文される

ものはこれら下層 b式及びc式の間に介在するものと考えられよう。

器形lこついて 円筒下層式の土器は基本的には円筒形を呈する深鉢形土器であり、口縁部か

らij!nJ部、そして底部にかけ大きな器形変化を有しないものと言えよう。しかし細部について比

較するならば、器高、口縁部形状、腕部形状等に若干の差異が認められ、同様にこれらの要素を

一定の規格内で包含する各タイプの存在が認められる。本遺跡出土のものについては 6タイプ

(第22図)に分類できる。

Aタイプ:腕部下半がやや外傾して立ち上がり、中央部でわずかに内側に屈曲、以後はほ、垂

直に立ち上がる。口縁部はやや開く。

Bタイプ:胸部下半から かけてはAタイプとほぼ同じ体形を示し、口絹〈音ISは胴部から

そのまま立ち上がる。

Cタイプ :ml~部下半から上半にかけてはほほ垂直に立ち上がり、日縁部はやや開く。

Dタイプ:口径と底径の差が極めて少なく、底部から口縁部にかけはほ垂直に立ち上がる。

所謂円筒形を呈する。

τf  

Aタイプ 臼タイプ Cタイプ 。タイプ Eタイプ Fタイフ。

第22関器形の様式図

つつつ一一



第3主主: まとめ

Eタイプ:胴部中半に張りを持ち、口縁部は大きく開く今

Fタイプ:胴部下半から上半にかけてはやや外傾して立ち 1-:が 1)、口縁部で屈曲し内反する c

つぎに出土土器のうち、完形もしくは器形のほほ判明できるもの26個について、それぞれの

タイプにおいて、どのような口頭部文様(第21図の(1))が施されているかを示したのが次の表

であるハ 第2表器形及び口頭部文樟における栂関表

Aタイプは口頭部に綾絡丈を施す土器に多くみられ、

その他、口頭部のみに羽状縄文を施す場合にも認めら

れる。 Bタイプは口頭部に綾絡文十垂下する押圧縄文

の場合全てがこの器形であり、その他、網目状撚糸文

や羽状縄文の場合にもみられる。 cタイプは口頭部に

口鋭部文徳
~.-

ブ')I(イ
器If;

A タイフ 4 ムワ4 

Bタイプ 21211 

Cタイブ つw 

D タイプ 1 

Eタイプ

Fタイプ

( 〔

/ ンつ

1 1 

1 l 

111 

1 1 1 

l 

羽状縄文や直線による山形状押庄文が施される場合にみられ、その他縄文を主体としたものに

も認められる。羽状縄文の場合は、制音IS上半にも同文様が施される。 Dタイプは口fi:まから柄下

半にかけての全面に羽状縄文が施されたものや、口頭部に車総及び出総による山形状の押庄縄

文を施す場合。 Eタイプは口頭部に絡条体圧痕文、日阿部は上半に撚糸文、 下半に挟幅の綾絡文

を施す土器のf也、直線による山形押圧文の場合にもみられる。 Fタイプは l例だが、口頭、部に

曲線による山形の押圧縄文。これらの事から各タイフγ〕形態が主として認められる時期をみる

と、 A及びBタイプは下層 b式期を主体とし、 AタイプはBにくらべやや古いものと考えられ

る。 cタイプは下層b式期後半から c式にかけて主にみられ、 Dタイプは下層 c式期以降、 d

式期にも認められる。 Eタイプは下層 b式から c式にかけての比較的長い時期に点々とみられ、

量的にも少ない。 Fタイブは d式期にほぼ‘特徴的なものであろう。

口頭部文帯広麗帯について lKf函帯として用いられているのは、 (1) 隆帯(及びより細めの低

い微陸帯も含む。)(2) 沈線。 (3) 押臣縄文である。さらに(1)、(2)では、各区画帯に新たに刺突、

庄痕文などの施文を加えているものが多く これらも含めて記述する。

(1) 陸帯は 1~2 条でなされ、 3 条以上のものは存在しない。明らかに粘土紐の張り付けに

よるものの他、摘み出しによると思われるものも存在する。隆帯上には、会押庄縄文、給条

f本庄痕丈、③連続刺突文のftl!.，無施文の場合がある。@では施文が降帯に対し斜位になされ

るものと平行に施されるものがあり、前者の場合、撚糸、複節縄文、絡条f本が等間隔で施され

る。いずれも隆帯に対し斜位に深く施されている事から隆帝自体がねじれた形状を呈すc 後者

では撚糸文が主に使用される。②は幅広の降帯に主として摘される。③は刺突痕が円形、爪形、

楕円形を呈するものがあり、爪形のものは先端が平たく薄い工具で施したものの他、瓜によっ

たと思われるものもある。情円形のものは先端を細くした棒状工具で押し引き風に施しているの

④は比較的少ない。 (2) 浅く 11幅広の沈線内に連続した科突を施すもので、刺突は円形の他、

つつ3



大岱IV遺跡

円形及び)T¥形のものがある。又沈棋は隆帯と複合し、隆帯の外側に施す事ーによって降帯をより

浮彫り的に表現する場合が多い。 (3) 絡条体庄痕文で1- 3条施される。 (2)の場合と同様、降

帯外側に付属して施される場合も小数みらhる。

これらについて第21図、口頭部文様との関連をみると、 (1)の場合は口頚部文様が、(吾、閣を

除きいずれの場合にもみられるが中でも、①、②は{空)~⑧及に多く、弓j、⑦になると隆

帯を持つものは③の施文を主とする。この事司から下層 b-d式において隆帯を有するものは、

隆帯上の施文が①、②は下層 b式、③は下層 c-d式に多用きれ傾向がうかがえる。 (2)の場合

は⑦、(吾、 をにみられる。中でも爪形のものはさに多用される他、③でも桟存し、

反面⑦、③にはみられない事から、口 羽状縄文の用いられる下層 b式に出現し、押EE山

形文の下層 c式まで残余するものと考えられる。又楕円形の刺突は②、⑨に多用されており、

その主体は下層 c~ d式と忠われる。反面円形刺突は⑦、③の下題 b式に多いが、⑦、 εjの下
層d式にも用いられており、全期を通じて用いられているが、 b式のものに比べd式では刺突

が小径の傾向を持つ。この事は隆帯幅の大小との相互関係からくるものと思われる。 (3)の場合

は②、⑤~(dに施されており、反面⑦、②にはみられないのすなわち羽状縄文が施される下層

b式以降、下層 d式にかけてみられる。

以上の事から隆帯は下層b式から d式に至るまで存在するが、隆帯の中でも低く幅縮の微怪

帯が時期を下るにつれその比率を増す傾向はうかがえる。又、陸帯を用いない文様区画帯も綾

絡文を施す類を除くと b式から出現しており、微隆帯の場合と同様、時期が下るにつれ、

その比率を増してしミく現象がみられる。

註 1・7・8・12・13 村越潔 r円筒土器文化』 雄山間 1974 

註 2・9 江坂輝禰 r石神遺跡』 ニューサイエンス社 1970 

註 3 青森県教育委員会 『熊沢遺跡調査報告書』 青森県理蔵文化財報告書38集 1977 

三主4 安保彰 『小坂のあけほ'0).11 1975 

註 5 奥山j関 大館鳳鳴高校社会部考古班 『茂屋下街式土器群』 1971 

註 6 児玉・大場・武内 『サイベ沢遺跡』 市立函館博物館 1958 

註10 江坂輝粥 『青森県女館貝塚発掘調査報告書』 石器時代2 1955 

註11 江坂輝禰・笹津備洋・西村正衛 『青森県蟹沢遺跡報告書』 石器時代 5 1958 
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